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プロローグ　～愚痴る勇者～







　俺おれは周囲から勇者、と呼ばれ、育ってきた。だが、いつだったか、足元に寄って来た幼い子供の、

「ねえ、どうしたら僕ぼくも勇者さんになれるの？　どうすれば世界から魔ま物ものがいなくなるの？」

　という質問に、俺は明確に答える事が出来なかった。

　この際、綺き麗れい事ごと抜ぬきの本音を言おう。

　この世は金と美び貌ぼうと魔ま力りよくがあれば、大たい抵ていの事はどうにでもなるんじゃないだろうか？

　美貌を駆く使しすれば、一人と言わず、伴はん侶りよは作れる。頭が悪ければ、金で聡そう明めいな参さん謀ぼうでも雇やとえばいい。非力なら、腕うで自じ慢まんの用心棒を、と言った具合に。

　そこに強力な魔ま法ほうでも使えた日には、もう無敵だろう？

　それって、世界や時代が変わろうとも、不変の事実なんじゃなかろうか、と最近強く思うのだ。

　村人Ａが酒場でこぼすような愚痴を言ってすまんが、生まれ落ちて二十数年。今まで信じて来た『常識』が引ひっ繰くり返かえるような出来事が続いてるんでな……。







１章　魔王の掌の勇者







　魔王討とう伐ばつの旅に出てから、２１６日。様々なダンジョンを潜くぐり抜ぬけ、無数の村や街を訪おとずれ、山を越こえ海を渡わたり、数多あまたの魔物を倒たおし、俺おれ達たちは遂ついにここまで辿たどり着ついた。

　険しい絶ぜつ壁ぺきの峰みね。魔王が棲すむ、とされるバカデカい城の門を通ると待ち構えていたのは――無数の魔物の群れ。しかも、なんてこった。古代文明を記した書物上の存在かと思っていた、戦せん闘とう兵器までいやがる。中に入るだけでも一苦労だな。

　俺は仲間達たちに目配せする。『やれるか？』と。

　みんな無言で、しかし闘とう志しの篭こもった目で俺を見返して来る。俺は薄うすく笑って頷うなずき、『突とつ撃げき』の合図と共に走り出した。

　並走するのは、女傑ヘルデイン。19歳さい。１８０㎝近い長身で、短めの赤い髪かみ。吊つり上あがった大きな目は、いかにも気が強そうだが、実際は想像以上に強い。

　もちろん、戦せん闘とう力りよくも。あらゆる武器を使いこなし、必要とあらば、徒と手しゆ空くう拳けんでも強大な魔物を斃たおせる実力の持ち主。付け加えるならグラマラスな美人だが、当人にその自覚は無い。俺が魔王討伐の旅に出ると何ど処こかで聞き付け、名乗りを上げて来た冒ぼう険けん者しやだ。

　俺達の少し後ろを走っているのは、吸血鬼狩りダンピール。身長は俺とほぼ同じの１８６㎝。色白、漆しつ黒こくの総そう髪はつ、薄うす茶ちや色の瞳ひとみ。中性的な整った顔立ち。その名の通り、吸血鬼ヴアンパイアと人間のハーフであり、主に人間を食物扱あつかいしている吸血鬼を斃す事を生なり業わいにしていた。

　パーティーおれたちが立ち寄った、野の良ら吸きゆう血けつ鬼きに滅ほろぼされかけていた村に居た彼かれと意気投合し、元げん凶きようを片付けた後で、仲間になってくれた。詳くわしい年ねん齢れいは知らないが、軽く俺の10倍以上にはなっているだろう。

　ダンピールと並んで走るのは、重じゆう甲かつ冑ちゆうを纏まとった美しい少女、聖騎士パラデイン。年齢トシはヘルディンとそう変わらないはずで、この中では１５７㎝と小こ柄がらながら、甲冑に大おお盾たてに大たい剣けんと完全武装のまま、遅おくれる事は無い。

　長い金きん髪ぱつを靡なびかせ、翠みどり色の瞳に決意を宿しながら離はなされまい、と疾走はしる。エルフの様な外見には似つかわしく無い体力の持ち主だ。当然、ここまで生きて来られているだけあって、攻こう守しゆ、魔ま術じゆつ共々優すぐれた万能オールマイテイな冒険者だが、最近は、専もつぱら防ぼう御ぎよの要となってくれている。彼かの女じよの口数は少ない。多くは語らない。ヘルディンと同じく、パーティーの初期からの仲間である。

　そしてもう一人――と言いたい所だが、最後の一人は、城門を潜くぐる前に、魔王が召めし抱える四天王と噂うわさされていたプラチナドラゴンとの壮そう絶ぜつな戦いの末、殺されてしまった。

　賢者フイロソフアー。短身痩そう躯くで齢よわいは70を過ぎていただろう。長い白しら髭ひげを蓄たくわえて、いつも飄ひよう々ひようとしていた彼は、攻こう防ぼうに卓たく越えつした魔術の使い手だった。俺がドラゴン攻こう略りやくに梃て子こ摺ずっていたばかりに、回復魔法をかけてくれていた、ほんの一いつ瞬しゆんで、ドラゴンは彼の命を奪うばった。

　その直後、この手で直接、ドラゴンを屠ほふった所で、何の供く養ようにもなりはしない事は判わかっているが、少しの気休めにはなる、と信じたい。

　――何？　名前？　名前が全部職業の名めい称しようだと??　この時代、この世界に、名前など、何の意味も持たない。もしも世界を変える事が出来たなら、意味も見出みいだせるのかもしれないがな。それまでは、俺は勇者であり、仲間パーテイーは女傑ヘルデイン、聖騎士パラデイン、吸血鬼狩りダンピール、の肩かた書がきだけで充じゆう分ぶんだ。




▲〇▲




　門の前に巣食う、全すべての魔物や兵器を片付け、俺達は、巨きよ大だいな魔王の城の、同じく巨大な入口の扉とびらを開けた。

　奥おくに進むと、赤絨じゆう毯たんの厖ぼう大だいな面積の広間に玉座がある。そこに座すわっているのが、魔王、の、はずなのだ、が……。

　紫むらさきを基調とした豪ごう奢しやな召し物ものに、マント。風格はそれらしさを感じるが……。

「女……？　女だよな……？　それも……」

　思わず、言葉が漏もれる。

　若い、俺よりも若そうな、絶世の美女だった。艶つややかな長い銀ぎん髪ぱつ、細くて高い鼻、桜色の薄い唇くちびる、銀色にも見える大きな蒼あおい瞳。目め尻じりは少し上がっている。

「エルフ、か……？」

「いや、妖よう精せいの類たぐいでは無い。明らかに魔族だ。魔王に違ちがいあるまい」

　と、俺の懐かい疑ぎの声に、ダンピールが応じる。こいつが言うのなら、そうなのかもしれないが……。

「よく見ろって。エルフがあんなの、生やしてる訳ないだろ？」

　と、ヘルディンが顎あごで示しめすのは――『彼女』の頭部。両耳の上から、赤黒く捻ねじれた、禍まが々まがしい太い角が生えている。正直、言われるまで気付かなかったが、確かに人でも妖精でも無い、魔族の証あかしとも言えるな。

「胸、大きい……」

　ポツリ、とパラディンが呟つぶやく。そう。それも言いたかった。いや！　別に！　特別言いたかった訳では無いが、細身のエルフにしては豊満なおっぱ、胸をしているな、と思っていたのだ。それだけだ。
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　俺達四人は並んで歩き、未いまだ微び動どうだにしない魔王？　の前に立つ。――正に浮うき世よ離ばなれした美少女の姿の魔王？　は、蠱こ惑わく的てきな唇を開いた。そこから出た言葉は……。

「臭くさいな。匂におうぞお前ら。そこの青白いの以外」

　だった。失礼な物言いだが、声にも気品がある。

「な……」

　たぶん、俺以外にも、声を漏らしていたのは二人は居る。デリケートなお年とし頃ごろの女じよ性せい陣じん。ダンピールは、当然実体があるだけに、返り血や土つち煙けむりで汚よごれる事はあっても、体たい臭しゆうやヒゲなどには無む縁えんの存在だ。

「まず風ふ呂ろに入って来い」

　と眉まゆをひそめながら、魔王が言う。

「お風呂……お風呂に入れるの……？」

　パラディンは、口調テンシヨンはいつも通りだが、長旅を続けた仲間なので、嬉うれしそうにしているのが判る。

「嫌いやだと言っても入ってもらう。城ここには風呂は10室以上ある。さっさと入って来い。――おい」

　パチン、と魔王が指を鳴らすと、もう斬きり飽あきた存在でもあり、食しよく糧りよう難なんの時は、焼きに焼いて鼻をつまんで非常食にした、オーク達がドカドカとやって来る。反射的に身構える俺達を、魔王がもう片方の手で制する。

「案ずるな。私が居る限り、オークこいつらにお前達への害意は無い。浴場へ案内するだけだ。――さあ、行って来い」

　魔王の甘かん言げんなのかもしれないが、確かに風呂には入りたい、もう何十日ぶりになるだろう……。

「ああそうだ。お前達の知っている風呂とは、やり方が違うかもしれん」

「やり方？」

　と俺は問う。風呂なんて、バスタブに入ってシャワーを流しながら石せつ鹸けんで体を擦こするだけと違うのか……？

「そうだ。バスタブに入る前に湯浴びし、備え付けの垢あか落としと石鹸で体を清め、湯を張ったバスタブに浸つかれ。その後で、頭を洗うのを忘れるなよ。これが、ここの入浴法だ。従ってもらう」

　と厳しい表情の魔王。

「別に構わんが……」

　おかしな習慣だ、と思いつつも、俺達はそれぞれオークに導かれ、別の浴場へと赴おもむく。ひょっとして、パーティーを分断する罠わなだったのでは!?　と思った時には、湯気が立ち込める浴場内に居た。

　――魔王が告げた入浴法は、癪しやくだが、素す晴ばらしい心ここ地ち好よさだった。まず体の汚れを落とし、綺き麗れいな熱めの湯に体を浸けた瞬しゆん間かん、思わず、ふしゅう、と息が漏れた……。

　――パーティーおれたちは、再び玉座前に集結する。お互たがいに目配せをする。『何はともあれ、気持ち良かったな』と。

「湯加減はどうだったね？　気分は良かったか？　旅の疲つかれは癒いやせたか？」

「……正直、悪くは無かった、だが俺達は――」

　魔王の問いに、俺は誠実に答え、本題に入るつもりが、魔王はまたも顔をしかめ、俺達を手で制した。

「口も臭い。歯を磨みがいて来い」

　魔王は再び指を鳴らし、オークを連れて来た。オークが俺達に、そして魔王に、塩の入った小こ袋ぶくろと小さなブラシ状の物体を渡して来る。

「なんだコレ……？」

「塩を振ふって、こうやって使うんだ」

　小さいブラシ部分に比べ、長めに設計された柄えの部分を持ち、魔王は歯を磨く動作をして見せた。

「トイレに洗面所が付いている。トイレは浴場よりももっと多い。すぐそばだ。案内してやれ」

　プギュルッルル、とオークが嘶いなないて歩き出す。後ろを歩きながら俺は、魔王に一つの疑問をぶつけた。

「トイレって何だ？」

「便所の事だが？　人間おまえらの文ぶん化か圏けんには存在しないのか？　外でしたい放題か??」

「便所ぐらい知ってるわ！　言葉の壁かべの問題だ！　まあ、そりゃ、旅の道中では――」

「口は災わざわいの元」

　短く、パラディンが釘くぎを刺さす。そうだった。パーティーおれたちには年頃の美女が二人も居るのだった。

「そうだ、洗面所にはカミソリやハサミもある。ついでに鼻毛を切り、ヒゲも剃そっておけ。私は、穢ムサい男は嫌きらいだ」

　と、魔王。ダンピールはヒゲの生えない体質であり、女子二人は元々体毛が薄い。つまり完全に俺に対して言った事だ。

　幾いく分ぶん、恥はじ入いる気持ちで洗面所とやらに向かったが、歯は磨みがきの爽そう快かい感に、我を忘れた。

「すげえ……何て便利な……」

　石鹸を水で泡あわ立だて、カミソリでヒゲを剃り、小さなハサミで鏡を見ながら鼻毛の手入れ。なんだこれは。ここは魔王の根城では無かったのか？　何処かにある桃源郷ユートピア、愛の国にでも紛まぎれ込んでしまったのだろうか……？

　心身どころか口内鼻び孔こう内までスッキリサッパリした俺と仲間達は、三み度たび、魔王の前に立つ。なんかこうなるともう、いざ尋じん常じように勝負、という雰囲気ムードでも無くなりつつあるのだが……。

　とにかく何か、戦闘に結び付く為ための口火を切ろう、と思った俺より先に、魔王が口を開いた。

「お前、持ち家は？」

「え？　いや、宿屋か野宿で……」

「ふむ。貯金は？」

「新しい装備が次々出るんでカツカツで……」

　あれれ？　何だか、自然に背中が丸くなってきたぞ……？

「シャンとしろよおい！」

　ヘルディンが、俺を小声で叱しつ咤たするが、事実は事実で嘘うそを吐ついても始まらない訳で……。

「お前、職業は？」

　それだ！　その質問を待っていた!!

「俺は、勇者だ！　先祖代々、勇者の血を引き継ついできた、選ばれし存在。それが俺だ！」

　背筋を伸のばし、俺は堂々と魔ま王おうに告げ、背中に担かついだ大剣に手を添そえた。

「つまり、ギルドに登録している冒険者ですら無い、という事なのだな？」

「まあ……そうとも言えるが……」

「だからシュンとすんなって！」

　と、ヘルディンが怒おこって来るが、だって魔王こいつ、一々痛い所、突ついてくるんだもの……。

「で、国王に、そそのかされて、ここまで来た、と」

「う、うん……」

　魔王の容よう赦しや無なき追つい及きゆうは、まだ終わらない。なんだって、今さっき会ったばかりの奴やつにここまで言われなきゃいけないんだ……俺は勇者だぞ……！

「年齢トシは幾いくつだ？」

「23……」

「成人してから、かなり経たっているじゃないか。それで？　私を斃したら、国王からどんな褒ほう美びが得られるのだ？」

　さっきから受けて来た圧アツの中で、これが最強だった。何なんで当時の俺には、キチンと法的な書類なりなんなり作ってから旅立つ、という発想が無かったのか……。

「……世界を救った勇者、として、像ぐらいは建てられるだろうけど、特に約束をした訳では……」

「ん？　何ナンて??　声が小さ過ぎるぞ」

「特に約束は！　してないっ！」

　俺の答えに、ふむふむ、と魔王はどんどん愉たのしげな表情になって行く。

「要するに、何の成功報ほう酬しゆうの確約も無いまま、ここに来た、という訳か。冒険者としての寿じゆ命みようは短い。その後の蓄えも無いままに、か」

「………」

　無言が、答えだった。と言うか、何か言ったら、涙なみだがこぼれてしまいそうで……。

　――と、突とつ然ぜん魔王が、今までの魔王ぶりから一変、神になった。いや、他ほかの奴らにはどうかしらんが、俺にはそう思えた。

「どうだ、城ここに一いつ緒しよに住まんか？　家賃はいらん、食費もタダだ。時々来る冒険者を追おっ払ぱらうだけでいい。落としたカネや装備は好きにするがいい」

「やります!!」

　これが飴あめと鞭むちという物なのか。そうだとしたら、俺はまんまと乗せられ、気付いたら直立不動で叫さけんでいた。

「やるなよ！」

「性急過ぎるぞ……」

「本気なの……？」

　と、ダンピールやパラディンまでもがツッコミを入れて来たが、この時の俺は、こんなに良い話は無いじゃないか？　と、本気で思っていたのだ……。




▲〇▲




「決まりだな。お前達用の……部屋は無数にあるが、個別にすると、却かえって警けい戒かいされるだろうから、二階の５人部屋で、しばらくは過ごしてもらう。１時間後に、ここで食事にしよう。時計の音が合図だ」

　魔王は指を弾はじき、オークを呼び、俺達を大部屋へと案内させる。――５人部屋、と言う所で、胸が痛んだ。本来なら丁度良いはずの広さが、広過ぎてしまうから……。

　――とは言え、案内された部屋を見て、俺の暗あん澹たんたる気持ちは、いっとき何処かへ去ってくれた。何たる豪ごう華かさ。４人でも５人でも広過ぎるほど広い。今まで泊とまって来たテントはいざ知らず、真っ当な宿屋も、ここに比べたら、ドヤ街の簡易宿しゆく泊はく所だ。窓から見える景色は絶景かな！

　俺は装備を全て外し、布の服だけの姿で、窓まど際ぎわのベッドに横になる。――フワッフワじゃないか！　なんだこの未知の感かん触しよくは!?　このまま３分以内に熟じゆく睡すい出来そうだぞ！

「油断大敵」

　と、パラディンが呟く。

「いや、強あながち、そうとも言い切れない。私達を攻こう撃げきするなら、幾らでもその機会はあった。今ここで、というのは、むしろ考え難にくい……」

「ダンピーがそう言うなら、あたしも、鎧よろい脱ごっかな……」

　と俺の隣となりのベッドに腰こし掛かけ、ヘルディンは武器防具を解除して、横になる……ふと、俺と目が合う。

「なあ。あたし、今まで臭かったか……？」

　ヘルディンは、若じやつ干かん不安げな声こわ音ねで尋たずねる。

「わかんねーよ。俺達全員、長い事、風呂も、歯の手入れも、何ならヒゲや鼻毛の処理もしてこなかったからな。お互い様さまだ」

　と、俺は正直に答える。

「なら、いいんだけど……いや、良くない！　あたし、鼻毛出てた?!」

「だから、わかんねーって。城ここに来るまでが必死だったろ？　まあ、出てたなら気になるから、たぶん出てなかったと思うぞ」

　本当、判らないもんだな。ヘルディンこいつは、そういうの、気にしない性格キヤラだと思っていたが……。

「そっか……。ダンピーはいつもと全然変わんないけど、パラ子は重装備だからなあ。普ふ通つうに歩くだけで汗あせかきそうだもんな。脱ぬいだら蒸むれ蒸れで相当臭かったかもなあ？」

「う　る　さ　い」

　ヘルディンの軽口を、パラディンは一いつ蹴しゆうする。普ふ段だん強気なヘルディンも、もっと強気になった時のパラディンには逆らわない。それがパーティーおれたちの暗あん黙もくの仕来りルール。まあ、たぶん、図星だったんだろう。今も甲冑を脱がない所を見ると……。

　――一階の、大時計台の音で、俺はハッと起き上がった。横のヘルディン、向かいの、甲冑姿のままのパラディンもベッドに寝ねていた様子だ。

　ダンピールは、立ったままでも、どんなに短い時間でも熟睡出来るという体質の持ち主なので、部屋に入った時の位置のまま。――こいつの弱点は、強い日光を十何時間も浴び続ける事だけ、なのだ。

「時間のようだ」

　彼は短く言って、部屋を出て行く。急いで後を追うパラディン。

「――装備、どうする？」

　とヘルディンが俺に尋ねてきたが、俺は肩かたを竦すくめる。

「メシ食うのに、剣や鎧が必要とも思えない。俺は、このままで行くよ」

　俺の言葉に、だな、と頷くヘルディン。

　――一階の玉座前には、大きなテーブルと、豪華に見える料理や酒の数々が並んでいた。

「うおっ！　半年ぶりの、まともなメシだ！　酒だ!!」

　と一気に調子テンシヨンが上がったヘルディンが、先の二人を追い抜いて階段を駆かけ降りる。

「下品……」

　というパラディンの呟きは、当然ヘルディンあいつの耳には届いていない。

　――玉座を上座にして、全員が席に着いた所で、魔王が口を開いた。

「普段は個室で食事をしているが、今日は特別だ。お互い、判り合えたという事で、まずは乾かん杯ぱいをしよう」

　と、魔王は葡ぶ萄どう酒しゆの入ったグラスを胸の高さまで持ち上げる。――礼れい儀ぎに適かなっている。ウェーイ！　と、俺やパラディンやダンピールとグラスを無む理り矢や理りぶつけていたヘルディンが、逸いち早はやくその言葉に反応した。

「判り合えたって、どういう意味だ?!　別にあたしは――」

「お互いに、殺し合う必要が無いと判った、という意味だ、広く言えばな。例えばその葡萄酒に毒を盛る必要も無い」

　魔王の言葉に、ヘルディンの顔が蒼あお褪ざめる。

「どうしよう……飲んじゃった……」

「迂う闊かつ……」

　とパラディン。

「問題無い。毒ならば、この酒は青く視みえる。これは、ただの酒だ」

「ほんとか?!　一気に飲んでも大だい丈じよう夫ぶなやつか??」

「それは、個々人の体質にも依よる所が大きいが……」

　ダンピールの言葉に顔を輝かがやかせ、カパー、とグラスを空けるヘルディン。

「おかわり！」

　魔王は給きゆう仕じ係のオークに、指の合図でヘルディンのグラスに酒を注つぐ。ナハハー、と笑うヘルディン。しかし……。

「これ、何の肉だ……？」

　と、分厚い、見る分には大層美う味まそうな肉の塊かたまりを指して、俺は魔王に問う。それに対し、魔王はフ、と笑えみを見せる。

「おそらくだが、お前達はこれまで、一度と無く魔物の肉を食ってここまで来たのだろう？　私が、自分の部下を食料にするとでも？」

「いや、一応、な……」

「私は家か畜ちくを飼育している。野菜も自家栽さい培ばいだ。それはベアビーフのステーキ。そっちはツナサーモンの炙あぶり、チーズにサラダ、どれも、大抵の人間よりも良い物を食べている自負はあるぞ」

「そ――」

「旨うっま!!」

　俺が話す前に、既すでに酔よっているヘルディンがステーキを頬ほお張ばりながら大声を上げた。――俺は一応用心深く、魔王が小さく切った肉を口に入れ、飲み込むまで待っていたが……。

「――うまっ!!」
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「な??　うまっ！　魚も!!」

「サラダもチーズも酒も全部うまっ!!!　俺達、今まで何の為に生きて来たんだ?!　うまっ!!」

「はしたない……」

「人間ひととはそういう物だ。お前も内心では、美食の幸せを感じているだろう……？　奴らが、はしたないのなら、お前も、また……」

「ちょっと黙だまってて」

　遂にパラディンまで、ガツガツ食い出す様になったのを見計らったかのように、魔王が言った。

「――さて。ここで暮らす以上、欠かせないのが、私の『部下』達とのコミュニケーションだ。人語を解する者も居るが、多くは無い。従って、お前達に部下の言葉を理解してもらう方が、手っ取り早い」

「それ、手っ取り早いか？　何年もかかりそうだぞ……」

　思わず食事の手が止まる。

「私には必要の無い事だがな……」

　あくまでもマイペースなダンピールと、酔いに加えて憤いきどおりで顔が赤くなったヘルディン。

「あたしが大っ嫌いな物が二つある。魔物モンスターと、勉強と、魔王おまえだ」

　それじゃ三つじゃねえか……。つまり、そうなのだ。ヘルディンは戦闘では頼たよりになるが、まあ、そういう事なのだ。

「簡単だ。一瞬で終わる」

　魔王は無む詠えい唱しようで俺達に手をかざす。その掌から紫の光が放たれ、俺達を包んだ。

「これで終わり……？」

　パラディンが、俺の内心を代弁してくれる。

「そうだ。これで、厳密に言うなら、お前達の話す言葉は魔物ぶか達の言葉に聞こえ、部下が話す言葉は、お前達の言語として聞こえる。――試ためしてみるか？」

　魔王は、ピィー――ッと指笛を鳴らし――数秒後には、扉を破らんばかりの勢いで、人狼ワーウルフ、殺人蝙蝠キラーバツト、戦闘用オーク、亡霊騎士ゴーストメイル等々が集まって来た。

「なにごとですか、魔王様?!!」

「今の音階は、非常招集スクランブルですね!?」

「こいつら、人間ですよね?!　敵ですよね？　食っていいですか？　女は犯おかしてからでもいいですか??」

「ニンゲン……ニクイ……コロス……」

　今にも襲おそいかかって来そうな、これらの魔物モンスターと、その部下数十体を、まあ待て、と魔王は片手で制せい御ぎよする。――そして、俺達を見やる。

「どうだ。今の、こいつらの言葉、理解出来たか？」

「ああ……聞こえた……」

　俺は呟くように、言った。他の面子メンツも、頷いている。

「では、私の魔術は成功、という訳だな。せっかくの初顔合わせだ。お前達も、何か挨あい拶さつしてやれ」

　魔王の突とつ然ぜんの無茶振ムチヤぶりに、俺達は動どう揺ようを隠かくせない。お前が言え、いやお前が、と一ひと頻しきり小こ突づきあった後、俺が言を発する事となった。

「あー。唐とう突とつですが。今日から魔王……さんと同居する事になった、東の国の勇者とその一行です。みなさんとは、『いのちをだいじに』で接して行きたいと思っています。どうぞよろしっ――」

「なに媚こびってんだよ!!　ガンガンいけ!!!」

　と、ヘルディンの拳こぶしが脇わき腹ばらに刺さる。こいつは、ほんとに、急所を的確に狙ねらって来やがる……！　肝かん臓ぞうが泣いてる……!!







２章　再会する勇者







　会食が終わり、各自、自由行動となった。城内は０時に消灯、８時に起き床しよう、朝食、との魔王の宣告に、夜型のダンピールは、いささか不満そうだが、口には出さない。そういう男だ。

　この期ごに及およんで奇き襲しゆうはあるまい、と俺達は確かく認にんし合い、別行動を取る。まずは城の全容を、分担して把は握あくしよう、という事になった。

　とにかくバカデカい城だ。通路も広く、天てん井じようも高い。俺は感心しながら歩いていたが……。

「よう。お前が勇者だな？」

　前方から声を掛かけて来たのは、なるほど、こういう魔物やつが居るから天井も高いのだな、と納なつ得とくせざるを得ない大巨きよ人じんだった。

「……お前は？」

　こうなると、手ぶらなのを、少し、後こう悔かいしてしまう。

「四天王の一人、サイクロプスの元もと締じめ。巨人族のアトラスだ」

　ん??

「あれ……？　ひい、ふう、みい……四天王は、全部倒したぞ」

　俺おれは指折り数える。

「魔王様のご趣しゆ味みだ。四天王は、語ご呂ろが良いから四天王。実際には、予備軍は溢あふれるほど居る。普段は部下したに任せていたが、お前らが全員殺してしまったからな」

　微かすかに棘とげのある声が、遥はるか頭上から降ってくる。

「『殺した』って言うと後味悪いし語ご弊へいがあるから、『退治した』と言いい換かえてくれ」

「マオウサマ　マホウデ　ナンドデモ　イキカエラセル　シンパイスルナ」

「あっ！　こいつは!!」

　アトラスの膝ひざ下したから来た物に、思わず指を差す。破は壊かいするのに苦心した、古代の戦闘兵器。だが、少々、色合いや形が異なるような……？

「ワタシ　ヘイキノ　リーダー　マオウサマ　ワタシヲナオシテクレタ　コレデ　ワタシガ　ホカノウェポンヲ　ナオセル」

　キラーウェポンと思おぼしき兵器は、翼つばさを出し、ブーン、と飛んで行ってしまった。

「生き物じゃなくても蘇よみがえらせられるのか……人間おれたちの常識じゃ、あり得ない話だ……。あ、ひょっとして、サイクロプスや、ベルゼビュートや、ニャルラトホテプもか?!」

　と、俺は、巨人族の長と名乗るアトラスを見上げて尋ねる。

「もちろんだ。今はお前達への敵意も無い。もし城内や近場で見かけても、普通に接してやってくれ。お互い、魔王様の為に、な」

　やっぱりこいつの言葉には棘がある。自分の部下を殺されたからなのか、自分がパーティーおれたちに殺されていないから、なのかは判らないが……。

「俺には別に、魔王の為に行動する義務は無いぞ」

　アトラスは、ニヤリと笑った。

「それが、あるんだなあ。ま、すぐに理解すわかるだろうよ。じゃあ、またな」

　わざとらしく、俺を跨またいで、アトラスはズンズンと去って行った。何となくいけすかない奴だ。道中だったら、どう戦うか、どう倒すか、そんな事を考えながら歩いていると――

「やあ、勇者どの」

　聞き覚えのある、飄々とした口調。二度と聞けないと思っていた、その声！

「うおっ!!　あんた!!　生きてたのか??　いやいや、目の前でドラゴンのブレスで真っ黒焦こげになって死んだよね?!」

　そう。声の主は、５人目のメンバーで、そして今目の前に復活している？　賢者フイロソフアーだった。

「いやあ、その節は面めん目ぼくなかった。しかしその隙すきに、勇者どのがプラちゃんを一刀両断したと聞いてるので、少しは役に立てたのでは、と思っているよ」

　三さん角かく帽ぼうを取り、禿はげ頭を見せて礼をするフィロソファーじいさん。しかしおれはこんらんしている!!

「は??　プラちゃん?!　えっ!?　聞いた?!　誰だれに??」

　何がなんだかさっぱり判らん……!!

「だから、プラちゃんに」

「プラちゃん……て、ひょっとして……」

「私だ」

「おうっ!!」

　と俺は飛び退すさった。フィロソファーにばかり気を取られていて、その背後の、宿敵とも言える存在の気配を忘れるとは……!!

「やっぱりお前か!!!」

「やあ、プラちゃん」

　と、フィロソファーじいさんが親しげに振り返かえった相手は、かつて自分を殺した魔ま物もの。そして、その直後に俺が殺した魔物である、四天王のプラチナドラゴンだった。
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「おお、フィロちゃん」

　プラチナドラゴンは、重々しくも優やさしい声でフィロソファーと挨拶を交かわす。

「なんで生きかえ――っていうか、なんで、あんたら、仲良しになってんだよ……？」

　あの死し闘とうを経て来た俺にとっては、異様としか言えない光景だ……。

「一度は死んで常とこ世よの住人となった者同士、そして魔ま王おう様によって現うつ世しよに蘇らせて頂いた者同士、今は敵味方を超こえ、種族の垣かき根ねも越え、我らは親友となったのだ」

「そ……」

　そんな抽象的あいまいな説明で誰が納得するか！　と叫びたい気分だったが――

「ねー」

「なー」

　当の二人？　が信しん頼らいし合っているようにしか見えない以上、こちらとしても、あまり過激な事は言えない……。

「死んだ事の無い俺には、ついて行けねえ世界だな……」

　そうボヤくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「では一度、死んでみるか？　我のブレスを防ぼう御ぎよ無しで浴びれば、１秒だ。常世も悪くないぞ。いずれ魔王様が蘇らせてもくれよう」

　プラちゃんこと、プラチナドラゴンの、とんでもない提案、受ける筈はずも無い。

「断る!!　俺の死は、世界から希望が失われるのと同じ事だっ!!!」

　俺はフィロソファーじいさんとプラチナドラゴンに背を向けた。もう部屋に戻もどろう。なんかおれ、疲れたよ……。

「相変わらず、自信過か剰じようなお人だ……」

「全くだ。ああいう者に限って、毒の沼ぬまで溺おぼれてアッサリ死んだりするからな」

「聞こえてるぞ！」

　俺は振り向むきもせず、そう怒ど鳴なって歩き出した。




▲〇▲




「おっ、おい!!!」

　おそらく客人用に――どんな客かは想像もつかないが――常備されたタバコを、久方ぶりに、茫ぼうと吸っては消し、吸っては消し、を繰くり返していたら、ヘルディンが部屋にすっ飛んで来た。

「おう、どした？」

　言いながら、俺は自分でも何本目か判わからないタバコに、また火を点つける。

「煙けむっ!!　いや、それより！　いきなり後ろから頭をポンポンされてよ！　てっきりおま、いや、誰だと思って振り向いたら、さっき倒たおしたサイクロプスが!!!」

「ああ、それな」

　俺が説明をしようとした時、ダンピールとパラディンがほぼ同時に部屋に入って来た。曰いわく、ベルゼビュート、ニャルラトホテプに、それぞれ出で会あったと、且かつ、近しい態度で接して来られて、どうしていいか判らなくなった、と。

　――ここで、俺以外の奴らみんな、ダンピールとパラディンですら慌あわてているのが一寸ちよつと可笑おかしくて、その優ゆう越えつ感かんというか、余よ裕ゆうぶった態度を長く取り過ぎてしまったのがマズかった。怒いかりの導火線が１ミリも無い奴が居る事を束つかの間ま、忘れていた。

「だいたいお前、本気か?!」

　大声を出したのは、当然、ヘルディンだ。

「な、なにがよ？」

　しまった、と思った次の瞬間――

「もううんざり!!」

「うおっ!!!」

　パラディンまでもが、声を荒あららげた。これは滅めつ多たに無い事だ。

「見ろ。パラ子だって怒ってる。そりゃあ？　パーティーうちらの想定外で？　魔王が女で？　まあ、それなりに？　いい女だからって？　討とう伐ばつしないどころか、軍門に降くだるなんて、フツー有り得ないだろが!!」

「別に、軍門に降ったわけじゃないが……」

　美味いメシが食えて、美味い酒が飲めて、タバコまで吸えて、こんなフカフカのベッドで毎日眠ねむれて、それが全部無料タダ。しかも、時々やって来る冒ぼう険けん者しや達たちに『優しく』お帰り頂くだけの仕事だぞ。

　これって、俺おれ達たちの天職と言えない事も無くは無いんじゃないか、と思う俺は、強ち間ま違ちがっている、と頭ごなしに否定されるのは、少し意味合いニユアンスが違ちがってくるか、こないかの話になると、俺にだって言い分の一つや二つはあると言えばある訳で……。決して魔王の外見に惹ひかれたのが最大の理由なのか、と訊きかれたら、そこは多少なりとも議論の余地が残っている、と抗こう弁べんしたい気持ちが、少しも無いと言ったらそれは嘘になるが、理由の全すべてでは説明出来ない要素が絡からんでくるので、一いつ旦たんみんな落ち着いて話をするのが最善なのではないかと――

「私はどちらでもいいがな。城内は日が射ささなくて心ここ地ちいい。それに、パラディンは、別段、魔王と戦いたい訳ではなさそうだ。役割に不満があるだけと見える」

「え、そうなん??」

　ダンピールの言葉に唖あ然ぜんとしたヘルディンは、パラディンに向き直る。コクリと頷うなずくパラディン。

「じゃあ、何に怒ってんのさ？」

　とパラディンの顔を覗のぞき込むヘルディン。

「私も……戦いたかった……」

「なんだ、やっぱり戦いたいんじゃん」

「……いる」

　元々小声で言葉数の少ないパラディンだが、今のは俺も流石さすがに聞き取れない。

「え？　何なんて??　パラ子、声小さ過ぎ」

「今までの戦いの事を言っているの!!」

　パラディンの突然の怒ど号ごうに、俺達は固まる。

「――今まで、って……？」

　パラディンの怒りの原因が、飲み込めないまま俺は尋ねる。

「ずっとよ」

　だから、絶対的に言葉足らずなんだって……。

「ずっと？　だって、あたし達ら、ずっと一緒に戦ってきたじゃないかよ??」

　当然、俺より遥かに察しの悪いヘルディンが理解出来るはずも無く。

「だからっ！　私はっ!!　ずっと!!!　我が慢まんしてきたっ!!!!」

「おうっ……。て、何ナニに??」

　パラディンの剣けん幕まくにたじろぎながら、おずおずと訊くヘルディン。

「私と貴女あなた、攻こう撃げき力りよくはどっちが上？」

「え？　……いやそんなん、比べっこした事ないから、わかんねーよ……」

　と、ヘルディンは途と方ほうに暮れている。

「同じぐらいかもしれない……」

　呟つぶやくパラディン。

「まあ、そうかもな、パラ子の剣けん術じゆつは相当なもんなのは――」

「防ぼう御ぎよ力りよくは？　補助魔ま法ほう力は？　私の方が圧あつ倒とう的てきに上！　と言うか、貴女はいつでも後先考えず、後列こつちのフォロー前提で突とつ進しんして行くだけ!!　貴女に仲間パーテイーが守れるの?!　いざと言う時、仲間を庇かばえる能力スキルがあるの?!!」

　と、一気にまくし立て、フー、フー、とパラディンは荒く息をついている。正直、怖こわい……。

「あー……」

　ヘルディンは、承知した様子で、頭を掻かく。

「悪かったよ……。あたし、基本的に戦うの好きだし、戦ってると、あんまし周り見えなくなるっつーか……パラ子も、ほんとは戦いたかったんだな……」

　と、その言葉が、またパラディンの怒りに油を注いだようで。

「勘かん違ちがいしないで!!　私は、戦闘行為たたかいは、大だい嫌きらい!!　だけど誰かを守りながらの消極的な戦闘は、もっと嫌いなの!!!」

　え、じゃあ何で聖騎士パラデインという、どっちかと言うと回復や守護メインの職業を選んだんだ？　と訊ける状じよう況きようでは、無論ない。

「うわ、めんどくせー……」

「何なにか?!」

　ヘルディンの小声のボヤきに、ギヌロとパラディンが視線で射殺す勢いで睨にらみ付つける。

「な、なんでもねーよ……」

　こういうの、『戦闘ツンデレ』とでも言うのだろうか？　いや、『デレ』が無いか。

　とにかく、怒ったパラディンはヘルディンよりも怖い、と。改めて心に刻みつけておこう……。

「――そんな事よりだ!!」

　無理矢理、場の流れを俺への攻撃に変えるヘルディン。バン！　とテーブルを叩たたく。頑がん丈じような物らしいので平気だったが、とにかくヘルディンこいつは怪かい力りきなので、並の代しろ物ものなら、今のでバラバラに壊こわれてる。

「あー。灰皿引ひっ繰り返った……」

「そんなの関係ねえ!!　お前も、あたし達も、今まで旅を重ねた戦友の、フィロ爺じいの仇あだも討うたずに、このままここで、のうのうと暮らしていくのが、勇者の選せん択たくか？　それがお前の使命だとでも言うのかよ!!!」

　ったく、都合の良い時だけ人を勇者扱あつかいしやがってからに。

「生きてたぞ、フィロソファーじいさん。て言うか、生き返ってた」

　ようやく、本題を言う事が出来た。

「は?!!」

「プラチナドラゴンと親友マブダチになってた」

「はああ???」

　もはや、全身がハテナマークになっているヘルディンだが、驚おどろき、不思議そうにしているのは、他の二人も同様だ。

「会話はしたのか？　様子はどうだった？」

　とダンピール。

「したよ。俺達のよく知ってる、気さくな爺じいちゃんだったよ」

「魔王むこうの側に付いたという事？」

　と尋ねたのはパラディンだ。

「さあ。そこまでは判らん」

　俺は正直に答える。

「ドラゴンもフィロソファーじいさんも魔王の力で蘇ったから、そこに関して、相通じる物を感じたり、魔王に対する恩義なんかも、あるのかもな。だが特に洗脳されたりだとか、敵として蘇ったとか、そんな感じでは無かった」

「ふうん。貴方あなたの直感力は馬ば鹿かに出来ない物があるから、それは信用してもいいかもしれないけれど……」

　さらり、と失礼な事を言うパラディン。

「死者蘇そ生せいの魔ま法ほうを操あやつれるという事か……成功率はともかくとしても、な」

　いつも深刻そうな顔で深刻そうな口調のダンピールだが、今は芯しんから深刻そうだ。そこに追い打ちをかけるのは本意では無いが……。

「古代の戦闘兵器、覚えてるだろ？　奴らのリーダー、という言い方が正しいのか知らんが、そいつにも会った。それの話によれば、魔王はどうやら、誰でも何度でも生き返らせる事が可能みたいだな。現に、戦闘兵器も復活していたからな」

　――室内に、重い空気が立ち込める。いや、情報共有は仲間同士なら当然だし、そこまで暗い話、したか？

「成功率10割。命の無い機械からくりまでも元の状態に戻せる、とは。つまり、魔王の魔ま力りよくはネクロマンサーやリッチ等とでさえ、比ひ較かく対象にすらならない、という事か……」

「そう考えるのが賢けん明めい。何せ、魔王だし」

　揃そろって難しい顔のダンピールとパラディン。――翻ひるがえって、難しい事は一いつ切さい苦手なヘルディンが尋ねる。

「魔王あいつが、『普通』じゃないってのは、近くに居て、感じたけど、そこまでか??」

「『そこまで』よ。魔法を全く使わない、全身が筋肉で作られている貴女には判り難いかもしれないけれど……」

「なにおー！」

　パラディンの言葉にプンスカするヘルディン。まあ、俺もそこまで魔法は得意では無いが、だからこそ、魔王の魔力の底知れなさ、という脅きよう威いは判る。――と、部屋のドアがノックされた。一同に緊きん張ちようが走る。

「誰だ……？」

　とヘルディンが剣けんを手に取り、ドアににじり寄る。俺も含ふくめ、全員、いつでも戦える気構えになっていた。

「――ばあっ!!　来ちゃった！」

　勢いよくドアを開け、入って来たのは……。

「フィロ爺!!!」

「おお、ヘルちゃん、久しぶりじゃのう。勇者どのは、さっき会ったが、ダンくんもパラちゃんも、どうした、随ずい分ぶんとおっかない顔してからに？」

「――な？　俺達の良く知ってるフィロソファーじいさんだろ？」

　と俺は大剣を置きながら、皆みなの様子を窺うかがう。

「だってよお！　さっきまで、あんたが敵になったかもしれないって話になってて、でも違くて――良かったよちきしょう!!」

　とっくに剣を床ゆかに落としたヘルディンはフィロソファーに抱だき着ついて号ごう泣きゆうする。――『大丈夫？』『ああ、問題無さそうだ』とアイコンタクトを取っているパラディンとダンピール。だが、パラディンも、うっすら涙なみだ目めになっているのに、俺は気付いていた。

「おいおい、そんなに締しめ付けられたら、骨が折れてしまうよ。ヘルちゃんは女の子だけど力持ちだからのう……」

「あ、ごめん……」

　とヘルディンは抱擁ハグを解いて、涙を拭ぬぐう。

「久しぶり……変わってないみたいで良かった。本当に……」

　グス、と鼻を啜すすり、パラディンは言った。

「ワシは、ワシじゃよ。２００日以上もの間、みんなと厳しい旅を続けて来た仲間じゃよ。あと一歩、の所で戦線離り脱だつしてしまったのは残念じゃが、おかげで、得る物も多かったよ」

「自分を殺した魔物と親しくしている、と聞いた。魔王に蘇らせられた、ともな。それに依って、魔王への忠誠心なども生まれたのでは無いか？」

「おい、ダンピー！　今はそういう話、いいだろうが!!」

　あくまで冷れい徹てつな態度を崩くずさないダンピールに、若干キレ気味のヘルディン。だが、フィロソファーじいさんはニコニコと制する。

「無理もない。そりゃ疑う。現に今は、プラチナドラゴンのプラちゃんと同じ部屋で暮らしておるから、この部屋には挨拶に来ただけじゃ。魔王様の計らいで、手て土産みやげも頂いてな。今晩だけは消灯時間を気にせんでいいとも言っておられる」

　と、酒と食い物を掲かかげるフィロソファー。だが、俺を含め、その言葉に一いつ瞬しゆん、全員の表情かおが強こわ張ばる。

「――魔王、『様』？」

　代表し、俺が彼かれの言葉を繰り返す。だが、フィロソファーじいさんは平然としている。

「ああ、なるほど。確かに皆にとっては、引っかかる言い方かもしれんな。じゃが、今後もそう言わせてもらうよ。魔王様のおかげで、こうして再会出来た訳だし、憎にくさしか無かった魔物とも、友人付き合いが出来ておる。平たく言えば魔王様は命の恩人、という言い方でも足りぬな。そう、ワシの世界を革命してくれたのじゃよ」

「世界を、革命……」

　と俺は繰り返したものの、まるで判らん境地だ。それよりも気き掛がかりなのは……。

「例えば、魔王が私達を殺せ、と命じたら、お主は私達の敵になるのか？」

「ダンピー!!」

「重要な事だ」

　ヘルディンは止めるが、ダンピールの視線はフィロソファーじいさんから外れない。ダンピールの発した疑問は、即すなわち俺が感じた疑問でもある。――どっこいしょ、と『手土産』をテーブルに置いて、老賢けん者じやは口を開いた。

「それは全く以もつて、難しい質問じゃ。言い方を換えれば、勇者どのに、ダンくんを殺せ、と言われるのと、意味合いとしては同じじゃからのう、ワシにとっては。――有り得ない命令、あってはならない命令、と言った所かの」

　フィロソファーの返答に、ダンピールはしばらく熟じゆく慮りよしていた。

「――どちらも、限りなく仲間に近い主君、という捉とらえ方かたで相そう違い無ないか？　そうは言っても、私は勇者かれを主君と思った事は一度も無いが……」

「一言多いっつーの！」

　と俺は言ったが、それはある意味、ダンピールの発していた緊張感が薄うすれたのを、どこかで察したせいでもある。ほっほっ、とフィロソファーじいさんが笑う。

「そうそ。勇者どのも魔王様も、同じぐらい大事な人、という事じゃよ。リーダーシップの資質に、多少の差はあるがのう」

「もういいだろみんな！　せっかくフィロ爺が生き返ったんだ！　食おうぜ飲もうぜ話そうぜ!!」

　ヘルディンが、更さらに緊張感をどこかに吹ふき飛とばして陽気に声を上げる。見れば、ダンピールの無機質な顔も、ほんの僅わずか、口角が上がっている様子だ。

　――宴えん会かいは、夜を徹てつして行われた。簡単に言えば、楽しかった。簡単に言い過ぎかもしれないが、本当に楽しい時ってのは、案外そんなもんだ。







？　の日記







　――ここに居ても大部屋からの喧けん騒そうは視ようとすれば視える。思った通り、贈おくった賢者プレゼントの効果は大きかったようで、こちらとしても嬉うれしい。

『誰』の為ためのプレゼント？　勿もち論ろん『あの男』の為へのだ。

　ずっと待っていた存在。待まち焦がれていた、と言ってもいい存在が、とうとう城ここへやって来た。やって来てくれた。――本当に、永かった……。待つのは大嫌いだが、その甲斐かいはあった。

　こちらの用意した最終試練テストを突破クリアし、実際に対面した時には、喜びの余り駆かけ寄よって抱き締めようとしたがっている自分も居たのは事実であるが、こちらにも『立場』という物があり、それに、初めて会った時には少々匂におっていたので、なんとか自制する事が出来た。

『向こう』は気付いていないだろうが、こちらは『向こう』を知っている。だからこそ期待をしていた。そして、現時点でも期待通りであり、きっと期待以上である事を願っている。

　それにしても。何なに故ゆえにここまで気持ちが昂たかぶっているのだろう？

　確かに今の自分には『力』が必要であり、『あの男』の存在が不可欠なのは疑念の余地が無い。――だがそれは、元々計画していた物であり、計算だ。その『計算』が上う手まく行ったから？　それだけでは無さそうだ。

　では、ずっと待っていた事で、情が移った？　いや、それでもまだ足りない。

　この、記き憶おく上初めてとなる感情には、一応名めい称しようが在る。然しかしながら、それはここにも記したくは無い。今はまだ、自分の胸に秘ひめておきたいのだ。それほどまでに複雑で面めん倒どうな感情なのだ。

　それに、問題は『こちら』だけで無く、『向こう』の感情も重要なのである。

　心を操って、こちらの傀儡いいなりにするのは容易たやすい、が、そんな真ま似ねをするのは絶対に嫌いやだ。これ以上『配下』が欲ほしい訳ではないのだから。欲しいのは……これも、記すのはよそう。自分だけで把握していればいい事であるし、読み返した時に燃やしたくは無いが為だ。

　率そつ直ちよくな感想としては、現時点では用心、と言うか警けい戒かいされている部分を強く感じるが、無理からぬ事であろうな。それをどうにかしていくのが、これからの『務め』とも言える。多少は計算尽ずくで行くのも仕方無かろう。

　計算、と言えば、『あの男』の仲間達。はっきりと敵意を剥むき出だしにしている者も居るが、なるべくならば穏おん便びんに済ませたいし、そうしなければならないし、決して不可能ではあるまい。こちらが大人の態度を崩さなければ良い。そして自分は歴れつきとした大人だ。そこに異論は、誰にも挟ませない。

　ともあれ。今すべき事は、あらゆる計算ごとを含め、最優先すべきは、簡潔な言い方をすれば『あの男』と仲良く成る事だ。――どうすればいいのか？　それは正直、手て探さぐりである。とりあえず、普ふ段だんは居室へやでしか着ないような薄うす手での服で、偶ぐう然ぜんを装って城内を巡じゆん視しするぐらいしか浮うかばないが、やらないよりはやったほうが増しであろう、きっと。

　以上。本日は、こちらが望んだ事とは言え、先さき程ほど記した通り、『あの男』達が最終試練テストを突破クリアしてくれたおかげで、『一仕事』をする必要があり、ほんの少しだけ、疲つかれた。日記を封印ロツクするのを忘れずに、早めに寝ねるとしよう。







３章　労働者Ｙ勇者







　かくして、俺達の『仕事』が始まった。俺達以外の人間、要は魔ま王おう討とう伐ばつに来た冒ぼう険けん者しやを、城に入れる前に追い返す、という役割が。

　パーティーなかまの間での決まり事ルールは四つ。

　1.可能な限り人間は殺さずに追い返す。

　2.相手の持っていた金品や装備品は、奪うばった者の自由とする。

　3.追い返す相手には、必ず『フェニックスの尾お羽ばね』を譲じよう渡とする。

　4.仕事はくじ引きによって選出される二名作業。だが勇者おれは必ず参加。且つ、他ほかの者は参加しなくてもいい『当たりクジ』も入っているものとする。




　１はまあ、勇者として当然というか、俺が決めた。これを守らないと、魔物の門番と何が違うのか、という話になってしまう。皆も同意してくれた。

　２については、特に言げん及きゆうする者が居なかったので、俺が最終決定をした。他の仲間は余よ程ほど物や金に執しゆう着ちやくが無いと見えるが、魔王城ここまで来る冒険者だぞ？　装備も所持金も、さぞかし良い事だろう。――後のちに俺は、この決まりルールを悔くやむ事になる……。

　３の、『フェニックスの尾羽』。これは、一いち度ど訪おとずれた事のある村や街なら、手の中で握にぎりしめて思おもい浮かべるだけで飛んで帰れる、という反則的なブツだ。そんな物があったら、俺達は今、たぶんここには居ない。無論、魔王の所有物なので、許可が必要である。しかし相手を素す寒かん貧ぴんにした後で、自力で帰れ、というのはあまりにも非情過ぎるので、致いたし方ない。

　４。これはモメた。主に俺が。だってなんで俺ばっかりが強制参加にならんといかんのだ。

　しかし１、２、３を俺の独断で決めた事や、他の奴やつらは基本的に、魔王に仕事を貰もらう事に未いまだ乗り気で無い者がほとんどであり、最終的には、『お前は勇者だろ？』と指を突つき付けられる。揃いも揃って、勇者を、その日暮らしの金が欲しいだけの日ひ雇やとい冒ぼう険けん者しや扱あつかいしてきやがる……。

　ルールには明記していないが、フィロソファーじいさんも、メンバーに加わっている。一度は死んだ身とは言え、俺達の仲間として戦ってきた事に違いは無いのだから。当人も了りよう承しよう済みだ。

　――『仕事』を始める前に、俺はこのルールを書式にして、玉座に座すわった魔王の眼前に突き出した。思えば旅立ちの前、国王にすべきだった事を、今行おこなっている次し第だいだ。同じ失敗はしない。

　魔王はその紙を眺ながめ……何故なぜか愉ゆ快かいそうに、俺を見上げた。

「――本当に、この条件でいいのか？」

　と。そう言われると、少し不安にもなる。

「……何か、落ち度でもあるのか？」

「そうは言っていないし、仮にあったとして、それを教えてやるほど、私は優しく無いぞ」

　微笑ほほえむ魔王。俺はもう一度、穴の開くほど、書面に目を通す。と言っても、それほど、ややこしい事が書いてある訳ではないのだ。

「――こちらは、これで問題無い」

「よし」

　と、魔王は紙を取り、右手親指を歯で切り、血判を押おした。更に、紙に手をかざし――二枚に増やした！

「なっ！　増えた!?」

「そう喚わめくな。そっちは控ひかえとして、お前達で保管しておけ。この本状は預かっておく」

　分身の魔法？　紙に??　そんな事まで出来るのか???　魔王が自ら切った親指が一瞬で治っていた事よりも驚きだ。――だが、俺おれは勇者だ！　こんな些さ末まつな事態で、いつまでも狼狽うろたえていてはいけない！

「――死ぬなよ」

　去り際ぎわ、俺の背中に魔王が声を掛かけて来た。

「え？」

「相手は何人で来るか判らんが、お前達は、基本二人か一人で対処するそうだな。私とて、お前達が、たったの５人でここまで来た事には少々驚いたよ。人間おまえ達が強くなったのか、勇者おまえ達が特別強いのかは知らんが、危なくなっても、私や魔物ぶかは助けぬぞ？」

「あ……」

　そうか。俺達が５人編成パーテイーで来たから、他の冒険者も、そのぐらいだと、勝手に思い込んでいた。もっと多い可能性はあるよな、そりゃ……。

「どうする？　書き直すか？」

　と含み笑わらいをしながら、魔王は書面をヒラヒラさせる。

「結構だ！　お前達の助けなんかも必要無い!!　勇者をナメるんじゃあないっ！」

　言い捨て、部屋に戻ろうとした俺に、更に独り言のように魔王が呟く。

「もっとも、人間相手に後おくれを取るような勇者なぞ、不必要ではあるがな……」




▲〇▲




　クジ引きの箱は、パラディンが作った。俺は強制参加なので、クジは引きたくても引けない。――マッチ棒の箱を改造した物で、先せん端たんが白く塗ぬられたマッチが外れ、つまり、俺の相棒となる。通常のマッチなら当たりで、部屋でお茶を飲もうが城をブラつこうが昼ひる寝ねしようが、自由だ。

　しかし、あまりにも『外れ』の展開パターンが少な過ぎた。俺の単独行動が多過ぎた。中を見せろ、と言った事もあるが、パラディンは「不正はしてない」の一点張り。じゃあ逆に、最初から、『外れ』のマッチが極きよく端たんに少ない、としか思えない……！

　――そうは言っても、俺達は東の国から出発し、２００日以上を費やし、ここまで来た。それが北であれ西であれ、そんな猛者もさがそうそう来るとは思っていなかった。最初の頃ころは。

　ところがどっこい、これが結構来るのだ。しかも、昼夜を問わず。

　何者かが城門の近くに来ると、『シラセムシ』が大声で鳴く。その後、日中なら部屋に集つどい、夜ならその場でクジが引かれ、俺の相棒が決まる。相棒がフィロソファーじいさんの時は、俺がフィロソファーとプラチナドラゴンが住む部屋まで訪ねに行く。なんだこのお使い感覚。

　だが先程も言ったように、圧倒的に、俺が一人で冒険者の『対応』をする事が多いのだ。

　――当初こそ、俺は話し合いで何とか解決しようとしていた。同じ人間同士、話せばわかる。根っからの悪人など居ない。そう思っていたが……。

「あんた、人間だよな!?」

　と、冒険者のリーダーらしき男に指を差される。当たり前だ、俺は勇者だぞ！　と言いたい気持ちを抑おさえて首しゆ肯こうする。余計な事は言わないに限る。

「なら、あんたは、ここで何してんだよ?!　魔ま王おうと魔物の護衛か??」

「ちっ、違ちが――」

「違うんなら、俺達と一いつ緒しよに魔王を討伐しようじゃねえか！　それとも何なにか、出来ない理由でもあんのか!?」

　そうだそうだ！　と後ろから野や次じが飛んで来る。

「それは、色々、事情があってだな……」

「事情は誰だれにでもあらあな。俺達は俺達の事情で魔王を斃たおしに来た。邪じや魔まするのなら、押し通るまでだ!!」

　――とまあ、ほぼ、こうなる。ここで武器を抜ぬかない相手はまだマシな方で、この時の相手は俺の肩かたを突き飛ばそうとして来たので、身を躱かわす。ついでに足を掛け、相手を転ばす。

「野や郎ろう!!」

　と、転ばされた当人も、その仲間も、ここで一気に頭に血が上ってしまう。

「落ち着いてくれ！　害意は無い！　なあ、頼たのむから、いい物やるから、黙だまって帰ってくれよ」

「いい物って、なんだ?!」

「これだ……」

　と、俺はフェニックスの尾羽を見せる。

「これ一枚で、円えん陣じんでも組めば、好きな街や村に帰れる。お願いだから、そうしてくれないか……？」

「あ！　これ知ってますぜ!!　本物なら、とんでもねえお宝だ!!」

　と俺から尾羽を奪った別の冒険者が言う。使い道の説明まで始める。

「ほう……んなら、全力で、魔王と戦って満まん身しん創そう痍いでも、こいつがあれば、一瞬で帰れるって事だな？」

　と、起き上がりながら、ニヤニヤと俺を見るリーダー。だから、そういう考え方をするなって……。

「そうとなったら、もうお前に用は何も無ねえよ。黙って退くか、殺されるか、選びな」

「俺が人間でも、たった一人でも、お前達らは、俺を殺そうというのか……？」

　半ば諦てい念ねんを抱きつつ、俺はリーダーの良心に問いかける。

「言ゆってるだろ。無理に殺すつもりはねえよ。死にたくなかったら、そこどけ、って言ってんだバカが」

　と、リーダーが、とうとう剣を抜いてしまう。後方では、部下が俺に弓を引く。俺は深々と嘆たん息そくし……彼らを、『排はい除じよ』する。――しばらくは、これに近いやり取りの繰り返かえしだった。

　やがて。いい加減経たった頃、俺は、人間の良心に訴うつたえかけるのを、やめた。所しよ詮せんこの世は弱肉強食。強い者が弱い者を駆く逐ちくするのだ。そして俺は強き者……。







「装備置いてけ」

　俺は武器も防具もフル装備で、やって来た冒険者の前に立ちはだかる。

「え……？」

　と、戦士の身なりをした冒険者リーダーらしき男が、束の間呆ぼう然ぜんとする。

「全員だ。装備と有り金全部置いてくか、ここで死ぬか、選べ」

　俺は表情一つ変えず、相手てきのパーティーに告げる。どうせ反応は判り切っているのだが……。

「ふざけるな！　俺達は魔王を斃しに、ここまで死ぬ思いでやって来たんだ！　魔王の手下のお前の言う事なぞ、誰が聞くものか!!」

「そうだ！　こんな奴、さっさとぶった斬ぎって、先へ進みましょう！」

　ほらね。仲間の女武道家も便乗する。魔王の手下、という表現に、いささかカチンと来たが、俺は剣を取らず、両の拳こぶしに『鉄拳アイアンフイスト』の魔法をかけた。これなら力加減を間違えなければ、人間あいてを殺さず、装備品もなるべく傷付けずに勝てる。

「死ね!!」

　と振ふり下おろされたブロードソードを、左手で受け止める。ガチン！　と金属同士がぶつかり合う音がし、火花が飛んだ。

「なっ!?」

　仰ぎよう天てんする冒険者戦士。

「あーあ。刃は毀こぼれしちゃったな。売ってもジャンク品扱いだ。それに、その御ご大たい層そうな兜かぶとも、売り物にならなくなる……」

　高そうな兜を傷付けずに、且かつこの戦士を殺さずに倒たおす方法を考えている途と中ちゆうで、背後からの殺気を感じた俺は、音も立てず、横に移動する。

　ショラーーー!!　と、本来俺の頸けい椎ついを狙ねらって繰くり出して来た女武道家の上段飛び蹴げりは、戦士の顔面に激げき突とつした。――無言で気絶する戦士。あ、ゴメン！　とあたふたする女武道家。ほう、こいつは好都合だ。

「同どう士し討うちとは不様だな」

「な、なんだと――」

　俺は、鉄拳アイアンフイストの効力が切れていないままで、右手で彼かの女じよの頬を叩はたいた。無論、加減はしたが、数メートルは吹っ飛ぶ。おそらく歯の何本かも一緒に。――俺は残りの、回復役の僧そう侶りよと攻こう撃げき魔ま法ほう役らしき魔ま術じゆつ師しに目を向ける。そして、その『向こう』にも。

　常在戦場、では疲れっちまうが、本当の戦場なら、自分で言うのもなんだが、俺は、かなり研とぎ澄すまされる。――例えば、魔ま法ほう使つかいが落として来る雷かみなりの魔法も、スローモーションのように躱せるし、その攻撃が目眩ましカモフラージユなのも判わかる。

　本命は、ここから遠く離はなれた所で矢を番つがえている弓矢使いアーチヤーだ。特とく殊しゆな弓のようで、一度に４本、矢を射れるみたいだな。ほら、飛んで来た。なかなか良い腕うでをしている。――俺は自分の力を誇こ示じする為、敢あえて片手で４本とも矢を掴つかみ取とって見せた。

「げっ!!　飛んで来る矢を掴んだ!!」

「それも全部、片手で……!!」

　効こう果か覿てき面めん、戦意を削そぎ落おとされた魔法使いと女僧侶。たぶん『向こう』も慌あわてているだろう。俺は矢の１本を、お返しに投とう擲てきしてやった。――アーチャーの腕に刺ささるのを確かく認にんする。これでもう矢は射れまい。

「――アーチャーも、やられた……」

　と、遠眼鏡を使って様子を窺う女僧侶は、絶望的な声を上げる。

「さて！」

　俺の声に、ビクゥッ！　と反応する魔法使いと僧侶。

「まだやるか？」

　俺の問いに、全力で首を横に振る魔法担当二人。

「なら、お前らと、こいつらの装備を外して置いてけ。有り金もな。全部だ」

　俺は精せい一いつ杯ぱい――ほんとだぞ！　――の邪じや悪あくな笑えみを作り、宣言する。

「そ、そんな……。装備も金も失ったら、私達は到とう底てい、街には帰れません……」

　女僧侶クレリツクが泣きそうな表情かおで言うが、こういった展開ながれにも、もう慣れっこだ。俺はフン、と鼻でせせら笑う。

「与よ太ただな。自力でここまで来られる奴らが、多少のハンデで引き返せないはずが無ねえ。――と言いたいが、引き換かえに、これをくれてやる」

「これは……何ですか？」

「フェニックスの尾羽だ。これを持って念じれば、一度行った街や村まで飛んで行ける。ただし、一回こっきりだから、無む駄だ遣づかいするなよ」

　これが、飴あめと鞭むちという物だ。今の俺は完全に習熟マスターしている。

「おお……これが……まさか実在するとは……！　――では、私共はこれで、失礼させて頂きます。もう二度と来ませんので、ご容よう赦しやくださいませ……」

　と、魔法役二人は、手旗信号でアーチャーに合図を送り、気絶した上に装備品を剥はがされた武ぶ闘とう派はの二人を、よっこらせと担かついで、フラフラと去って行った。――大方が、このパターンだ。実際にフェニックスの尾羽を使う奴らは少ない。それほどの貴重品を、毎日惜おしげも無く支給する魔王の潤じゆん沢たくぶりには驚かされるばかりだ。

　そう。ほぼ『毎日』なのだ。そりゃ、違ちがう冒険者が来る事もあるが、俺が渡わたしたフェニックスの尾羽を使い、もっと強きよう靭じんな装備で、もっと屈くつ強きような仲間を募つのって、一瞬でここまで飛んで来る輩やからが増えつつあったのだ……。いやもちろん、顔を覚えてる奴に、二枚目を渡して帰すほど俺もお人ひと好よしでは無いが、少しずつ、自分の定めたルールが綻ほころびつつあるのを感じては、いた……。
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　時には、虫の居所が悪い、という理由だけで、必要以上に冒険者あいてをイジメ過ぎてしまう事もある。

　今日はダルい、とか、冒険者あいての態度が横おう柄へいだったり、という些さ細さいな理由で、でもだ。

　そういう時は得てして、故意に、ここまで来た冒険者に回復魔法を掛け、向こうさんが万ばん全ぜんの態勢、という状態で臨のぞみたくなる。

「――どういうつもりだ、お前……？」

「ここに来るまでの疲ひ労ろうや、怪け我がなどを理由にして、俺にやられた、という言い訳を作らせない為だ」

　言いながら、俺は既すでに両拳に鉄拳アイアンフイストの魔法を掛けてある。効力は約15分。充じゆう分ぶんだ。

「お前、面おも白しろい奴だ――」

　そういう気分の時には、相手の言葉を聞いてやる余よ裕ゆうがない。猛もうダッシュして、その勢いのまま、相手が兜を着用していようがいまいが、鉄の拳で殴なぐりつける。――最低限、相手を殺さないように、という理性は働いているものの、到底自力では帰れまい。

「こっ！　―――」

『こ』で始まる敵の声は、『この野郎！』か『こいつ!!』か『こいつ、出来るぞ!!』の３パターンで９割だ。聞きき飽あきているので、俺は跳とぶ。――『鉄の足アイアンフツト』の魔法も掛けているので、蹴けられた相手は只ただでは済まない。

　最初に『こっ！』と言った相手の顎あごを蹴り上あげる。当然、重度の顎骨折で、一息で眠ねむる。――着地する前に、近くにいた奴をついでに蹴け飛とばす。こいつは軽傷だろう。兜も着用しているしな。

　鉄の足アイアンフツトの魔法を掛けたままだと、どうしても動きが重くなるので、解除する。――後はひたすら、鉄拳アイアンフイストでぶん殴りまくるだけ。兜を着用していない相手には、腹に一いち撃げき。兜着用者には、頭部に一撃、自分で勝手に決めている。

　――見み渡わたすは、重軽傷者の山の出来上がり。俺はそいつらに回復魔法を掛け、意識を戻もどすぐらいまでは回復させる。

「おい。もっとやろうぜ」

　と、俺は誰にともなく告げる。――当然、と言うべきなのか、誰も俺と目を合わせない。そういう時は、リーダーと思われる相手の顎を持って、目と目を合わせる。

「お前、ここに何しに来たんだよ？　魔王を斃しに来たんだろ？　なら、まず俺を越こえて行けよ」

「すっ、すみませんでした……！」

　とリーダーはボロボロと涙を流す。だが、そんな物、俺は望んではいない。

「何泣いてんだよ?!　ここへは、死ぬ覚かく悟ごで来たんだろ？　なら精一杯戦って、俺に殺されろ……！」

「どうか！　命ばかりはお助けを!!　差し出せる物は全すべて差し上げます！　ですから……！」

　――15分経ったな。アイアンフィストの効力が切れた。また掛け直してもいいが、こんな奴らを殺しても、ウサ晴らしにさえならんし、殺人は規則ルール違い反はんだ。

「気が変わった。全員、装備と金品、置いてけ。帰りの事は心配するな……」

　ここまでやると、相手は素す直なおになる。が、金品はともかく、装備がボロボロで売り物にならなくなるんだよな……。







　もちろん、中には俺の事を知っている者達たちも居る。だからと言って、手心を加える意味も無い。

「勇者！　勇者がなんで!?」

　奇き声せいを上げる冒ぼう険けん者しやご一行。

「話せば長い。とりあえず、装備置いてけ。有り金もだ」

「逃にげろ！」

　と走り出す冒険者のみなさん。俺は、背後のフィロソファーじいさんに目で合図する。フィロソファーは短く詠えい唱しようし、俺の脚きやく部ぶへ、短縮クイツクタイムの魔法を掛ける。全身にこの魔法が掛けられたら、ぶっちゃけ最強なんだが、体の一部、１秒間だけ、という制約がある。

　ともあれ俺は、瞬しゆん時じに冒険者達たちを追おい越し、逃げ道みちを塞ふさぐ。

「ぎゃっ!?　今まで後ろに居たのに……!!」

　反応リアクシヨンが良いと、こっちもノッてくる。

「勇者を甘あまく見るなよ。俺からは逃げられんぞ」

「お願いです！　殺さないでください!!　私には、妻と、まだ２ヶか月げつの娘むすめが……!!」

　声を上げて泣き出す冒険者のリーダーと思おぼしき者。

「お前らも、こいつに賛同か？」

　土下座する冒険者達のリーダー格であろう男の頭を踏ふみつけ、腕うで組ぐみをしながら、俺は他の仲間メンバーに問う。

「………」

　無言で、武器を置き、両手を上げ、『降参』の姿勢ポーズを取る一同。よし、と俺は頷うなずく。

「有り金を全て置き、装備も全て置いていけ。本来なら、下着も脱ぬいで、まっ裸ぱだかで帰らせる所だが、今日の俺は機き嫌げんが良い。下着は憐あわれみだ。更にお前ら、運が良かったな。特別に、一瞬で馴な染じみの街へ帰れる代物アイテムをくれてやる。尤もつとも、次、来た時、お前達が置いて行くのは、首になるがな」

「まるで蛮ばん族ぞくじゃな……」

　とフィロソファーじいさんが小声で呟つぶやくが、気にしない。

「聞いた事は無いか？　フェニックスの尾羽だ。これを握って、皆が行きたい場所を思えば、たちまちその場へ移動させてくれる優すぐれ物ものだ。今日は一枚しか在庫が無い。だから、辿たどり着いた先で途と方ほうに暮れない場所を、よーく相談するんだな」

　６人のパーティーが男女入り乱れ、下着姿で士気乏とぼしく、会合を開いてる間、俺は欠伸あくびと溜ため息いきを交こう互ごに行った。

「――やれやれ。悪人を演じるのは、神経が疲れる……」

「ワシにはノリノリでやってるように見えるぞ。案外こっちの方が向いてるんじゃないかい？」

「人聞きの悪い事言うな。生きる為の仕事だ。そして仕事は大たい抵ていしんどいもんだ。てか、今、あんたはどっち側なんだよ？」

「いやいや、言葉のアヤじゃ。忘れてくれ」

　気色ばんだ俺に、フィロソファーじいさんはかぶりを振る。俺は息をつき、半ば独り言、半ばフィロソファーに向けて呟いた。

「ま、既に一いち蓮れん托たく生しようだけどな……」

　――相談がまとまった様子で、下着姿のリーダーが向かって来る。――ん？　こいつ、パンツの中に肌はだ着ぎをしまっていたっけか？

「勇者どの――」

　と話し出すそいつを、俺は制止する。

「ちょい待て。下界よそで、俺が『副業』やってる事を知らせたら、お前ら全員殺す。お前達は、一いつ介かいの門番にやられた。そうだな？」

「は、はい！　それはもう、絶対に口外は――」

「それが一点。で、もう一点。――お前、ちょっと跳んでみろ」

「え、は、はい??」

　明らかに挙きよ動どう不ふ審しんになるリーダー。やはりな。

「その場で跳はねろ、って言ってんだ」

「………」

　チャリンチャリン、と良い音色がする。お金の音だ。

「オラ。まだ持ってんじゃねえか。出せ。それとも――」

　と俺は背中に背負しよった大たい剣けんに手を掛ける。

「でででですが!!　それは娘のミルク代で！　これが無ければ一家飢うえ死じにしてしまいます……!!」

　芝しば居いがかった調子で泣なき叫さけぶリーダー。明日をも知れぬ冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようを選んだのは自分だろうが。大体ここに来るまで、何日自宅を留守にしてる？　家庭持ちが命いの懸ちがけでやるような職種じゃねーぞ。

「仕事なんざ、冒険者以外にも腐るほどあるだろが。畑を耕せ。木を切きり倒せ！　魚を釣つって売れ！　他の奴らも覚悟しとけよ。俺の本気の身体検査は、エグいぞ……！」

　俺の『本気』を感じ取ったのか、わらわらと隠かくし持もっていた金貨や金目の物を取り出すメンバー達。それでいいのだ。

「もうやってる事が山さん賊ぞくっていうかチンピラっていうか……堂に入っておる……」

「わかってねーな。こんぐらいやらねーと、連中、懲こりねーの。またおんなじような面めん倒どう臭くさい作業すんの、やだろ？」

　ヒソヒソと密談している所がまた、我ながら悪党っぽい。

「あの……」

「全部置いたらさっさと行け。俺の気が変わらない内に。それとも、こっちの大魔ま導どう士し様に、雷いかずちでも落としてもらうか？　あ？」

「ひいっ！」

　と、冒険者達は肩を組み、街の名をブツブツ呟きながら……。

「ワシ、賢者。学問探究好きな、ただの老いぼれ――」

　フィロソファーじいさんが言い終わる前に、連中は吹き上がるように飛んで行ったが……。

「バカ野郎ーー！　クソ勇者ーー!!　おぼえてろよーーー!!!」

　と、連中の誰かが捨すて台詞ぜりふを吐はいて行った。

「あんにゃろ――」

「ほれ見い。やり過ぎは、恨うらみを買う。さっきのは明らかに、やり過ぎじゃ。連中の全員かは判らんが、きっと強くなってまた来るだろうて……」

「だって、優やさしくすりゃしたで、また来るんだぜ?!　どうすりゃいいってのよ??」

　本当に、解答こたえがあるなら教えて欲しい……！

「不殺ころさず、となると難しいのう。何とも言えんが、やり方が土台から間ま違ちがっているような気もするのう……。この世は愛と平和。ラヴ、アンド、ピースじゃ」

　フィロソファーは、白しら髭ひげを擦さすりながら城へ戻って行く。置いて行った装備や金品には目もくれず。――それをガサゴソ回収している俺は、なんだか酷ひどく矮わい小しような存在に思えて来る。これで、いいのか……？







４章　休日の勇者







　何の日課の無い日も、もちろんある。そういう時は、大抵散歩をしている。城内だけでも途方もない広さであるし、城の周囲は、決して広大では無いが、山頂でもあり涼すずしく、晴れた日はとても景色が良い。

　なので、外の空気でも吸って来るか、と大部屋の扉とびらを開けた俺は、たまたまだとは思うが、いきなり通路で魔王と鉢はち合あわせした。

「――ん？」

「あッー!!」

　つい変な声を上げてしまう。魔王はネグリジェねまき姿に裸足はだし、と完全にくつろぎ用、と言うか寝ね起おきのような格好であった。

　いつもの威い厳げんを感じさせる装いとは違い、露ろ出しゆつ度の高い、てか身体の線ラインが透すけ透けで見える装いに、俺はたじろぎを隠しながら――

「おっ！　おは、よう……」

　と、何とか挨あい拶さつをした。

「おはよう。――なぜこちらを見ない？」

　翻ひるがえって魔王はいつもの超ちよう然ぜんとした様子を乱さない。どころか、少し楽しんでいるようにも感じる。

「いや……男として、礼儀マナーに反するかも、と……」

「相手を見ずに話をする方が礼儀マナーに反すると思うがな？」

　魔王はやはり俺を、どこか、いや、完全に揶揄バカにしている。

　じゃあ視みてやろうじゃないか、と俺は魔王の頭から足先まで凝視ガンみする。

　小さな頭。長い銀ぎん髪ぱつを後ろで纏まとめ、細身で長い、一いつ切さい無む駄だ毛げの無い手足。それに似合わぬ豊かなおっぱ、いや、胸部に付いた形の良い皮下脂し肪ぼうその他――初めて認にん識しきしたが、左胸には少し目立つ大きさのホクロが一つ。整えられた足の爪つめは光こう沢たくのある自然な桃もも色いろだ。

「そこまで熱心に見ろ、と言った訳では無いが……」

　と、流石さすがの魔王も少々閉口している。勇者をナメるなよ。――おや？　頭から??　そうだ、肝かん心じんな所に気付くのが遅おくれた。

「あれっ?!」

　と、俺は大きめな声を上げてしまう。
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「どうかしたか？」

　と魔王は訝いぶかるが、むしろこっちが訝りたい。

「どうって、その、角は……??」

　と、俺は自分の頭から両手を突き上げる、我ながらみっともない仕草ジエスチヤーを取るが、至って真しん剣けんだ。

「ああ、『アレ』か。邪魔だから普ふ段だんは部屋に置いてある」

　魔王は、驚きよう愕がくの言葉を、サラリと述べる。

「え??　取り外し可能なヤツなのかアレ??!」

　魔王とは魔族を束ねる長おさ。魔族と言えば角が生えているのが当然、とばかり思っていたのであるが……！

「言うならば、『アレ』は来らい賓ひん用の装そう飾しよく具ぐのような物だ。普段は外している事のほうが多いな」

　と魔王は言ってのける。せめて、魔ま力りよくで出し入れするとかでも無いのか??

「本来、私は過度な装そう飾しよくは好かない。第一、あんな物が身体の一部だったとして、服の着ちやく脱だつや就しゆう寝しん時に面めん倒どうだとは思わんか？」

「たしっ……かに……!!」

　魔王の言葉には妙みような説得力があるものの、そうなると、ますます人間の美少女にしか見えて来なくなるぞ……!!　と、ついつい、『角無し』の魔王をしげしげと観察してしまう俺だったが――

「――今日の予定は？」

　と話題転てん換かんとも取れるが、魔王が尋たずねて来る。

「まあ……いつも通りだよ。『仕事』が来れば、片付ける。――でもなんか、今日は無さそうな『予感』がするから、取り敢あえず散歩、に出るつもりでいた」

「ほう。『敵』が来るかどうか、事前に察する事が出来るのか？」

　と魔王は少し感心した素そ振ぶりである。

「10割じゃないけどな。俺だって伊だ達てに修しゆ羅ら場ばを潜くぐって来ちゃあいない。『今日は来ない』って気がするだけだ。――それより……」

　俺はある種、今の魔王の出いで立たちで『角無し』の次に奇き妙みように映る物を指差す。

「――なんだ、それ？」

「……ツナサーモンの刺さし身みだが？　お前もこの間、食しただろう？」

　確かに、魔王が両手に大皿で持っているのは、見覚えのある刺身盛りだ。だけど、こんな朝っぱらから刺身だけ持って、休日姿オフスタイル丸出しで城内を歩いているのは、不自然に見えるんだけどな……??

「食うのか？　それ」

「食わずにどうすると？」

　と、至し極ごく真っ当に返す魔王ではあるが……。

「いや……お前が？」

　と俺は更さらに質問を重ねてしまう。

「当たり前であろう？」

　魔王は即そく答とうするが――ほんの一いつ瞬しゆん、痙けい攣れんしたように眉まゆが動いたのと、声こわ音ねに若じやつ干かん高圧的な物を感じたのは見けん当とう違ちがいでは無い。だから何かが判明したのかというと、特にそんな事でも無いんだが。

「自分で取りに行って来たのか？　オークは俺おれ達たちにすら、毎食料理を運んで来てくれるのに、魔王おまえは自ら……??」

　そこも、俺にとっては不自然に感じる事の一つだ。

「詮せん索さく好きは長生き出来んぞ」

　と、魔王は一ひと睨にらみして――

「……普段は給きゆう仕じのオークに自室まで運ばせているが、『客』が増えて、忙いそがしくなったのでな」

　どこか皮肉めいた口調で応じる。――『客』とは言うまでも無く、俺達の事だ。しかも約一名、とんでもない大おお飯めし喰ぐらいが居るからな……。

「それは……迷めい惑わく、掛けてすまん」

　と俺は正直に詫わびる。

「別に。それはどちらかと言えば、こちら側の不ふ手て際ぎわだ。早さつ急きゆうに手て筈はずを整えるよう、指示は出してある。――もういいか？　刺身の鮮せん度どが落ちてしまう」

「ああ。――いやあの、何と言うか……」

　と、俺は去りかけた魔王を引き留める形になってしまう。

「まだ何かあるのか？」

「魔王おまえ、城主だろ。その格好……っていうか、せめて靴くつぐらい履はけよ……」

　と、俺は『そんな事は大きなお世話だ』と言われたら返せない事を、つい口走ってしまっていた。――魔王は、別段不ふ機き嫌げんにもならない。

「城主だからこそ、好きな時に好きな格好が出来る。そして城ここは掃そう除じが行き届いている。裸足でも何の問題も無い。と言うか、これで足の裏が汚よごれるようであれば、当番の者には『仕置き』が必要だがな」

　と、どこか愉たのしげな口調ですらある。

「仕置き……??」

　一方俺は、不ふ穏おんな単語ワードに禍まが々まがしい想像しか浮うかんで来ない。

「そうだ。具体的な内容でも知りたいのか？」

「いや、それは無い。逆に積極的に知りたくない」

　俺は間かん髪はつを容いれずに答える。ただでさえ、拷ごう問もんや尋じん問もんに関する話は好みじゃない。ましてそれが魔族間で行われる物であるなら尚なお更さらで……。

　そんな俺の考えを察したのかどうか、魔王はフ、と微笑わらった。

「その方が良いだろう。私も好きで行っている事では無いし、お前達に必要以上に嫌きらわれるのも本意では無いからな」

　と。――須しゆ臾ゆの油断の合間に、俺は魔王に人差し指で頬を軽く突つつかれた。――気配が読めなかった。これが実戦だったら、俺は確実に死んでいた、と猛もう烈れつに悔かい恨こんしかけた所で――

「そんなに恥はじる事では無い。私だから出来る事だ。――ついでに言うなら、お前の『予感』は当たっているよ。今日は『敵』は来ない。見直したぞ」

「え……??」

　俺は頬に手を当て、歯が痛い人みたいな格好ポーズで硬こう直ちよくしている。不意を突かれた衝しよう撃げきもだけど、俺の『予感』は魔王こいつにとっては『決定事じ項こう』なのか……??!

「私はもう行く。ではまたな。今日は散歩を楽しめ」

　と、魔王は快活な口調で去って行くが、俺は、俺は……しばらく複雑な想おもいを整理し切れない状態で居た……。
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　気分転換。気分転換をしなければ。と俺は城の外に出て深呼吸を繰り返し、多少の感情整理が出来た所で、当初の予定通り散策を開始し、屋外の手洗い場で、鎧よろいを洗っているパラディンに出会でくわした。

「――あら。早いじゃない」

　パラディンは、どこか恥ずかしそうにしていた。――そう言えば、長旅の仲間だが、知り合って此この方、パラディンが甲かつ冑ちゆうを脱いだ姿を見るのは初めてかもしれない。

「お前こそ。何やってんだ？」

　と俺は尋ねるが、いつものように、素っ気ない返事を寄よ越こして来る。

「見て判らないの？」

「甲冑を洗ってる、ように見える」

「ご明察」

　と、パラディンは俺おれから視線を外し、しばらく熱心に洗っていたが――睨むように、こっちを見て来る。

「気が散るんだけれど」

「やっぱ蒸むれるか、その装備」

　俺は気にせず、声を掛かける。

「貴方あなたの想像以上。――ここは涼しいから、まだマシだけれど、ここに来るまでが結構な重労働だったでしょ？　お互たがいに」

「だな。汗あせを流し血を流し、傷は膿うみ、発はつ酵こうし、それが得も言われぬニオイになって装備にこびりついて――」

「ひょっとして私の事を言っている？」

　パラディンの眼光が鋭するどくなる。

「一いつ般ぱん論ろんだよ。自分の体験も含ふくめてのな」

「そう。ならいいけれど……」

　と、再び鎧洗いに専念したかに思えた彼女は、顔では無く横目で俺を捉とらえ、独り言のように呟く。

「私は、長女。上には誰だれも居ない」

「……突とつ然ぜん何だ??」

　俺みたいな強くて優しくてカッコ良いお兄さんが欲ほしいとか、そういう告白か？　まあ、『絶対』違うだろうとは思うが……。

「だから『姉の勘かん』みたいな物が働くと言うか……女傑ヘルは、おそらく、兄が居るはず……」

「そうなのか……?!」

「ええ、たぶん」

　家族構成そういうのの話は、お互いに今までした事が無く。しかしヘルディンこそ所謂いわゆる姐あね御ご肌はだっぽいと勝手に決めていて深く考えていなかったな。

　俺は少々驚おどろきつつ……パラディンこいつは、ヘルディンあいつの事、ヘルって呼ぶのかー、初めて知ったなあ、なんてぼんやりと思っていたが――

「貴方はどうせ、一人っ子でしょ？　初対面ですぐに判った」

「『どうせ』って何だよ?!　当たってるけども!!」

　まるで社会不適合者ダメにんげん扱あつかいみたいな口くち振ぶりだったので、ちょっとムキになってしまった。俺は一人っ子で良かったと思ってるよ！　勇者に兄弟が居たら、色々ややこしい事になるだろうが!?

   だが、実際パラディンの『姉の勘』とやら、だいぶ精度が高いみたいだ……。

「なら、例えば、魔ま王おうの事なんかも判るのか？」

　と、何の気無しに振ってみた、ら――

「――丁度、その話をしようと思っていたのに……もういい」

　何故なぜか、パラディンは気分を害したようで視線めを逸そらしてしまう。

「え??」

「取り立てて緊きん急きゆうを要する話題でも無いし。さ、何ど処こかへ行って頂ちよう戴だい」

　と、パラディンは片手をパタパタ、野の良ら犬いぬを追い払はらうような仕草ジエスチヤーをして来る。

「途中で止やめるなよ！　気になるだろ!!」

　――すると、意外な事に、パラディンはクスッと微笑わらった。滅めつ多たに無い事だ。

「貴方のそう言う反応ところが、正に一人っ子。――そこに付け込む私も私……」

「そこまで緊急じゃ無いにせよ、何かしら気になるって事なんだろ？　教えてくれよ」

　と、俺は重ねて尋ねる。

「――当然、年ねん齢れいは全然違うでしょうけれど、魔王は私と同じ『匂におい』はしない。寧むしろ『遠く』感じる、という事……」

　？　なんだか良く判らんな……？

「えっと――魔王は『匂わない』けど、パラディンおまえは『匂う』から、今こうして甲冑を洗ってるって話か??」

「貴方……さっきから、私に喧けん嘩かを売っているとしか思えない……！」

　と、パラディンは顔を向けて睨んで来るが、先さき程ほどにも増して眼光が鋭い。

「誤解だ！　そんなつもりは全然無いぞ!!」

　俺は慌てて否定するが――いつも、ついさっきだって、俺に酷い言い草ばっかりなのは、お前の方じゃないか……！

　兎とも角かく、話題を変えよう、何かこの空気が和なごむような事を言おう、と、『良かれ』と思って俺は口を開いた。

「ところでお前……」

「なに?!」

　とこちらを見もせず答える。

「初めて見るけど、思ってた以上に、胸、小さかったんだな」

　さっき魔王『の』を視たせいで、余計にそう感じてしまう。しかし、それは絶対に言ってはいけない事であったのだ。

　――洗せん濯たくの手を止め、俺の言葉に、大おお盾たてを手にし、スッと立ち上がるパラディンからは、視し認にん出来そうな程ほどの闘気が感じられた。

「我が慢まんの限界。――今から貴方を殴るけど？」

　この目は本気だ。軽い冗談ジヨークのつもりが、完全に逆効果だった。

「いやあれだ！　天気が良いから！」

「釈しやく明めいになって無い」

「洗濯日び和よりだよな！」

　ジリジリ後ずさる俺に、確実に狙ねらいを定めている……！

「だから、していた所に邪じや魔まをしに来たのは誰？」

「スマン！　ていうか、それで殴るのはマジでやめてくれ！　いくら俺でも死ぬ！」

「人はいつか死ぬ。それが今日かもしれないって事……」

「洗濯頑がん張ばれ！　もう臭くさい鎧とはおさらばだ！　じゃあな！」

　俺は全力で逃げる。背後から怒ど気きの篭こもった声が追って来る。

「声が大きい！　最低!!」
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　と……。







　城内と外とでは、通常ならば、やはり城内の方が活気がある。というか、魔物モンスターが多いからな。

　そう言えば、フィロソファーは、普段プラチナドラゴンと同じ部屋で生活している――何とは無しに、覗のぞいてみると――

「――私に何か用か？」

　と、プラチナドラゴンの、地の底から響ひびくような声。脳内で翻ほん訳やくされても、それは変わらないんだな……。

「いや、おま、君じゃなくて、フィロソファーじいさん、居るかなあって……」

　デカい部屋だ。特に天てん井じようが高い。そこに藁わらが敷しき詰つめられ、ドラゴンが寝ねそべっている。傍かたわらには小さなベッド。そして、沢たく山さんの本ほん棚だなに詰め込まれた書物。やっぱ変わり者もんだ、あの爺じいさん。

「フィロちゃんなら、大抵の時間は書庫で過ごしているよ。皮肉な物で、頭の良い人ほど勉学に励はげみ、より賢かしこくなる。愚おろかな者は勉学を嫌い、より愚かになって行く……」

　なんだか俺への当あて擦こすりのようにも聞こえる。まあ、嫌われるのも無理はない。俺が彼かれ？　を殺した張本人だし、俺だって多少気まずい。なのに、ドラゴン自身に殺されたフィロソファーが、このドラゴンと上う手まく行き過ぎなほど上手くやっている方が変なんだよ。

　――書庫の場所をドラゴンに教えてもらい、扉を開けると、床ゆかに胡坐あぐらをかいて、熱心に読書をしているフィロソファーじいさんが居た。

「おいす」

　と声を掛けると、フィロソファーは一瞬ビクリとし、手にしていた書物を、ローブの袂たもとへサッと隠す。

「おお！　誰かと思えば、勇者どのか！　こんな埃ほこりっぽい所へ、何しに来なすった？」

「今日は『休み』っぽいんで、ブラついていただけだよ。それより、今、何か隠さなかったか？」

　俺の問いに、ほっほっほっ、とフィロソファーじいさんは笑う。笑って誤ご魔ま化かすってやつか？

「別にいいんだぜ？　幾いくつになっても、男は男だ。えっちい本を見たい時だってあるだろうさ」

　と俺は詮せん索さくも否定もするつもりは無い、という意図で言ったが、フィロソファーは切ない表情で笑え顔がおを作る。こちらを見ずに。

「若いのう……。勇者どのはまだお若い。世界の全てを知るには若過ぎる……」

「まるであんたは、世界の全てを知っているみたいな言い方だな？」

　俺の言葉に、フィロソファーはまた、ほっほっ、と笑う。

「ワシなどまだまだじゃよ。ワシより数倍は年上のダンくんでさえ、世界の理ことわりには届いていない。いっそ吸血鬼になり、世界中の書物を片かたっ端ぱしから読んで回りたい気分になる時もあるが……」

「俺には生いき地じ獄ごくだな。俺は本より紙かみ芝しば居いが好きだ。役者が演じる芝居は、もっと好きだ。その程度だよ」

　俺の言葉に、フィロソファーは大きく頷く。

「健全な若者の証あかしじゃな。勇者たるもの、心身共に健すこやかでなくてはならん。こんな黴かび臭くさい、いずれ塵ちり芥あくたとなるであろう書物に書かれた知識を身に付けるのは、幾つになってからでも出来る事じゃ……」

　フィロソファーの言い方の何処かに自じ虐ぎやく的てきな物を感じた俺は、彼の人生を肯こう定ていする意味を込めて、言った。

「悪い意味じゃなくてさ。相変わらず変わってるな、あんた」

　フィロソファーじいさんは俺の目を見て、ニカッと歯は抜ぬけの笑顔を見せた。

「それは何よりの褒ほめ言こと葉ばだよ。全人類が変わり者では世界は滅ほろびてしまうが、変わり者の居ない世界もまた、滅びるじゃろうて……」

　少し、空気が変わったのを感じ、俺は首しゆ肯こうした。

「読書の邪魔して悪かったな。もう行くよ」

「おお。『仕事』のある時は、遠えん慮りよせず呼んどくれ。プラちゃんも、迫はく力りよくはあるが、付き合うと良い相棒じゃよ」

「あんたがそう言うなら、そうなのかもな」

　まるでさっきの問答を見て来たかのように言うなあの爺さん、と、俺は小首を傾かしげながら、書庫を後にした。







　城内の厨ちゆう房ぼうは、まるで戦場だ。さもありなん。魔王相手に下手な物を出したら、比ひ喩ゆ的てき表現で無く、首が飛ぶおそれもあるからな。くわばらくわばら、と通り過ぎようとしたら、中から聞き覚えのある声がした。引き返して覗いてみる。

「ダメ！　触さわるな！　絶対!!」

　と、高度のある帽ぼう子しを被かぶった、料理長らしきオークが大声を出している。

「なんでだよー?!　ちょっとつまむぐらい、構わねーだろー??」

「それ、魔王様にお出しする、ベアビーフのフィレミニョンステーキのレア焼き!!　絶対に触るのダメ!!　食うのはもっとダメ!!」

　オークの料理長は一段と激しい声を出す。

「だってそれが一番美う味まそうだもんよー！」

　どうやら、調理担当のオークと、うちのヘルディンが何やらモメているようだ。――面おも白しろそうだから、もう少し観察してみよう、と思った俺を、悪あく趣しゆ味みと言ってくれても構わない。

「だいたい、お前、朝メシ食った！　違ちがうか?!」

「食ったさ！　けど全然足りねーんだよ!!　もっと大盛りにしろって、給仕の奴やつにはさんざ言ってんのに、伝わってねーのか?!」

「ワタシ達、命懸けで料理作る！　オマエ達、タダ飯喰らい!!　量増やせ!?　フザケルナ!!!」

「ふざけてんのどっちだ!?　誰がタダ飯喰らいだと!!?　あたし達にだって仕事はあるんだよ!!　食いもん作るのが一番偉えらい仕事なのか??　お前は魔王より偉いのか?!　チクるぞコラ!!」

「魔王様、特別……。お前達たち、特別じゃ無い……！」

「あーったま来た!!!　大体なんだお前のそのカタコト?!　腹立つ!!　ここの物もん、全部喰ってやる!!!」

　そろそろ出て行った方が良いか……？　と思った所で、助手と思われる数体のオークが宥なだめにやって来た。

「すみません、すみません！　うちの料理長、外からの引ひき抜ぬきで、訛なまりが強いものでして……」

「あたしが本気でムカついてんのは、そこじゃねえよ。あいつ、人間あたしらを差別してんだろ!?」

「いえ、決してそのような事はございませんので……。大盛りを、ご所しよ望もうでしたか？」

「そうだよ！　大盛りと言わず、特盛り、メガ盛り、いやカチ盛りだ!!　全部の料理をカチ盛りで持って来い!!」

　一いつ般ぱん的てきに野や蛮ばんな種族の代表みたいな扱いのオークだが、こうやって見ていると、どの種族が、どの人種が野蛮とか、関係無くなって来るな……。

「は、カチ盛り、とは……？」

「カチ盛りも知らねーのかよ!?　『カッチカチに固めて山盛りにした状態の盛り付け』の事を言うんだよ！　メモッとけ!!」

「はっ、はい！」

　と律りち儀ぎにメモを取る調理オーク。

「まだ居たか?!　早く出て行くね!!」

「あぁ!?」

　あ、また料理長と鉢合わせしてる。

「ちゃんと料理しない、魔王様、ご機き嫌げん悪くなる、ワタシ達、クビ。オマエ達もクビ。それでオーケーか?!　ワタシ、オーケーじゃない!!」

　と料理長オークは声を張り上げる。

「るせえな……。唾つばが料理に飛ぶのはオーケーなのか、このブタ!!」

「ワタシ、ブタと違う！　オークね！　オークの料理長ね!!　この毛無し猿ざるが!!　去いね!!!」

「おい、下したっ端ぱオーク！　今日からだかんな。今日からあたしらの食事は、カチ盛りだ。忘れんなよ？」

「あっ！　はい!!　出来るだけご期待に沿うよう努力させて――」

「『出来るだけ』じゃダメだ。『必ず』だ。いいな？」

「はい！　必ず!!」

　ヘルディンこいつ、適度に権限のある下っ端をコキ使うの、上手いな……。この世がこんな感じで、こいつにとっては良かったのかもな……。

「おし。――おっ、美味そうなデザートじゃん。１個もーらいっ」

　言うと同時に、ヘルディンは手を出し、デザートを丸ごと口に放ほうり込む。――ギャーーッ！　っと、気付いた料理長オークが悲鳴を上げる。

「魔王様用の特別スイーツ！　パステイルのプディングが無い!!　どうする?!　もう時間無いよ！　今すぐ大至急作るよ!!　でもナンデ!?　ナンデ無い?!」

　俺は、ヘルディンが厨房の出入り口から抜け出だす前に、そっと物もの陰かげに隠れた。いや、一応女の子だし、黙だまっていれば美人だし、食にガッツいているというレッテルを貼はられるのは嫌いやがるかもしれない、と思ったからで、別にやましい気持ちは無い。

　しかし、今いま更さらだよな、そうだよな……。みんなが鼻をつまみながら、やっと食っていた野生のオークの肉を、一人で美味い美味いと食っていた奴だからな……。あいつの舌と胃い袋ぶくろは、俺達とは異次元に存在しているのだろう……。
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「――おい……？」

　部屋に戻もどった俺は、朝、部屋を出た時と寸分違たがわぬ状態で、壁かべに寄りかかりながら目を閉じて立っているダンピールに、声を掛けた。

「なんだ？」

　と、目を開く。

「おうっ！　起きてたのか……」

「いや、寝ていた……」

「寝てたのかよ……」

　俺は、こいつが横になって寝ている所を、見た事が無い。

「疲つかれないか、それ？」

「何の事だ？」

「いやだから、立ったままでさ。せっかく柔やわらかいベッドもあるのに……」

「立って寝るのには慣れている。それに、この場所は、どの時間になっても日が射し込まないので、具合が良い」

　と、簡素に答えるダンピール。

「ダンピールってのは、みんなそういう風にして寝る物なのか？」

　と、俺は素そ朴ぼくな疑問を投げかけた。が……。

「他ほかの奴らがどうしているかは知らん。だが人間と吸血鬼ヴアンパイアは、寝る時は仰あお向むけであったり、横向きであったり、とにかく寝ね相ぞうは大して変わらぬな。それは良く知っている」

　ダンピールこいつにしては口数は多い方だが、冷めた口調なのは相変わらずだ。

「でも、流石さすがに生まれた時から立って寝ていた訳じゃないだろう……？」

「当然だ。我々は純じゆん粋すいな人間と違い早熟ではあるが……」

　ああ、そうだ。道中でも、こいつと二人きりになった事は無い。道理で会話が弾はずまない訳だ。元々、会話の波に自分から入って来るタイプでも無いし……。

「じゃ、じゃあ、いつから立って眠ねむると決めたんだ？　何かきっかけでもあったのか？」

「きっかけは……あったな。10代の頃ころ。私が吸血鬼狩りダンピールを生なり業わいにしようと決めた頃だ。３００年近く前の事になる。長い上に退たい屈くつな話になるが、それでも聞きたいか？」

　と、ダンピールは若干ジトッとした目で俺を見る。もしかして、寝ている所を起こされて、不ふ機き嫌げんになっているのか？　そもそも、こいつが上機嫌ではしゃいでいる所を見た事が無いので、テンションの高い時と低い時を見定めるのは、パラディン相手より遥はるかに難しい……。

「なら、いいよ。てか、そんな前置きをされて、聞きたがる奴が居ると思うか？」

　質問返しになってしまったが――ダンピールは、微かすかに笑った。

「それもそうだな……」

「お、今笑ったな？」

　撤てつ回かいする。ダンピールは、俺達と知り合った頃から、時折こうして、微かに笑えみを浮かべる事が多くなった。他の者には気づかない程の、本当に微かな口角の上がり具合。それを、俺達パーティーなかまは知っている。しばらくは、それで構わないのかもしれない。

「ああ。お前達と居ると、不思議と愉ゆ快かいな気分になる事が多くてな……」

「それは何よりだ。人間、笑ってりゃ、しんどくても、そこそこ楽しい。お前も半分は人間なんだから判わかるだろ？」

　――ダンピールが何か答える前に、部屋の扉をノックする音がした。

「誰だ？」

「私。開けて」

　パラディンの声だ。俺がそっとドアを開けると、両りよう腕うでに洗った甲冑を抱かかえて、前もろくに見えない様子の彼女がフラフラと入って来た。

「大だい丈じよう夫ぶかおい？」

「――重おっも！」

　と、ベッド脇わきの荷物置き場に、ガシャン！　と捨てるようにパラディンは甲冑を投げ降ろした。――こうして見ると、本当に華きや奢しやで可か憐れんな美少女だ。

「よくそんな重い物を着て、そんなのを軽々と振ふり回まわせるな」

　俺は置かれた甲冑と、掛けられた剣けんと大盾とを、顎あごでしゃくる。

「単に腕うでの力だけで持つのと、全身に纏うのとでは、感覚が全然違う。それに、戦場と休日では、感じる重みも違ってくる。――休みなんて、本当に久しぶりだから……」

　ふう、と息をつきながらパラディンはベッドに横たわる。

「まあ、重い枷かせを外して楽になれた訳だ。しばらくは、ゆっくりしてくれよ」

　俺の言葉に、ガバッと起き上がり、ギッ！　と睨んで来る。

「それ、朝の嫌いや味みの続きのつもり!?」

「違ちげーよ！　せっかく身軽になって、甲冑も匂わなくなったんだし――」

「それを言うなバカ!!」

　とパラディンは篭こ手てを投げて来る。当たったら危ないだろーが！

「やっほーーい！　書庫で調べ物をしてたら、古代の遊び道具を見つけたぞ！　カアドゲエムとか言うらしい！　みんなでやってみんか?!　――ん？　ヘルちゃんが居おらんようだの??」

　陽気な声でやって来たフィロソファーじいさんに対し、俺は――

「『ヘル』ディンなら――」

　俺とパラディンは異口同音に発し、顔を見合わせた瞬しゆん間かん、またパラディンが、もう片方の篭手を投げつけて来る。だから危ねーって！

「――おい！　聞いてくれよ！　あのクソバカオークと来たらよ……って、フィロ爺じい、ここ来くんの、珍めずらしいな!?」

「おお、ヘルちゃん！　新しい遊び道具を見つけたんじゃよ。みんなでやってみんか？」

「へえ！　やるやる!!」

　と、不機嫌そうに入って来たヘルディンの顔が、ぱあっと明るくなる。――ダンピールの口元に、再び僅わずかな笑みが浮かんでいるのも確かく認にんした。手前味み噌そだが、うちのパーティーなかまは、いいぞ。







５章　混浴する勇者







「たぶんさ……あんまり認めたくないけどさ……」

　とある日の夕食時、フィロソファーの居ない５人部屋で、オークの運んで来た夕飯の最中、ヘルディンが、ぽつり、と口を開いた。

「なんだよ？」

　悔くやしいが今日も美味いな、と先日からカチ盛りに変わった料理に舌した鼓つづみを打ちながら、俺は応じる。

「魔王あいつの、『魔ま力りよく』だけでも感じるけど、あたし達が全力でぶつかっても、マトモなやり方じゃ、あいつには勝てない気がする……」

「珍しいな。超が付くほどの負まけず嫌ぎらいなお前が……」

　そう言いつつ、俺はヘルディンの言葉に納なつ得とくしかけていた。その思いを、ダンピールが言葉で補足する。

「確かに魔王やつは強い。しかも、実際に戦うとなると、この城内だけでも、数え切れないほどの魔物が、敵となって魔王に加担するであろう事は容易に想像出来る。そうなれば、控ひかえ目めに言っても勝算は一段と薄うすくなる……」

「だから。お前の作戦なのかなって」

　と、ヘルディンは俺を見る。え？

「作戦??」

「魔王に取り入ったフリをして、油断させた所で、首を、こう、さ……」

　親指を立て、喉のどを掻かき切る仕草をする。

「首を?!　いやしかし、油断した相手に便乗してって、いうのは、なんか、違うような……」

　俺の煮にえ切きらない態度に、ヘルディンはゴン、と皿を置く。

「言ゆったっしょ。正せい攻こう法ほうで勝てないなら、どんな手を使ってでも。刺さし違えてでも、相手を斃たおせば、最悪、負けじゃ無い。あたしはそう教わってきたよ。戦いく場さばに、卑ひ怯きようもクソも無いだろ？　それともお前、本当に『勇者』の称しよう号ごうを捨てて、魔王あいつの家来になるつもりか？」

「それは――」

　と俺が反論ぽい何かを言おうと口を開いた時、室内に居るはずの無い、『誰か』の声が聞こえた。

「あ、聞ーちゃった、聞ーちゃったー」

「誰だ?!」

「こっちから声が聞こえる!!　なんだ?!　亡霊ゴーストの類か??」

　とヘルディンも反応する。

「魔王様の暗殺計画、聞ーちゃったー！　まーおーさまにー、言ってやろー♪」

　出入り口の扉とびらが開きかけた瞬間、既すでに移動していたパラディンが、ゴン！　と何も無い空間へ、盾を振った。何も無い、と言ったが、その音は、何がしかの手て応ごたえがありそうだ。

「なんだ何をした?!」

　と俺は声を掛ける。

「密偵スパイを捕とらえた」

　と、パラディンは、水すい筒とうを取り出し、紅茶を床にかける――いや、紅茶は床に落ちる前に、『何か』にかかり、徐じよ々じよにその『何か』に広まって行く……。

「熱あっち！　あちちちち!!!」

『何か』が叫さけび、身を捩よじる。

「人型……」

「透とう明めい人間……」

　ダンピールとヘルディンの呟つぶやきで、正体が明らかになる。まあ、途と中ちゆうから、そうかも、とは思ったが……。

「裸はだかで熱あっつい、淹いれたての紅茶かけられたら、そりゃ熱いわな……」

　ていうか、実体がある透明人間なら、何も言わないでそっと立ち去ればいいのにな。こいつ、ひょっとしなくても、バカだ。バカで助かった。

「――で？」

　と俺は、帽子や靴くつ下した、手て袋ぶくろ、布の服を着せ、ある程度シルエットが判別した透明人間を床に正座させ、詰きつ問もんする。

「で？　とは……？　と言いますか、その前に、パンツ、穿はかせてください……」

「駄だ目めだ。まずこちらの質問に答えろ」

　これだけ着せて、パンツだけ穿かせないのは、一種の辱はずかしめだ。効いていると見える。我ながら性格が歪ゆがんで来たな……。しかし普ふ段だん？　透明なのをいい事に、実にだらしのない体をしている。因ちなみに、男だ。

「何でも答えます……」

　観念した口調の透明人間の帽子の位置が下がった。どうやら本当に観念しているらしい。

　――俺おれ達たちは幾つか質問し、今回の行動が独断では無く、魔王の差し金で部屋に潜ひそんでいた、という事が判った時点で、解放してやった。それが一番重要な部分ポイントだと思ったからだ。だが……。

「これで、はっきりしたな。魔ま王おうはどうあれ、子分の魔ま物もの達たちは一枚岩じゃない。どころか、あたし達を外敵と見み做なしてる連中は多いって事だ」

　判ってない奴が、一人、居た。

「今はっきり、魔王様に命じられて、って言ってたじゃないか……」

「そんなら、なおさらヤバいじゃねえか！　魔王の奴、さんざん油断させておいて、結局の所、こっちを全然信用していないって事だろ？」

　つまり、どっちでもいい、魔王討うつべし、と。

「全面的に信用して無いのはお互い様さまだろ。俺はむしろ、魔物てしたの単独行動じゃなくて良かったと思ってるよ」

「なんでさ?!」

　まだ判っていない様子のヘルディン。

「この件で魔王に『貸し』が作れたろ。透明人間あいつがすぐ報告するにせよ、しないにせよ、魔王の独断の方が、照準を合わせ易やすい」

「そういうもんか??」

　俺の言葉に半信半疑のヘルディン。そこに、肯定とも否定とも取れるダンピールの発言。

「雑魚ざこは何百匹ぴき集まっても雑魚だろう。雑魚だけならな。魔王の気が変わりでもしない限りは……」

「じゃあ、じゃあ、パーティーあたしらが完全に信用し切って、フカフカのベッドで寝てる最中、魔物の独断でも魔王の命令でも、熟じゆく睡すいしてるあたしらを襲しゆう撃げきする可能性は無いゼロってーの？」

「……そうは言っていない」

「それにダンピーあんた、今良い事言ったよ。魔王の気が変わらない保証なんてどこにも無いじゃん？　もし魔王がその気になったら、あたしら、完かん璧ぺきに鼠ねずみの袋ふくろだよ?!」

「逆。袋の鼠」

　と、ようやく言葉を発したパラディンは、冷静なツッコミのみ。ヘルディンは勢いだけとは言えダンピールを論破した。この流れは、うーん、だ……。

「どっちだっていーよそんなん！　とにかく！　あたしらは今、結構ピンチかもしれないって事だ！」

「元々、魔王の根城に寝ね泊とまりする日常が非日常的であった事は否いなめない……」

「魔王は私達に『貸し』を作った。一度、清算するのも悪く無いかも」

　ヘルディンの演説アジテートで、二人が段々その気になってきてしまった。これは面めん倒どうな事になりそうだ……。

「決まりだな!!」

「何が？」

　言い出しそうな事は見当がついていたが、一応とぼけてみる。

「今すぐ魔王をぶった斬ぎって来い!!」

　やっぱり。

「何で俺おれなんだよ？　――あ、『勇者だろ』攻こう撃げきは無しだぞ！」

　と、先に念ねん押おしはしたものの……。

「あたしは、きっと魔王あいつに一番警けい戒かいされてる。さっき透明人間にも聞かれちったしな。一番警けい戒かい心しんがユルいフィロ爺は今居ないし、魔力対魔力じゃ分が悪い。そうなると、その次に魔王が油断してて、隙すきをついて一いち撃げきで斃せそうなのは、勇者おまえだろが」

「うっ……！」

　意外と、正論だ。てかヘルディンこいつ、こと戦いの話となると、普段のアレっぷりが嘘うそみたいに思考が聡明クリアになるんだよな。――問題は、俺の気が進まないだけであって……。

「善は急げだ！　あたし達は善で、魔王は悪。判り切ってる事じゃねーか！」

「いやいや、物事、そう簡単に行ったら苦労はしねーって……」

　俺のやる気の無さを、ヘルディンは見み逃のがさない。

「わかってねーな。あの透とう明めい野や郎ろうがチクりに行く前の、『今』が一番チャンスなんだって！パラ子、なんか『丁度良いやつ』、頼たのむよ！」

「――そうね、了りよう解かい」

　と、パラディンは早口で詠えい唱しようし、俺に何かの魔ま法ほうを掛かけて来た！

「なんだ!?　今なにをした?!」

「『御み旗はたのもとに』。貴方あなたの中にある正義感を高める魔法を掛けた」

「なんでっ!?　そっ――」

　そんな余計な事を――余計な事だと？

　俺は今まで何を考えていたのだろう。

　いや、もっと言えば、俺は今まで、ここで何をしていた??

　諸悪の根源である魔王の城に辿たどり着つきながら、あろう事か、魔王が居る同じ建造物の中で安あん穏のんたる日々に充じゆう足そくしていたのだ！　凡およそ許される事では無い!!

「装備っ!!」

　俺は短く告げる。ナハハ、と笑いながらヘルディンが俺に武器防具を身に着けさせる。何が可お笑かしい!?　いや、そうか。せめてこれから死合う俺を笑って送り出してくれるという、慈いつくしみなのだな。

「本当にいいのだろうか……」

「行って来る!!」

　ダンピールの言葉を無視し、俺おれは声高く宣言して、部屋を飛び出した。
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　そうだ。俺は勇者だった。勇者の使命、それは魔ま王おうを屠ほふり、世界に平和をもたらす事にある。こんなにも明確な事実を何故なぜ俺は忘れていたのか。

「魔王ーー！　どこにいるーーー!!!」

　と叫びながら俺は城内を走はしり抜け、部屋という部屋を開けて回り、浴場という浴場を――

「だれだ??!」

　と、甲かん高だかい悲鳴にも似た声。んん？

「――何だ、勇者おまえか。脅おどかすな……」

　と、咳せき払ばらいをする。

　んんん??　後ろ姿、且かつ湯気で顔もよく視みえないが、その声は……。

「――丁度良い所に来たな。ちょっと背中を流してくれぬか？」

　居た！　だがっ!!

「うおっ!!　裸っ!!!」

「風ふ呂ろ場ばで裸になるのは当然ではないか？　人間おまえ達の間では違うとでも？」

　長い銀ぎん髪ぱつを纏まとめ、上で団子にし、絹のような白い肌はだを晒さらしながら、魔王は振り向むいて言った。

「いや……違わないけど……でもっ!!」

　なんだこの感覚?!　俺の中で今、物もの凄すごい力の両りよう雄ゆうが全力で闘たたかっている、この感じは……?!

「私の背中を流すのは、嫌か……？」

　少し、拗すねた口調の魔王。――俺の脳内で繰くり広ひろげられていた闘いが、終わったのを何ど処こかで感じた。

「そっ！　そんな事は……ないけど！」

「では頼む。私は肌が弱いから、あまり強く擦こする必要は無いぞ？」

「ああ、うん……」

　魔王を斃すのは、少し後にしよう。だってほら、裸で無防備の背中を襲おそうのって、勇者らしくないじゃないか……？

　バスタブの湯に浸つかり、ふう、と息をつく魔王。――イタズラっぽい目で、俺を見る。

「何なら、お前も一いつ緒しよに入るか？　人間おまえ達は、裸の付き合いで親密度が高まるのだろう？私とお前は主従関係では無く、対等な立場なのだからな」

「ありがたい言葉だが、それは、同性同士の話であってだな……」

　あ。今気付いた。俺、魔法に掛けられてた。しかも味方に。

　魔王を斃せ、という、必要以上な、強きよう迫はく観念とも呼べる衝しよう動どうに襲われていた。今なら判る。魔王こいつは、今すぐどうこう動くには、未知な部分が多いのだ。でなければ、たとえ命を拾った恩があるとは言え、あの賢人フイロソフアーが何かしら言うか動くかしている筈はずなのだ。

「男性おまえと女性わたし、異性同士では通用しない掟ルールなのか？」

　そんな俺の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、魔王は俺をある種玩具おもちや扱あつかいして来る。

「それは、なんつーか……場合によっては、もっと親密になる例ケースも多いけど……」

「ならば」

　魔王が指をパチン、と鳴らして、俺の装備を解除。

「なっ?!」

「なにも」

　再び指をパチン。で衣服消しよう滅めつ。

「んなっ?!!」

　咄とつ嗟さに、局部を隠かくすが、一動作ワンテンポ遅おくれた。きっと、いや絶対、見られた……。

「問題はあるまい」

　三み度たび、指をパチン、で湯船の中に瞬間移動。向かい合わせで入浴している格好になってしまった！

「なん!!?」

　ふとこの、瞬間移動これ、ひょっとして、実戦で使われて、木の中とか城じよう壁へきの中に飛ばされたら、パーティーおれたち一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつじゃないか……？　という、おそろしい考えが頭をよぎったが、すぐに消えた。今はそれどころじゃない！　湯が透明だから！　色々見えて！　目のやり場に困る!!

「――悪かったな」

「へ？」

　俺には魔王の言葉が、人の話す言語に聞こえていなかった。おっぱいが！　更さらにその下には……!!

「透明人間の件だ」

「そう……お湯が透明で……全部、視えてる……」

「ちゃんと話を聞け」

　バスタブのお湯を顔にかけられ、湯面が揺蕩たゆたい、ようやく俺は少し冷静になれた。

「透明――人間の事か？」

　もう報告が行っていたか。であれば尚なお更さら、魔法が早めに解けて良かった……。

「そうだ。一つ屋根の下で暮らしている以上、同居人達の本心を知りたくてな。私とて、寝ね首くびを掻かれるのは御ご免めんだ」

「俺はそんな卑怯な真ま似ねはしない」

「ああ、『お前』はそうだな。判っている。だが、私に反感を抱いだいている者も居るのは事実だろう？」

　と、ほんの10分前まで、魔法の効力とは言え、本気で斃そうとしていた相手が、大きく澄すんだ瞳ひとみで俺を見つめる。

「それについては――」

「否定出来んよな？　だが安心しろ。私は気に入らぬ者を粛しゆく清せいするなど、野蛮な事はしない」

「実力行使はしない、という意味か？　しかし、あいつらは頑がん固こだぞ……」

　パーティーのリーダーである、たぶんリーダーであろう、きっとリーダーであって欲ほしい俺すらも、道具扱あつかいする奴らだ。と――

　ザバ、とバスタブから立ち上がり、俺を見下ろしながら、魔王は言った。

「私を誰だれだと思っている？　私にとっては、人間も、魔ま物ものも、機械マシーンも、昆こん虫ちゆうも、さして変わりはしない。どちらが上でも下でも無いのだよ」

「ぶああ……！」

　そ！　その前に!!　その位置だと、俺の目の前に、魔王の股こ間かんが!!!　毛!!!　濡ぬれそぼった毛!!!　そしてその奥おくまでも……!!!!

「どうかしたか？」

「いや、その――上も下も……って話、だよな……？」

　上も下も曝さらけ出している魔王に、呆ほうけながら、俺は答えた。

「そういう事だ。私は上がるぞ。お前も出るか？」

　魔王はバスタブを跨またいで、そう言った。そっ!!　そんなに足を開いたら、全部視えちゃうじゃないか……!!!

　ふるふる、と前まえ屈かがみで首を振る俺に、魔王はフフッ、と笑って言った。

「『その』状態では、出で難にくいだろうな。この世には、様々な『策』がある。『色いろ仕じ掛かけ』という策もな。だが、今のは別段、狙ねらった訳ではないぞ。ここまで異性に免めん疫えきが無かったとは知らなかったしな」

「しっ!!　なっ!!　失礼な事言うな!!!　俺は、別に異性に免疫が無い訳じゃないぞ!!!　勇者をナメるな!!」

　しかしそんな俺の抗こう弁べんに、魔王はクスクスと笑いながら去って行く。

「やはりお互たがい、より親密になれたな。流石は勇者と呼ばれる男。イイ物を『持っている』。期待以上だ……」

　やっぱり、視られてた……。まあ、俺もバッチリと視てしまったが……。しばらく、バスタブを出られる気がしない……。







「――ただいま……」

　と俺は部屋に戻る。布の服に、装備を小こ脇わきに抱えた状態で。

「で、どうだった？　斃せたか？」

　と目を輝かがやかせて、ヘルディンが訊きいて来る。

「のぼせた。浸かり過ぎた」

「は？　魔王を斃しに行って来たんだろ??」

「いや、風ふ呂ろ、入ってきた。一緒に」

　取とり繕つくろう為ために頭を働かせるのも億おつ劫くうなので、俺はありのままを告げる。大体、無む理り矢や理りけしかけたのは、お前らだ。

「はあ?!!」

　信じられない阿あ呆ほうを見る目で、ヘルディンは俺に詰つめ寄よる。

「まあ、言いたい事は、大体わかる」

「あの魔法、効力短いし」

「万一魔王が死んだら、城内の魔力で判る。こんな事だろうと思ってはいたが……」

　パラディンとダンピールが、勝手な事を言ってやがる。なら最初から俺をオモチャにするな、と言いたい。

「――裸で、か？」

　と、俺に対するヘルディンの、静かな問いに、俺は正直に答える。

「そりゃ、風呂だから、な……」

「一発殴なぐらせろ」

　何らの返答をする暇いとまも与あたえてくれず、ヘルディンは手加減無しの力で俺の顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。普ふ通つうの人間なら顔がぐしゃぐしゃになって死ぬレベルだ……！

「痛いでで――ここまで殴られないとダメな事したか俺……?!」

「うっせえ!!　足りねえぐらいだ!!!　いっそ死ね!!!!」

　ヘルディンは怒いかりが収まらない、という様子でベッドに突つっ込み、俺に背を向けて布ふ団とんを被かぶってしまった……。







６章　魔王の掌の勇者 その２







「お前、たちが、魔王、なのか……？」

　呆あつ気けに取られた様子の、冒ぼう険けん者しやのリーダー格。魔王は一人だぞ。『たち』っておかしいだろ、というツッコミをする気も出ない、ルーティンワークの始まりだ。

「質問は一いつ切さい受け付けていない」

　と、いつも通り口数の少ないダンピール。

「まあ、ここまで来て、『人ひと違ちがいでした、間ま違ちがえました、すみません』は、無いよな。お前達たちは、倒たおすべき相手なんだろう」

　冒険者に、特に反論する気力も無い。どうせ、展開は見えている。今日はせっかくの『当たり』の日だ。ダンピールに全部任せよう。

「どう認にん識しきされようと、こちらとしては対応の変化は無いが……」

「――痛いっ!!!」

　ダンピールは手にした砂じや利りを親指で弾はじく――それが相手の顔面の急所である人じん中ちゆうに当たり、失神した。まあ、並なみ大たい抵ていの人間が避よけられるシロモノでは無い。

「まず一人。次は、目を狙う」

「なっ！　なんだこいつ！　飛び道具を持ってるぞ！　盾たてを構えて前進だ!!」

　リーダーらしき男を先頭に、顔を盾で覆おおい、じり、じり、と進んで来る。しかし、それは、殆ほとんど傍ぼう観かん者しやの俺にとっても、愚ぐ策さくだ。

　ダンピールは音もなく、冒ぼう険けん者しや達たちの背後に回り、砂利を最さい後こう尾びの相手の首筋に向けて弾く。

「ぎっ!!!」

　と発して、男は前のめりに倒れる。

「んなっ!!?　いつの間に??!」

　慌あわてふためく冒険者達。

「敵を目の前にして、視界を塞ふさぐとは、それが人間おまえたちの間では通用する戦術なのか？」

　ダンピールの静かな圧アツが、相手達に伸のし掛かる。

「この優やさ男おとこが！　調子に乗りやがって!!　うおおおお――」

　重じゆう甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎き士しが剣を振り上あげ、襲いかかって来た。流石にこの装備では砂利の弾たまも通じない。――ダンピールは長ちよう剣けん、メタルスレイヤーを抜ぬいた。文字通り、この妖剣は、どんなに硬かたい金属の塊かたまりも、バターのように切り裂さいてしまう。俺の、切れ味よりも破は壊かい力りよくを重視したドラゴンボーンクラッシャーとは対極のような代物アイテムだ。

　ほんの刹せつ那な、ダンピールの手元が朧おぼろになり、剣を鞘さやに収める。――がらん、と音を立てて完全防備の兜かぶとが前後に割れ、地面に落ちる。露あらわになったのは、驚きよう愕がくの表情のヒゲ面づら。

「なっ?!!」

「まだ続けるか？　人間ひとの血と脂あぶらで我わが剣を汚よごしたくは無いので、これで片を付ける事になるが……」

　ざっと地面を掬すくい、再び砂利を手にするダンピール。俺としては、勝敗の行ゆく方えなんかよりも、相手の装備がどれだけ損傷無く片が付くかの方が大切だ。

「あーあ、あの兜、結構高く売れそうだったのにな」

「な！　舐なめやがって！　まだ俺には――あれ??」

　騎士は、殆ど柄つかだけになっている己おのれの剣を見て仰ぎよう天てんする。ダンピールは、兜だけでなく、相手の剣も斬っていた。こいつが敵でなくて良かった、といつも思う。

「まだ続けるか……？」

　とダンピールの薄うす茶ちや色の瞳が、凄すごみを増す。

「い、いえ！　降参、します……。ほら、お前らも！」

　剣だった物を捨て、まだ意識がある部下らしき二人を促うながすヒゲの騎士。

「――いい判断だ。生きて帰してやる。その代り、装備と金品、置いてけ」

　ここからは、俺の出番だ。だが、手伝ってくれるとばかり思っていたダンピールは、背を向けて歩き出す。

「おい――？」

「仕事はした。今日は日差しが強い。屋内で少し休ませてもらう……」

「ったく、少しはチームワークって物をだな……」

　ブツクサ言いながら相手の装備等々を剥はぎ取る俺は。判ってる。自分で言うから。――勇者らしさの欠片かけらも無い……。
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　今日はパラディンが『当たり』の日だった。

「うおっ！　美少女!!」

　と、薄うす汚よごれた冒険者がパラディンを見て嬉き々きとして叫ぶ。

「しかも女騎士ですぜ!!」

「オークとかに無理矢理犯おかされるの、超ちよう似に合あいそう!!」

　お前は大人の紙かみ芝しば居いの見過ぎだ。と内心でツッコむ。ていうか、城内うちに居るオークは、お前らよりもっと清潔で、上品だぞ。

「つーかさ、相手のこいつ弱そうだし、さっさとこっち殺してから、俺達で、さ？」

　と俺を指差し、下げ卑びた会話を止やめようとしない。本当にこいつら、魔王を斃して世界を救いに来た者達なのか……？

「いいなそれ!!　ここまで来くんの超ダルかったし、そんくらいの見返りはあってもいいよな!?」

「ですよねー!!」

　こいつら、失礼な会話を続けながら、勝手に盛り上がってやがる。

「どうする……？」

　と俺はパラディンに尋たずねるが、彼かの女じよがどう出るかは、ある程度予期している。

「私にやらせて頂ちよう戴だい。愚鈍バカは戦闘たたかいよりも、もっと嫌きらいだから……」

　予想通り、スッと前に出て、ツカツカと冒険者てきに歩み寄るパラディン。

「おいおい、お嬢じようさん。アンタはじっとしてろって。殺さねえから。先に男の――」

　バゴ!!　という派手な音を立て、パラディンのシールドスマイト――要は、頑がん丈じよう極きわまり無ない大盾で、容よう赦しや無なくブン殴るという――が、冒険者の戦士に炸さく裂れつした。

　うちのパラディンのシールドスマイトは、どんな高級な兜を着用していても、脳ごと揺ゆさぶられるので、人間なら気絶は必至。頑がん丈じような鎧よろいを着ていても骨折は免まぬがれない。当然、無言で倒れる。

「こっ！　このアマ!!　結構やるぞ!?」

「予定変へん更こう！　全殺しだ!!」

　色めき立つ冒険者達。それに対し、眉まゆ一つ動かさないどころか、パラディンは彼かれらから視線を外す。

　冒険者の剣けん戟げきを盾で、いともたやすく弾きながら、パラディンは俺の方を向いて話し始める。

「ねえ。ずっと気になっていた事があるの」

「今する話か？」

　流石さすがに、殺す気で向かって来ている冒険者達相手によそ見して世間話は、大だい丈じよう夫ぶなのか……？

「ほんの退たい屈くつ凌しのぎ……」

「こ！　この盾が邪じや魔まで!!　ちくしょう!!」

　現状、殆ど何もさせてもらえていない敵の動向を見て、俺は頷うなずいた。

「で、何が気になるって？」

「人の事をとやかく言えた筋合いでは無いけれど、それでも、殆ど不条理の領域」

　バゴン！　シールドスマイト１。

「不条理？　何が??」

「世界中の魔物と戦いながら、その魔物の頂点に君臨する、世界を掌しよう握あくせんとする魔ま王おう討とう伐ばつに、４～５人でノコノコやって来る神経、普通じゃない……」

　バゴン!!　シールドスマイト２。

「ああ、それか……」

「少なくとも王立軍が一個師団ぐらい動員するのが常識的なはず……国王って、バカなの……？」

　バゴン!!!　シールドスマイト３。

「ま、未み曽ぞ有うの事態でもあるし、とりあえず現段階での政策って事なんじゃないのか？」

「それとも、あり得ないほどの吝嗇ケチなの……？　どっちにしても納得出来ない……」

　バゴン!!!!　シールドスマイト４。

「まあそこは！　あんまり考え過ぎない方がいいと思う！　その為に生まれた冒険者ギルドだし！　それ言っちゃうと、俺もお前も存在意義、無くなっちゃうし!!」

「雑魚が何十人、何百人集まっても雑魚なのは、以前ダンピールが言った通りかもしれないし、それは人間も魔物も同じだけれど……」

　バゴンッ!!!!!　シールドスマイト５。

「そうだよ！　問題は数じゃない。少数精せい鋭えいの方が良い場合だって往々にしてある。魔王討伐だってそういう事だ！」

　何でだろう。何故なぜか熱弁してしまった。

「世の中が単純明快シンプルな事に対して不満があるわけじゃない。ただ、単純明快シンプルたる説得力が欲しい……あら、もうおしまい……？」

　結局、相手の事を殆ど見もしないで俺と話しながら、パラディンはシールドスマイトだけで輩やからを全員伸のしてしまった……。やっぱ俺達、強いわ、うん。

「どうでもいいけど、お前って戦う時だけ饒じよう舌ぜつになるよな？」

　と、俺は言った。確か、城に来るまでの道中でもそうだったような……？

「別に……。ただ戦闘が嫌いだから他ほかの事で気を紛まぎらせたいだけ……」

　とパラディンは、自じ慢まんの大盾の損傷具合を気にしている。

「なるほどな。だが俺は最近思うんだけど、状じよう況きようは、お前が言ってるほど、シンプルじゃなくなりつつあるんじゃないか、ってな」

「――どういう意味で？」

　とパラディンは顔を上げる。

「ここにやって来る冒険者の数と質が、反比例しているように思えて仕方ない」

　俺は予かねてからの疑問を、初めて仲間に打ち明けた。一番適任だと思ったからだ。

「確かに、魔王城にまでやって来る程ほどの冒険者にしては、手応えが無さ過ぎる……」

　パラディンは、顎あごに手を当て、考える仕草を取る。

「この程度レベルの奴やつらが、ほぼ毎日やって来るんだぜ。まるで観光名所だ。ちょっと不自然じゃないか？」

「――そうね。一応、心に留とどめておく」

　と、パラディンは考え込んだ様子のまま、城内に引き返して行く。

「あ、ちょっと待った！」

　と俺は呼び止める。立ち止まり、振ふり向くパラディンかのじよ。

「まだ何かあるの？」

「この間の話の続きだ。――ほら、お前が甲冑を洗っていた時の――」

　俺が言い終える前に、パラディンは瞬またたく間まに不ふ機き嫌げんを通とおり越こし、冷たい怒りを身に纏った、神話の氷の邪じや神しんの様な容貌かおつきに変わった。

「そう……。あの時の決着を付ける気になったの……?!」

「違ちがう違う!!　俺とお前の事じゃなくて!!　話の内容についてだ!!!」

「大差無いじゃない……私は喧けん嘩かを売られた記き憶おくしか無い……！」

「いや言ってたろお前！　自分の血けつ縁えん関係から始まって、魔王の事まで言いかけてたろ!!?」

「――ああ、そう言えば……」

　ほんの少し、パラディンの怒りが緩ゆるんだ隙に、俺は言葉を叩き込んだ。連打ラツシユした。

「あれから俺なりに考えてみたんだが、『長女』のパラディンおまえと『遠い』って事は、魔王は誰かしらの妹かもしれないって感じたんだろ?!　お前の言う通り、魔王あいつが『誰か』の妹だとして、俺達パーテイーにどんな不利益マイナスがあるんだ??!」

　俺は、改めて振り返かえったままのパラディンを熟視したが、既すでに怒りは鎮しずまり、不思議そうに見返して来るばかりだ。

「――そこまで判わかっているなら、どうして私の言いたい事が理解出来ないのか疑問……」

　と、パラディンこいつらしい前置きをした上で、彼女は続ける。

「それが事実ならつまり、仮の話としても、魔王を斃たおした所で、同等か、もっと強大な存在が居る事に変わりは無い状況になるでしょう？」

「あ……」

　俺は見事に絶句した。――そんな怖おそろしい事は、全く考えていなかったからだ。

「もちろん全すべては未知数。魔王に兄けい姉しや父母が居たとして、同じぐらいの力があるとは限らない。だけれど、『未知なる物は危険と思え』というのが冒険者の鉄則。少なくとも、私はそう習ったから。以上」

「え？　以上なのか??」

　と俺は当とう惑わくした。そこまで見み越こしているのなら、何かしら、対策を考えているかもしれない、と思っていただけに。

「だって現状として、私達は魔王すら戦いくさ場ばに立たせる事も出来ていない。これ以上は机き上じようの空論だと思うけれど？」

　パラディンの言葉には一理あるが、もし魔王が『敵』として、俺おれ達たちの戦場に立ちはだかったら、と考えると、極きわめて悲惨ネガテイブな想像しか浮うかばない……。

「つまり、『今は逸はやらず、様子見をせよ』ってのが、お前の意見か……??」

「『飽あくまで』私個人の意見だから、貴方を始め、他の仲間メンバー内で齟そ齬ごが生じた際には、口は出さない。でも、私の意見自体は変わらない……もういいでしょ？」

　俺の返事を待たず、パラディンはスタスタと城内に帰って行く。

「おい、こいつらの装備とか何なんやらとか――」

「それは貴方に任せる。好きにして頂戴」

　結局俺は汚れ仕事か……。ま、もう慣れてますけどね！




▲〇▲




　前にも言ったように、敵てき襲しゆうが来ない日もある。そういう日を見計らって、俺は、これまた勇者らしからぬ事をしに、旅に出る。これも仕事の一いつ環かんだ。

「えっへっへっ、毎度ありがとうございます、勇し――」

「その先は言わない約束だぞ」

　揉もみ手でしている店主に、俺は釘くぎを刺さすのを忘れない。

「そうでした。ついうっかり口が滑すべってしまいました。えっへっへっ」

　こいつ、あんま事の重要性を理解していないな。

「精々気を付けろよ。俺がその気になれば、お前を一生カエルにする事だって出来るからな」

「へっ、へい！　肝きもに銘めいじておきます……！」

　まあ、ハッタリブラフなんだが。俺の魔法力では、効いても半日程度だ。だが、店主の顔色が変わったのを見届け、俺は満足する。

　ここは王都から一番遠い、辺へん鄙ぴな町の武器防具屋。その、地下だ。とにかく売り物にさえなれば、何でも買い取ってくれる店主の方針が気に入ったので、贔ひい屓きにしている。

「おお！　ミスリルソード、鎧、兜、盾、ミスリルの一式ですか！　それも新品同様!!　これは、掘ほり出だし物ものですな……!!」

　と、店主が嬉うれしそうな声を上げる。

「まあな。手に入れるのは、多少苦労した」

　と、俺は嘯うそぶく。実情は逆なのだ。手の掛かる相手程、相手の装備は損傷し、売り物にならなくなる。反面、こっちの言い分を素す直なおに聞いてくれる奴の方が、装備は綺き麗れいなまま、という。もちろん、そんな実情は伏ふせておくに限るが。

「――しめて、金貨50枚で如何いかがでしょう？」

　と店主が抜け抜けと、ほざく。ここまで来る為のフェニックスの尾お羽ばねと引ひき換かえに考えると、到とう底てい承知は出来ない。

「ふざけるな。どう見ても２００枚以上の値打ち物だ。店頭価格なら、その倍はするだろう」

　そう。俺おれにだって、カネを払はらってミスリル装備を身に着けていた頃ころはあったのだ……！

「流石はゆ、いえ、物の価値を判っていらっしゃる方でございますな……それでは、１００枚では？」

　ああ、判ってる。俺も、『何ど処こででも』売れるのなら、こんな商人あきんど根こん性じよう丸出しの所で売ったりはしない。だが、こちらにも事情はある。

「１５０枚。それ以下なら、お前をカエルにして、俺は帰る」

　別にダジャレじゃあない。本気だ。

「えっへっへっへっ。ゆう、お客様には敵かないませんな。では１５０枚で。ところで、そのお召めし物――」

　と、店主は俺の全身を舐めるように見る。

「これがどうかしたか？」

「剣けん以外、黒こく檀たんの防具一式ですな。ちなみにそちらでしたら、ミスリルよりも更に高価なお取引きをさせて頂きますが……」

　店主の揉み手が高速化する。だろうな。この防具、兜は邪魔くさいので置いて来ているが、さる大地主の息むす子こが冒険者を引き連れてやって来た際、『剥はいだ』物だ。並の金属よりも硬く、軽い高品質である。

「残念だが、これは一つしか無くてな。また来るぜ」

　金を受け取り、俺は去ろうとしたが、店主のねちっこい言葉が追いかけて来る。

「今度いらっしゃる時は、あまり目立たない装備の方がよろしいかと。お暇があったら、壁かべの手配書をご覧ください。それでは、またのご来店をお待ち致いたしております」

　ん……？　いつも、ほとんど寄り道せず、人目につかない所でフェニックスの尾羽で魔王城に帰っていたから、町見物なんてやっていないな。武器店主の言う事も気にはなるし、少しブラッとしてみるか……。







「何だコレ……？」

　大してブラついてもいない内に、至る所、壁という壁に、張り紙がしてあった。

『国王の命に背そむき、魔王の側に付き、崇すう高こうな冒険者達の邪じや悪あくな壁として立ちはだかる、元勇者という肩かた書がきの、人の皮を被った魔物以下の存在と、その仲間達。首を持って来た者には一人につき金貨１０００枚。生きて捕とらえて来た者には金貨５０００枚を褒ほう賞しよう金きんとする』

　国王の署名と、パーティーおれたちの似顔絵付きだ。もちろん、じっくり見ながら描えがかれた物では無いので、そっくりと言う程では無いにしろ、全く似ていないとも言い切れない……。

　心当たりは、今になって、そりゃそうだ、と気付く。魔王退治にやって来た冒険者は、ほぼ例外なく殺さずに追い返しているからな。以前述べたように、最初から勇者おれの顔を知ってる者だっている。たちまち噂うわさが広まって、こんな田舎いなか町にまで、か。

　俺は手配書の一枚をそっと剥がし、丁てい寧ねいに畳たたんで道具袋ぶくろに収めた。――更に歩くと、野外広場、噴ふん水すいの辺りに人が集まっている。吟ぎん遊ゆう詩人達が奏かなで、歌う音楽も聞こえる。

　それがまた酷ひどい歌だった。




『勇者は死ぬよりももっと酷い死に方をした

　お前達は衝しよう撃げきの渦うずに叩き込まれ、交こう尾びと麻ま薬やくだけが癒いやしとなっている

　俺達の未来はクソまみれ、ただ眠ねむる事しか出来ない

　神は居るさ、芝しば居い小屋の中にな

　そして魔ま王おうはすぐそこまでやって来ている』




　うおお、と歓かん声せいを上げ、銅貨や銀貨を投げる住民や旅人達。俺はその中の一人の肩かたを叩いて尋ねた。

「なあ、これ、何なんて歌？」

　振り返ったハゲヒゲの初老の男は、バカを見る目で俺を見上げる。

「知らんのか？　嘘うそだろう？　『勇者は死んだブレイヴイズデツド』だよ。今や世界中で流行している。兄さん、よっぽど家から出ない親不孝者なのか？　それにしては立派な身なりだが……」

「勇者は死んだ、か。その通りなのかもしれないな……」

　思わず遠い目になってしまう俺を、初老の男はジロジロと観察し始めた。

「なんだか、あんた、どこかで見たような気がするな……？」

「そうかもな。美男子は似た顔つきの奴が多いからだろう」

　と、俺は背を向けて歩き出す。と――

「あ！　その背負しよってるバカデカい剣！　あの張り紙に書いてあるのと同おんなじだ！　あんたまさか――」

　やべ。装備でバレるとは。この町には当分来られないな、と思いながら、俺は疾しつ走そうし、フェニックスの尾羽で魔王城に帰った。そう。『帰った』のだ。俺の居場所は、もう、ここにしかないのだな……。
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　城に戻もどった俺は、仲間の全員を呼び、部屋に集めた。フィロソファーじいさんも含ふくめてだ。なんだなんだ、と面めん倒どう臭くさそうな連中もいるが――。

「みんな、これを見てくれ」

　と、持ち帰った手配書を見て、顔色が変わる。

「なんだよこれ！　あたしらが賞金首って?!」

　と真っ先に大声を上げたのはヘルディン。

「いつかはそうなると思ってた」

「因果応報、という事だな……」

　驚おどろきつつも、冷静の仮面を被っているのはパラディンとダンピール。

「文面は攻こう撃げき的てきでも、全くのデタラメ、という訳では無いからのう」

　と、ヒゲの奥の顎を掻かくのはフィロソファー。

「これでもう、後あと戻もどりは出来なくなったな」

　と、嬉しそうな声で言うのは――

「なっ?!!」

　と、全員が声を上げた。

「魔王!!　なんでここに居る??!」

　みんなの気持ちを代弁して、俺が叫さけぶ。――ドレスにマント姿の正装だ。頭には、例の『付け外し可能』な角も付けている。

「城ここは私の家だ。私が自分の家のどこにいるかは、私の自由だろう？」

　魔王は涼すずしげに答えるが、部屋の扉とびらは閉ざしていた。いつかの透とう明めい人間のように、室内の何ど処こかで、ずっと隠れていたのだろうか……？

「全く気配が読めなかった……」

　俺の内心の疑問に答えるかのようなダンピール。

「瞬しゆん間かん移動。それしか考えられない……」

　と警けい戒かい心しんに満ちた様子のパラディン。瞬間移動と言えば俺も、された側だが、色々あってな……。まだあの光景は忘れたくない、いや、忘れられない……！

「んな事より!!　どうすんだこれ!?　全部魔王おまえの目論見もくろみ通りって事か?!」

　テーブルを叩き、魔王を睨にらむヘルディン。

「私は何もしていない。『何もしていない』のだよ」

「………」

　そういう含みのある言い方をするとさ、結果として丸投げと同じ事だからさ、出来ればやめて欲しかったさ。

「ん？　なんかおい？　心当たり、あるのか？」

　ほら。ヘルディンは、学は無いかもしれないが、時に、そして特に、直感力という意味では、頭が良過ぎるぐらいなのだ。

　仕方なしに、俺は町で気付いた事を説明した。あー……。と納なつ得とくし、沈しずむ一同。

「だから初めに言ったではないか。『本当にこの条件でいいのか？』と」

　魔王はどこまでも愉ゆ快かいそうだ。あの時、書面を突き付つけた時の事を言っているのだろう。そこにパラディンが反応した。

「そこで了りよう承しようしたのは、つまり――」

「勇者おまえかーーーー!!!!」

「いやだって、じゃあ、来た奴ら全員殺した方が良かったのか?!　相手は人間だぞ!?　それに一応、みんなで決めたルールじゃないか!!」

　俺は主にヘルディンを見つつ、全員の反応を窺うかがいながら、精せい一いつ杯ぱいの抗弁をする。

「私は一応、相手の記憶の一部を消す魔ま法ほうが使えるが……」

「それ早く言えよダンピー!!!」

「いや、その魔法はワシも使えるが、その場ば凌しのぎじゃよ。またすぐ城ここを目指して襲おそって来るのは想像に難かたくない」

　フィロソファーじいさんの援えん護ごはありがたいが、それって……。

「つまり最初から、魔王あなたの狙い通り……」

　ポツリ、とパラディンが呟つぶやく。しかしその呟きには、微かすかに怒りが篭こめられている。

「私は強制はしていない。ちゃんと選ぶ権利を与えたはずだ。たとえ結果ゴールが似たり寄ったりだとしても、な」

　その感情に気付いているのかどうか、いや、きっと気付いているのであろう魔王は、あくまで愉たのしそうだ。

「そこまで読み切れなかったのは私達の甘あまさ、なのかもしれない。けれど――」

「けれど？」

「貴女あなた、故意に魔ま物ものの存在を減らすか弱くするか、しているでしょう？」

　それだ。一番『仕事』をしている俺が感じた事であり、先日パラディンに打ち明けた漠ばく然ぜんとした疑念。それを形にしてパラディンかのじよは魔王にぶつけてくれた。

「そうか……」と理解するダンピール、「へ?!」と何も理解していないヘルディン、「ほお」と感かん嘆たんするフィロソファーじいさんと、反応はそれぞれだったが。

　魔王は意外そうな、更さらに愉たのしげな表情になった。

「城ここに閉じこもりながら、それに気付いたのか。やるな。褒ほめてやろう」

「いらない。それにヒントは、勇者このひとから聞いていたから……」

　と、俺を指差すパラディン。

「なるほど、そう考えれば辻つじ褄つまが合う……」

　腕うで組ぐみをするダンピール。

「ちょっと待てよ!!　判ってないの、あたし一人!?　ちゃんと説明してくれ!!」

「貴女、今までの話、聞いていなかったの？」

　と、パラディンは首を振り、噛かみ砕くだいて、ヘルディンに説明する。――みるみるヘルディンの頬が紅潮していく。

「じゃあ!!　てめえは!!　最初からあたし達が民衆や国王の敵になるように仕向けて――」

「当然だろう。私の城いえに住み、魔物ぶか達と生活し、私の仕事を肩かた代がわりする。それでもまだ、人間達の側がわに付こうとするのは、虫が好よ過すぎると言えないか？」

　言葉を返せないヘルディンの代わりに、ダンピールが口を開く。

「では訊くが、私達がお前の側に付く事で、お前に何か得があるのか？」

「『得はある』とだけ言っておこう。詳くわしい話はまただ。もちろん、今の段階で嫌いやになった者は、いつでも帰っていいぞ。フェニックスの尾羽ぐらいは進しん呈ていしよう。ではな」

　と言い残し、魔王は一いつ瞬しゆんで消えた。

「うおっ!!」

　と声を上げるヘルディン。

「やっぱり、瞬間移動……」

「さすが魔王様じゃのう。ワシなど、あと百年かけても習得出来る気がせんわい」

　パラディンとフィロソファーが思い思いに呟く。

「……で、どうする？　このまま魔王のペースに乗せられっ放しか？」

　とダンピール。

「動いても動かなくてもジリ貧……どうするの、リーダー？」

　とパラディン。

「そうだぞリーダー、なんでもいいから、今よりマシな状況にしろ！」

　とヘルディン。

「その呼び方やめろ！　都合の良い時だけ人をリーダー扱あつかいすんなっつーの……！」

「ま、ワシは世捨て人みたいなもんだからして、事態がどう転がろうと然さ程ほど関心は無いが、勇者どのには――」

　と、チラリと俺を見るフィロソファーじいさんは目で語っていた。『ここまで導いて来た仲間達への責任があるんじゃないのか？』と。いや、俺の思い込みなのかもしれないが、実際その通りなのだ。

「――ちゃんと話をして来る。俺一人の方がいいだろう」

「それが良いかもしれんの。じゃが、魔王様の部屋は、いつも施せ錠じようされとるよ」

「開あけさせるさ」

「おい、武器も防具も置いてくのか？」

　とのヘルディンの言葉に、俺はそっとかぶりを振る。

「戦いに行く訳じゃない。戦った所で勝ち目も無いしな」

「んな情け無ねえ事言うなよ……」

「ただの事実だ。――あ、そうだ」

　と、俺は立ち止まる。

「んぁ？」

「ちょっと訊ききたい事があるんだが――ヘルディンおまえ、兄弟姉妹とかは？」

「は？　いきなりだな？　前に言わなかったっけか？　――２コ上の兄貴が一人。定職には就つかず、ギルドにも登録しないで、３年ぐらい前に放ほう浪ろうの旅に出てったっきりのダメ兄貴だよ。――それが、どうかしたのか??」

　俺は思わずパラディンを見る。正解アタリじゃねーか?!　と。一方の彼女は、『私の言った通りでしょ？』と言わんばかりのドヤ顔だ。

「何だよお前ら！　あたしに内ない緒しよで、なんか遊びゲームでもしてんのか?!　あたしも交ぜろ!!」

　ヘルディンは俺とパラディンを交こう互ごに見やり、不満が噴ふん出しゆつしている、と言った様子だ。

「大した遊びじゃない。家族構成の当てっこと言うか……パラディンあいつに色々言い当てられたからな、それだけだよ」

　と、俺は正直に答える。ヘルディンこいつを下手に刺し激げきさせたくない時には、正直になるに限るが――

「なんだ、つまんねー。そんなの、『遊び』にもなんないじゃねーか」

「え？　どうしてだよ？」

「何百日も一いつ緒しよに旅してりゃ、大体見当付くだろ？　まず一番判り易やすいのが勇者おまえで、一人っ子」

　と、ヘルディンが指を差す。また言われた!!　俺はそんなに『一人っ子顔』なのか??

「んで、パラ子は長女で、下に４人ぐらい居るだろ。ダンピーには年の離はなれた腹はら違ちがいの妹が、フィロ爺じいにはお姉さんと弟が居るけど、長らく音信不通。どうよ？　当たってるっしょ？」

　おそらく図星ドンピシヤだったのであろう皆みなが唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんとしていると、ヘルディンはナハハ、と上じよう機き嫌げんに笑う。

「たまげたのう……。てっきりヘルちゃん、精神感応テレパスでも使えるようになったのかと思ったよ」

「同じく……」

「そこまで行くと、勘かんが良いって段階レベルじゃないし、ちっとも笑えないんだけれど……」

　仲間達みんな、驚くと言うより、呆あきれている状態に近い。パラディンのが『姉の勘』なら、正にヘルディンは『野性の勘』が凄すさまじいんだな……。

「それからあれだ。魔王はたぶん、末っ子だな。ありゃ相当甘やかされて育った感じだ」

　と、ヘルディンは鯔とどの詰つまりパラディンと同じ事を、より自信満々に言い放つ。

「そんな事まで……って言うか、『あの』魔王に『家族』が居るかもって発想が、俺には無かったな……」

「そうか？　魔王だって生き物なんだろうし、動く死体リビングデツドだって元は人間だった訳だし、もっと言や、戦闘兵器キラーウエポンみたいな機械からくりにしたって『作った奴』は居るだろ？　いきなしドン！　とこの世に出現する方が不自然じゃねーか」

「なるほど……」

　俺は妙みように納得させられてしまった。

　ヘルディンは算術は苦手であり、語ご彙いが豊富とも言えず、頗すこぶる短気であり、故ゆえに頭に血が上ると尚なおの事こと、理論立てて話をするのが苦手ではあるが、物事の本質を捉とらえる力は卓たく抜ばつしている。フィロソファーじいさんとはまた違うが、ヘルディンこいつは決して只ただの馬ば鹿かでは無い。

「ま、同じ『生き物同士』として、少しでも判り合えれば良いんだけどな……」

　と、俺は誰だれに言うとは無しに呟いて、大部屋を後にした。




▲〇▲




　――魔王の私室は、目星がついている。以前、パラディンに魔法を掛かけられた際、城内全ての部屋を開けて回った霞かすみがかかったような記憶があるが、唯ゆい一いつ開かなかった扉がある。フィロソファーも言っていたし、たぶん、そこだろう。

　その部屋の扉の前に立ち、ノックを――あれ？

「来ると思っていたぞ」

「あれえ??」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる。ノックしようとしたら、次の瞬間、室内と思おぼしき場所に移動していた。魔ま王おうは正面の大きな長ソファに座すわり、チーズをつまみに葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでいた。

「今いま更さらそんなに驚くか？　瞬間移動は何度も見せているではないか」

「だけど……俺がここに来るのは、お前、知らなかったはずじゃ……」

　言いながら、部屋を見み渡わたす。俺達の、広い大部屋よりも更に広い。そして魔王は、既に服装はドレス姿では無く、いつぞや出くわしたような薄うす着ぎで、頭の付け角も外し、寛くつろいでいる。

「扉の向こうを視みただけだ。お前達の言葉で、『透とう視し』と言うのか？　私には、それが出来る」

　軽く言い放つ魔王。そんな能力があったら、宝箱の中身が本物のお宝か罠わなか、すぐ判るよな。つくづくこいつの魔ま力りよくは底が知れない……。

　いや待て。じゃあ、いくら服を着ていても、魔王こいつがその気になったら、その『向こう側』も視えると言う事になるじゃないか……!?

「立ち話もなんだ。座れ。隣となりに来るか？」

「いや、それはやめとく」

「なぜ股こ間かんに手を当てている？」

「なんとなくだよ！」

　と、俺は、魔王視点で、凹おうの字の様に並べられた長ソファの右真ん中に腰こしを下ろした。中央には、これまた大きな透明のテーブルが設置されている。

「飲むか？」

　と魔王は葡萄酒のボトルを持ち上げる。黙だまって頷く。そうだな。多少、酒の力を借りて……。

「おうっ!!」

　俺は目の前の光景を疑った。葡萄酒のグラスが、フワフワと飛んで来て、俺の前に置かれ、ボトルが勝手に動き出し、グラスに注つがれる。こんな魔法は見た事がないぞ……。

　しかしここで気け圧おされている場合じゃない。俺は一息にグラスを空にする。

「いい飲みっぷりだな。酒の強い男は好きだ。チーズも遠えん慮りよせず食え」

　と魔王。酒と言い、チーズと言い、本当に、美う味まい……！

「いや、そうじゃなくてだな！　話があって来た！」

「だろうな。――で、どのような？」

「ええと、だな……」

　いざ切り出すとなると、どこから始めた物なのか、迷う。しかし詰まる所、話し合いと言うよりは、こちらの一方的な質問なのだ。

　そう。こんな単純明快シンプルな疑問も、今までの俺は浮かばなかった。

「なんで俺達なんだ?!」

「なんで、の意味が、よく判らん」

　とグラスを傾かたむける魔王に、俺は懸けん命めいに頭を整理しつつ、感じていた矛む盾じゆんを説明する。

「いやだから、魔王城ここに来る他の冒ぼう険けん者しや達たちは、お前にとって、どうでもいい存在としか思えない。第一、お前の力量なら、俺達の力など必要としなくても、襲しゆう撃げき者しや達を追おっ払ぱらうなり殺すなり簡単だろう？　何で俺達を選んだ……？」

「そんな事か。そう自分を卑ひ下げするな。お前は強いぞ。仲間同士団結して襲われたら、私とて危あやういかもしれん。危うくないかもしれん。それが答えの一つだ」

「答え？　今のが?!」

　俺はいささか呆あつ気けに取られた。が――それを鵜う呑のみにする程、単たん細さい胞ぼうでも無い。

「強力な魔物てしたを蘇よみがえらせるのは、それだけ力を使う。ましてや私自身が、人間どもの排はい除じよ等、面めん倒どうでかなわん。その点、お前は、お前達は強い。ほぼ助すけ太だ刀ちをする必要も無い」

「それは――それは、世界中の魔物の数を減らしたり弱体化したり、そして俺達を城内から出られないよう追い込む行動の答えにはなっていないぞ？」

「答えは一つ、とは言っていないだろう？」

「じゃあ、『そっちの』答えを教えてくれ」

「自分で考えて答えを出すのが本当の勉強だと、学校で習わなかったか？」

　明らかに、魔王は、はぐらかしに来ているな、と俺は感じた。

「習ったかもな。だが、俺がここに来た一番の理由が、それだ。答えてもらおう」

　やれやれ、と言わんばかりに、魔王はそっぽを向く。

「自分で考えない男は嫌きらいだが、信念を曲げない男は好きだ。さてどうしたものか……」

「言っておくが、誤ご魔ま化かしは無しだぞ」

「仕方が無い。事実を話そ、うっ！　――ゴホッ、ゴホッ!!　……またか。もうこの体は、長く無い……だから……あっ」

　俺は立ち上がり、魔王の口周りの赤い液体を指で拭ぬぐい、それをペロリ。

「柘榴ざくろの汁しるだな、これ」

「――やはり、バレるか」

　少し、決まりの悪そうな様子の魔王。

「そりゃバレるだろ。血なら、匂においだけで判るぞ。誤魔化しは無しだと、今言ったはずだ」

「そうか。せめて血でやるべきだった。オークのどれかに協力を願って――」

「部下に無む茶ちやを強しいる組織は潰つぶれるぞ。これは古今東西万ばん国こく共通だと思う。まして俺は世界中の魔物モンスターの返り血を浴びて来た男だ。お前の血かどうかぐらい、瞬しゆん時じに判別出来るわ。ダンピールにも負けんわ」

　と、俺は胸を張る。いいぞ。今は俺が主導権を握にぎっている。逆に魔王は、どこか躊躇ためらった様子で、本心を打ち明ける事を避さけたがっている印象だ。こんなくだらない小こ芝しば居いを打つ程度には。

「それは自慢する所なのか……？　まあいい、変化球ごまかしは止やめだ。――率そつ直ちよくに言うぞ。子作りをしよう。いきなり目的こづくりでなくてもいい。お互たがい、気の済むまで、快楽に身を委ゆだねる日々を連ねるのも悪く無い」

「な、え、何ナヌッ??!」

　急に魔王が、魔ま界かいの言語か何かそんなような物を使い出した、と思ったぐらい、俺は魔王の言葉を咀そ嚼しやくして飲み込む事が出来なかった。

「――だから、お前と性せい行こう為いをしたいと言っている。私とお前との間に、子を儲もうけたいと言っている」

　葡萄酒のお代わりをする魔王。なんで平然と、いや平然じゃ無いのかもしれないが、そんな事を言ってのける??

「話がっ!!　ちょっと！　ちょっと待ってくれ!!　話が飛ひ躍やくし過ぎてないか?!　いくら何でも……」

「何も飛躍などしていない。私は最初から、お前を相手に選んでいたぞ。でなければ、とっくに鏖みなごろしだ」

　サラリと言ってのける魔王。俺は、葡萄酒のせいもあるが、冷静に物事を判断出来る精神状態では無くなっていた。

「――これは、何かの夢か……??」

　そう尋たずねるのが、やっとだ……。

「殴なぐって気が済むなら殴ってやるぞ？　肉にく弾だんは得意では無いが」

「いや……意外と、夢の中って、夢なりに、痛いと感じたりするんだよな……」

　誰だ？　さっきまで主導権を握っているとか思っていたバカは？　――俺だ……。

「面倒なやつだな。では、一回寝ねて起きろ」

　魔王に手をかざされ、俺は一瞬で意識と全身の力を失った。







７章　全てを知る勇者







　――朝になり、俺はいつもの、大部屋の自分のベッドで寝ていた事に気付いた。

　昨夜の魔王の言葉。あれは夢だったのか？　いや、そこまで俺の脳は錆さびついちゃいない。『本当にあった事』だ。

　だがそれを、どうパーティーみんなに説明したものか……。

　顔を洗い、歯を磨みがいていると、ヘルディンに背中をどやしつけられた。

「ようリーダー。どうだったんだ？　ちゃんと話ナシ、つけられたのか？」

「まだ交こう渉しよう中だ」

　俺はうがいをし、塩水と口内の汚よごれを吐はき出す。

「だらしねえなー」

「甲か斐い性しよう無し……」

　と、女じよ性せい陣じん二人に責められるが、原因の全てが俺にある、などと正直に答えたら、どんな惨さん劇げきが我わが身みに降りかかるか、想像するだけで怖おそろしい……。

「テキキタ!!　テキキタ!!」

　と、今ばかりは、丁度良いタイミングで、シラセムシが鳴く。そしてクジ引き。――今回は全員『当たり』。つまり俺にとっては、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの『外れ』だ。

　――身み支じ度たくをし、部屋を出ようとした所で、ダンピールが声を掛けてきた。――この男はここに来てから一度もベッドを使っていない。常に立って眠っている。何かあるらしいのは前に聞いたが、それ以外にも、「立って眠れる俺カッケー」のアピールでもしているのだろうか。

「一人で大だい丈じよう夫ぶか？」

「え??」

　ダンピールが、意外な事を言う。

「今日の敵は、強いぞ。それなりの気構えでいた方がいい……」

　彼かれなりの、忠告だ。魔物の気配や強さや、そう言った事に最も敏びん感かんなダンピールが言うのだから、間ま違ちがいはあるまい。

「まあ一応、ルールだしな。本当にヤバくなったら、助けに来てくれよ」

　ここに来てから、冒ぼう険けん者しや相手にピンチらしいピンチに陥おちいった事の無いという浅せん慮りよもあったかもしれないが、俺は軽い調子で言った。

「判わかった……」

　ダンピールも、それ以上は追つい及きゆうしない。かくて俺は、一人で城門に向かった。







「ほう。お前が噂の、魔王の門番、『怪かい人じん装備置いてけ男』か」

　パーティーの先頭に立った男――金きん髪ぱつの短たん髪ぱつ。肌はだは浅黒く、筋骨隆りゆう々りゆうの大男。俺よりも、はっきりと大きい。２メートル近くはある――が、野太い声でそう言った。

「なんだその、心外極きわまりない通り名は」

　と、俺は憤ふん慨がいする。

「事実だろう。現に魔王の城の門に立ち、討とう伐ばつの手を阻はばむ、人の道を逸それた『外げ道どう』として、ここに居る。腕うでっぷしだけは矢や鱈たらに強いらしいが、強い魔物モンスターの群れには何度も遭そう遇ぐうしている。お前も、俺にとっては魔物と同類だ」

　大男の言葉は、更に俺を憤慨させる。

「外道だと?!　歴れつきとした勇者に向かって、外道呼ばわりは、聞き捨てならねえな……！」

　とは言え、ダンピールが警告した通り、この男は相当な手て練だれだ。この距きよ離りならば、それぐらいは判る。他ほかの面々が、百ひやく戦せん錬れん磨まの達人である事も。こいつら全員に対して俺一人は、少々分が悪いかもな……。

「――勇者、と言ったか？　今」

　リーダー格の大男の、太い片かた眉まゆが上がった。

「ああ言ったな。俺の本業は、勇者だ」

　俺は簡潔に、事実を述べる。これまでは伏ふせていたが、もうバレている事だ。

「ふざけるな！　勇者と言えば、西の国の勇者である、俺一人だ！　魔王の使いっ走りをしている貴様が!!　勇者だと?!」

「何なら、試ためしてみるか？　元より、装備も金も置いて行ってもらうつもりだからな」

　と、俺は余よ裕ゆうを醸かもしていたが、内心動どう揺ようしていた。えっ？　勇者？　確かに俺は『東の国の勇者』と呼ばれて来たが、じゃあ、他にも、北とか南の国にも、『勇者』が居るって事か……??

「面おも白しれえ。おいお前ら、手を出すなよ。どっちが本モノ物ホンの勇者か、偽パチ物モンなのか、はっきりさせようじゃねえか……！」

　西の国の勇者は背後の仲間に告げたと同時に剣を抜ぬき、突とつ進しんして来た。――おお、これは相当稀少レアな魔ま剣けんだな、と一瞬気を取られたせいで、鉄拳アイアンフイストの魔法を両りよう拳こぶしに掛ける暇ひまが無かった。どちらにせよ、本気で取とり掛からないとマズそうな相手ではあるのだが。

　俺おれは肩に担かついだ愛あい剣けんを外し、相手の突つきを弾はじく。えらい力だなおい。

「――流石さすがの反応だな。それにその得物、ドラゴンボーンクラッシャーか。いいモン持ってんじゃねーか。俺のと交こう換かんしねえか？」

　西の国の勇者を名乗る男は、ニタリと笑う。

「生あい憎にくだな。お前の物は俺の物。俺の物も俺の物だ。――しかし、いいのか？」

　俺の問いに、なにがだ、と言わんばかりに、西の勇者は若じやつ干かん怪け訝げんな表情になる。

「お前は、強い、と思う。だから俺は手加減が出来ない。たぶんお前を殺す事になるだろう。だが、本当にそれでいいのか？　生きてさえいれば、楽しい事は幾いくらでもあるぞ。無理に茨いばらの道を歩くことも――」

「死ぬのはお前だ!!!!」

　声を荒あららげた西の国の勇者は、左手から、スタンフラッシュを放つ。――一種の目め潰つぶしだ。まともに食くらえば、数分間は視界が消失する。が、俺は読んでいた。剣の表面を相手に向け、地面に突き刺さしながら身を屈かがめ、光を防ぐ。――と、背後から勝かち誇ほこった声がする。

「馬鹿が！　ただ目を瞑つぶるのと、どう違ちがうんだそれ？　無意味だよ!!」

　俺は剣の柄つかを握にぎり、逆立ちをする。西の国の勇者が放ったミニフレアが眼下を通り過ぎて行った。ほぼ同時に、先さき程ほど同様の突きが空を切る。どうやらこれが、こいつの必殺技パターンらしい。流れは、掴めた。
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「なっ?!」

　二度目の奥おう義ぎが空から振ぶりし、俺を通り過ぎてたたらを踏ふんでいる状態の西の国の勇者を目視し、俺は前方に回転しながら大き過ぎる大剣を抜き、着地の勢いのまま、奴やつを縦両断した。

　人間なら、いやどんな強大な魔物でも、この状態で生きていられるはずが無い。――その思いが、俺に充じゆう分ぶん過ぎる程ほどの油断を生ませた。

「今だ!!!　やれ!!!!」

　西の国の勇者は、両手で己おのれの身体が離れぬよう、血や内臓を零こぼれ出させつつも、首元を横から押おさえつけながら叫んだ。なんて執しゆう念ねんだコイツ。流石に勇者を標ひよう榜ぼうするだけはある。

　――と、俺は足元が固まる感覚に襲われた。石化魔法か！　敵の魔ま法ほう使つかいに、まんまとやられた……！

「おい、一対一の勝負じゃなかったのかよ?!」

　無む駄だ、且かつ間ま抜ぬけを承知で、俺は両断された西の国の勇者に恨うらみ言ごとを述べる。

「『手を出すなよ』は、『いざとなったら全力で援護しろ』の符牒サインだ……。しかし俺が、死ぬとはな……お前は危険だ……石像になり、砕かれてしまえ……！」

　西の国の勇者は手を離し、二つの肉につ塊かいとなって頽くずおれる。勇者さま、勇者を殺した悪あつ鬼き羅ら刹せつめ、と呪のろいの声を受けながら、俺の身体は半分がた石化が進んでいる。これは、ちょっとヤバいかも……。

「――うおっ!!」

　と俺は、不ぶ恰かつ好こうに後ろに倒たおれた。動け！　動け！　と念じてはいたが、まさか本当に動くとは……?!

「一対多数の基本戦術も知らぬのか？　忘れたのか？　まだまだ『勇者として』未熟のようだな」

　そう言って俺を仁に王おう立だちで見下ろしていたのは――

「魔ま王おう!!」

「これは貸しだぞ」

　と『正装』の魔王が、残りの４人に手をかざす。

「魔王?!　この超ちよう美び少しよう女じよが?!!」

　西の仲間の一人が、驚きの声を上げる。

「まさか。信じられな――ギャアッ!!!」

　俺に石化魔法をかけたと思しき人物が、燃え上がる。それは、外部からの炎ほのおの魔法で焼かれると言うよりも、相手の内側から燃ねん焼しようしているようにも見える。――そして一人が燃もえ尽つき、また一人、と次々と西の国の勇者パーティーは燃えカスになっていく。

「――お前がやってるん、だよな……？」

　判り切っている事だが、俺は立ち上がり、振ふり返かえって魔王に確かく認にんする。

「人間とは、かなり燃えやすい成分で出来上がった生き物なのだよ。私はただ、そのきっかけを与あたえているに過ぎん」

　初めて、魔王が、人間を殺す所を見た。口元には笑えみすら湛たたえている。そして同じ事をされたら、俺でもどうしようもないだろう、と次々思考がよぎって行った。

　――やがて、生きて脈打つ者が俺と魔王だけになった頃ころ、魔王は当然のように言った。

「では蘇そ生せいするぞ」

「そっ!!　え??　蘇生?!　今蘇生って言った?!　こいつら生き返らせるって事？　せっかくやっつけたのに???」

　驚きで、思わず声が裏返ってしまう。

「不満なのか？　私はてっきり、殺したままの方が、お前が不快なのだと思ったのだがな」

　不思議そうな表情かおの魔王。いや、そりゃそうなんだけどさ!!

「生き返らせたら、またこいつら、俺おれ達たちを襲って来るじゃないか!?」

　俺の発言に、フ、と魔王は鼻で笑った。

「それは、段階レベルによる」

「レベル」

「死ぬ直前と全く同じ状態で蘇生するか、生後ひと月の赤子の状態で蘇生するか。体はそのままでも、何の記き憶おくも戦せん闘とう力りよくも無いままに蘇生するか。どうするね？」

　得意げに俺を見やる魔王。いや確かに、そんな芸当が出来るのなら、とんでもない事だ。魔王こいつの魔力は、人間おれたちの何手も何十手も先を行っている……。

「――任せるよ。俺達に害意無く、自分達で帰られる程度に蘇生してやってくれ」

　声に疲つかれが出ているのも隠かくせず、俺は魔王に頼たのんだ。

「良かろう。だが、この、お前が片付けた西の国の勇者。お前が叩たたき斬きった装備までは元には戻もどらんから、そのつもりでな」

「あ、ああ……」

　この時、俺は一瞬引っかかる『何か』を感じたが、目の前で、両断された、或あるいは消し炭になった人間達がモリモリと蘇って行く様子に心こころ奪うばわれていた。

「――あれ、あれえ……？」

「ここは、どこ……？　ぼくの、なまえは……？」

　なるほど、俺が鎧よろい兜かぶとごと両断した西の勇者以外は、元の装備、元の外見に戻っている。西の国の勇者だけが、すっ裸ぱだかだ。――ふむ、『これ』も捨て難がたい、と俺に聞こえるかどうかの声量ボリユームで魔王が呟いたのを、俺ははっきりと聞いた。

「注目」

　パン、と魔王が手を叩いた。ビクッと反応する連中パーテイー。

「お前達に、これをやる。念じただけで、好きな村や街に一度だけ飛べる、特別な貴重品アイテムだ」

「あ――み、みずしらずのぼくたちに……どうも、ありがとう、きれいなおねえさん……」

　蘇生させられた西の国の勇者が、全ぜん裸らで前チンも隠さず、おずおずと感謝の言葉を告げる。しかし、どうも、さっきから感じている事だが……。

「その代り、下着以外、身に着けている物は全て置いて行ってもらう。どうせ使い道も判るまい？」

「この、フクロにはいってる、ひかってるまるいのも……？」

「そうだ。全て置いて行け」

「はい……」

　唯い々い諾だく々だくと、魔王の言葉通りに、彼らは下着姿になり、各おの々おのが一枚ずつ持ったフェニックスの尾お羽ばねで、全員違う方向へ飛んで行った。

「――一件落着だな。戻るか」

　と、踵きびすを返した魔王の背中に、残された装備品や金貨を集めながら、俺は呼よび掛ける。

「おい。あいつら、一体、どの段階レベルで蘇生したんだ？　あれじゃまるで……」

「脳の発育は４歳さい児じ相当までに留とどめた。魔ま法ほうを使う者は当然魔法は使えず、西の国の勇者の筋力や技わざは全て『抜いて』おいた。この世の成り立ちを、誰かに習うまで、数十年はかかるだろう。であるから、面倒事は、一件落着おしまいだ」

「悪あく魔まかお前は……!?」

　肝きもを冷やした俺の言葉に、冷れい淡たんな目つきで魔王は振り返る。

「悪魔？　そんなチンケな存在と混同するな。私は悪魔を統すべる『魔王』だ」
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「だから悪かったって！」

　音を立てて手を合わせるヘルディン。

「何がだ？　別に俺は何も……」

　と、俺は平静さを装い、装備を外し、大剣の手入れをする。

「ちゃんとこっから見てたんだよ！　お前がピンチなのも判って、みんなで行こうとしたら、魔王あいつがさ――」

「なるほどー。魔王一人居れば、自分達は戦わないで済む、とそう思ったわけかー」

「そうは言ってねえだろ！　ただ魔王あいつ、一瞬で形勢を引ひっ繰くり返しちゃったから……」

　困った声を出すヘルディンは稀レアもレアだ。もう少し楽しもう。

「あー。剣が随ずい分ぶんと、血と脂あぶらで汚れっちまったなー。俺一人で頑がん張ばったからなー。悲しいなー。目と鼻の先に仲間が居たのになー。汚れっちまった悲しみだなー」

「いじけてる男ってカッコ悪い……」

「私は忠告したぞ。慢まん心しんをした挙句一人で行ったのは、自己責任とも言える……」

　と、冷血二人組は相変わらず容よう赦しや無ない。それでもムッとしたので、何か言い返そうとしたが――

『夕食に付き合ってくれ。独りで食事するのにも飽あきていた頃だ』

　脳内に、魔王の声が響ひびき渡わたった。なんだ今のは??

「なあ、今、何か聞こえたか？」

　俺の問いに、全員が首を振る。

『お前だけに言っているのだ』

　また聞こえた！　――これが、精神感応テレパスという奴か。パーティーうちでは誰も使えない、こんな魔法も、魔王は当たり前のように使って来る……。

「ちょっと出てくる」

　と、俺は立ち上がる。

「おい、もうすぐ晩メシだぞ!?」

「あー……今日は、いいや。あんま食欲が無い」

「いじけ虫」

　ヘルディンとパラディンの声を背に、俺は魔王の部屋に向かった。――扉とびらの前まで来ると、前回同様、瞬しゆん間かん移動で室内に引き込まれる。

「うおっ！」

「まだ慣れんか？」

「慣れん、な」

　俺は正直に答える。

「よく来てくれた。まあ座れ。食え」

　と、『普ふ段だん着ぎ』である魔王の私室のテーブルに盛られているのは――

「すげえ……！」

　ステーキはもちろん、巨きよ大だいなエビやカニまである！　見た事の無い貝のバター焼きの香かおりも食欲をそそられる！　これ、最初の宴うたげの時より豪ごう華かなんじゃないか……？

「いつもは、ここまで豪ごう勢せいでは無いぞ」

　と、俺の心情を読んだかのように、魔王が応じる。いや、実際読まれていたとしても何ら不思議ではないのだが……。

「難敵を倒してくれた、お祝いをしようと思ってな」

「――難敵？　お祝い？」

　食った事の無いご馳ち走そうを食うのに夢中になっていた俺は、即そく答とう出来ない。

「西の国の勇者、だ」

「あ――」

　さっき、戦せん闘とう中、というか、後始末の最中に、俺が引っ掛かっていた物の正体が判った。

「西の国の勇者を、知っていたのか？」

「まあな」

　と魔王は短く答える。

「人間の俺でも、知らなかった事だぞ。勇者は世界に俺一人なのだとばかり――」

「人間だから知らされない、という事もあるのだろう」

　魔王は意味深な笑みを浮うかべる。

「つまり、あいつは本当に本物の勇者だったのか?!」

「少なくとも、『そう』育って来たのは事実だ」

　いかん。また混乱してきた。魔王こいつと居ると、良かれ悪あしかれ混乱させられてばかりだ。

「俺は、『東の国の勇者』と呼ばれ、今日まで生きて来た。さっき倒して蘇生させたあいつは、『西の国の勇者』。て事は、ひょっとして、北にも南にも、勇者が居るのか??」

「居るな。北のとは、まだ会った事は無いが」

　魔王、アッサリと答える。こちとら、これまで単純明快シンプルだった世界の見え方が大崩壊寸前だと言うのに……！

「私は、お前がここに来る前から、お前を知っていた」

　更さらに俺が混乱するような事を、魔王は平然と言い放つ。

「『西の方の』事もな。お前をこのまま城ここに留めておけば、いずれ二人は衝しよう突とつする。その結果が知りたかったせいもある。第一印象はお前だったが、私は強い男が好きだ。そしてお前は実際、西の者よりも、強かった」

「少し……考えさせてくれ……」

「好きにしろ」

　と魔王は蟹かにの甲こう羅らを開き、中のカニみそを穿ほじって食べている。

「――その……」

　と、暫しばらくして、俺は口を開く。

「なんだ？」

「俺と、その、こ、子作りをする、というのが、お前の最終目標だったんじゃないのか……？」

「最終目標、という意味ではそうかもしれんが、言ったろう？　『答えは一つではない』と」

　き、汚きたねえ……！

「西の国の勇者と、俺を戦わせるのが目的の一つでもあったと？」

「そうだ。北の勇者はまだ幼い。ここに来るのは、当分先の事になるであろう」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくと言う言葉通りの体ていで、魔王は食事を続ける。

「じゃっ、じゃあ！　南の国の勇者も居るって事なんだな？　会った事もあるんだな??　どうだったんだよ?!」

「どう、とは？」

「だから、その――見た目、とか、強さ、とか……」

　俺はなぜか、しどろもどろになってしまう。

「強さなど、所しよ詮せんは『人間界での』強さだ。私にとっては、赤子も青年も老人も大差無い。それよりも……」

　と、魔王は眉まゆ根ねを寄せる。

「何かあったのか？」

　魔王は、直接質問には答えず、また質問で返して来る。

「南の国を建こん立りゆうした大王の銅像があるのは知っているか？」

「そりゃまあ、それぐらいは学校で習ってるぞ」

　鎧兜を纏まとい、剣を構えた恰かつ幅ぷくのいい中年の絵は見た事がある。

「その銅像が、ヤツだ。脂ぎって性欲丸出しの鬱うつ陶とうしい奴だったから、像にしてやった。今でも意識はあるはずだぞ。早く殺してくれ、と願っているかもしれんが、私は優やさしく無いのでな」

　蟹の脚あしの身を食べながら、魔王はサラリと言った。――って、はあ?!!

「ちょちょ、ちょっと待て!!　整理するとだな！　俺は、子供の頃、南の国に、太古から『大王』として銅像があると教えられた。これはどういう精神操作マインドコントロールの結果だ??」

「別に何も？　お前が生まれる前に、南の国の勇者ヤツが来て、銅像に変えてやって、当時の人民に、『これはお前達たちの国の大王だ』と精神感応テレパスを送っただけだ。もちろん、全世界の話では無い。南の国だけだ。それだけで、人々の間で噂うわさが伝説となり、常識となるには充分なのだよ」

「………」

　ここまで来ると、完全に俺の許容量キヤパを超こえている。何も、言えない。

「つまり、北はまだ子供。西はお前が倒した。南は私が過去に銅像にしてやった。だから今の時点で、『勇者』と名乗っていいのはお前だけだ。そこは自信を持っていいと思うぞ」

「はあ……」

「という訳で、了りよう解かいしたなら、食事の後に子作りをしよう」

　俺は、気を静めようと口に含ふくんだ葡ぶ萄どう酒しゆをブハッと噴ふき出だした。

「何をしている。汚れるではないか」

「結局話はそこに行くのかよ!?」

　口を拭ふきながら、俺は抵てい抗こうの構えに入る。

「それが最終目標だと、さっき言ったばかりだぞ？」

「なんでそんなに子作りしたがるんだよ!?」

　そう。それも色々なタイミングの問題やらなんやらで、訊きけずにいた根本的な疑問だ。

　すると、魔王は見慣れない、台の付いた球体を、念動力サイキツクで運んで来た。

「これが何か判るか？　――いや、愚ぐ問もんだったな。知らない者の方が遥はるかに多い。――今、私達が居るのは、この辺りだ。青色が、海。それは、判るな？」

「当然だ。船で海を渡り、飛行船で山を越こえ、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをよじ登ってここまで来たんだからな……」

　しかし、魔王の指し示す場所……えっ？　こんなに小さいの!?　俺が思っていた『世界』の概がい念ねんが崩くずれ落おちそうだ。もうとっくに崩れたと思っていたのに……。

「ここと、ここと、ここ。これらが、私の統べる領域だ。他は、どうなっていると思う？」

　どうなってるも何も、世界の全てを支配していたんじゃなかったのかよ??

「わ……」

「判る訳、無いよな？　たった今、『世界』がこんなに広いのだ、と受け入れていい物なのかどうか、葛かつ藤とうしている最中なのだろうからな」

　と、魔王は先回り先回りで俺の言葉を奪って行く。

「そ……」

「そこまで知っているなら、答えを教えろ、と言いたいのだろう？　だが、何事も、自分の頭で考える癖くせをつけないと、フヌケになるぞ。私はフヌケた男は嫌いだ」

　魔王は値ね踏ぶみするように、俺をじっと見る。――俺は懸命に答えを模も索さくする振りをした。いや何も、魔王に嫌われたくないからでは無く！　あまりに簡単に答えては怪あやしまれると思っただけだ！

「――俺の知らない世界にも、魔王は、存在する、のか……??」

　俺の答えに、ある程度満足した様子で、魔王は拍はく手しゆした。

「当てずっぽうにしては、なかなか良い所を突いているぞ。――今指した場所以外は、私の血けつ縁えん者しやが支配している」

「け……」

　血縁者。俺が口くち籠ごもったのは、仲間パーテイーの女子二人の予想が正せい鵠こくを射ていたからであり、予期していたとしても、決して喜ばしい事態では無いからだ。

「要するに、家族、と言った方がいいか？　父と母、兄と姉。全員が、各々『大魔王』『女大魔王』などと称しようしているがな」

「いい加減、俺にもちゃんと喋しやべらせろ!!」

　さっきから俺は、ずっと後手後手だ。

「どうぞ」

「え……っと。お前、家族、居たのか」

　まずは、そこからだ。質問というより、確認作業だな。聞く限り、どうやら本当に末っ子のようだ。仲間うちの女子二人の勘かん、怖こええ。

「ああ。もうだいぶ会っていないし、会いたいとも思わんが」

　僅わずかに寂さびしげな、自じ嘲ちよう気味な口調の魔王。

「仲、良く、ないのか……？」

「はっきりと、悪いな。こうして分ぶん裂れつして、支配の領土を鬩せめぎ合っているぐらいだ」

　と言う魔王の表情に滲にじんでいるのは――嫌けん悪お感？　苛いら立だち？

「仲良くしろよ。家族は、良い物だぞ……？　独り身の俺が言うのもなんだが……」

「だから、お前を姻いん族ぞく、つまり家族にすると決めたのではないか」

　話が一周したぞおい。そして、一周しても尚なお真意が判らない！

「だから！　なんで俺がお前と家族に?!　なんで俺と子作りをしたがるんだよ?!!」

　答える代わりに――ふと、魔王が立ち上がり、俺の隣となりに座すわり。え？　と思う暇も与えず、矢庭に俺に抱だき着ついて、接吻くちづけをする。――舌と舌が絡からみ合あう、濃のう厚こうな接吻くちづけを。なんて柔やわらかい……温かい……脳が、脳が溶とける……。

　糸を引きながら、魔王は俺の口から口を離はなした。――数秒後、我に返る。

「いっ!!　いきなり何すんだ!!?」

「魔ま法ほうは使えたな？　――そこの窓に、一番威い力りよくの小さい、炎ほのおの魔法をぶつけてみろ」

　俺の質問に答えず、魔王は突とつ拍ぴよう子しも無い事を言い出す。――ん？　心なしか、魔王の頬が上気しているような……？

「いや壊こわれるだろ！　つーか火事になるだろ!?」

　俺は俺で、耳が真っ赤になっているのを自覚している。――だって、『初めて』が、この魔王とだなんて……。

「ならん。この城は、特にこの部屋は、私が魔法を最大限マツクスに放っても壊れないよう造ってある。とにかく、やれ」

「どうなっても知らんぞ……」

　もう何が何やら。とにかく、俺は詠えい唱しようし、窓に向けてファイアの魔法を発動させる。――え?!　俺、間違えた??　まだ接吻くちづけショックから立ち直って無かった??!

　その威力は、俺の使える最大の炎魔法と同等かそれ以上の勢いだったからだ。そして魔王が述べたように、窓は溶けてもいないしヒビすら入っていない。

「こ、これは……！　なんだこのバカげた威力……??」

「そういう事だ」

　と魔王は、したり顔で頷うなずく。

「いやいや、さっぱり判らん!!　どういう事だよ?!」

　俺は思っている事がそのまま言葉になってしまう。とにかく説明を要求する!!

「今、粘ねん膜まく同士の接せつ触しよく交こう換かん行こう為いをしたろう？　私の体液がお前の中に、少量ではあるが取り込まれ、こうなった。ざっくり言えば、お前は強くなったのだ」

「強く……」

　魔王の言っている事は正直あまり理解出来ていないが、『感じる』物はある。少なくとも、間違って最大の炎魔法を使ったのなら、多少なりと疲れる筈はずだが、俺は全く疲れていない。

「一方、私は、人間の体液を取り入れる事で、一種の抗こう体たいが生まれ、お前ほどでは無いにせよ、強くなった。因ちなみに、性せい行こう為いをすれば、この比では無い」

　――なるほど。徐じよ々じよに、魔王の真意が見えて来た。

「じゃあ、お前はそれが目的で……」

　だが、魔王は軽く首を振る。

「それは目的の３割だ。強い人間から得られる抗体なら、それに応じて強くなれる。そしてお前は今より更に強くなる。この行為は、同じ種の者とでは意味が無い。魔族全ぜん般ぱんとではな。――もう、言わなくても、判るか？」

　と、隣に座ったままの魔王は、上うわ目め遣づかいで俺を見る。

「ええと――その、お前との間に出来た子供は、もしかして、相当、強い、のか……？」

　言いながら、なぜだろう。俺は少し、いやかなり、気持ちが落ちている。しかし、魔王は俺の答えに、上じよう機き嫌げんで再び拍手した。

「大正解だ。私の血縁者に、異種交配をした者は居ない。この間かんに、私とお前が子を作れば、この全てが易やす々やすと手に入る超ちよう越えつ種が生まれる事は、よもや疑いが無い。理解したようだな」

　魔王は球体の模型を叩きながら嬉き々きとして言ったが、俺の気持ちテンシヨンは下がるばかりだ。ふう、と溜ため息いきをつき、言い切る。

「そういう話なら、俺は断るぞ」

「なに？　なぜだ?!」

　初めて、狼狽うろたえる魔王を見たが、それで気分が晴れる物でも無い。――俺は、死ぬ覚かく悟ごで、深呼吸し、告げる。

「さっきのくちづ……口がちょっと当たったアレだが、子作りにせよ、どれも、人間おれたちは、相手の事が好きで、大事で、愛しているからする行為だ。領土争い？　覇は権けんを握にぎる為ための子供を産む？　そこには何の情愛も無いじゃねえか。そんなのは、クソ喰くらえだ。殺したきゃ、今殺せ」

　俺は魔王の目を見ながら話すつもりでいたが、途と中ちゆうから、魔王は長い睫まつ毛げを伏せる。――何も、言わない。何もしてこない。

「――殺す気が無いなら、行くぜ」

　と、俺は魔王に背を向けて立ち上がる。

「私と契ちぎれば、ほぼ不老不死になれるぞ！　私の力も共有出来る！　共に世界を革命しようじゃないか!!」

　演技なのか本気なのかは定かでは無いが、俺の背に浴びせる魔王の声は、まるで懇こん願がんしているように聞こえる。

　全く、何の未練もありはしない、などと心からは言えないにせよ、俺の気持ちは動かない。これが最後のつもりで振り返る。

「そういうの、興味無いんだよ俺。世界はシンプルな方が良い。魔ま物ものが居て、それを倒して、カネもらって。魔王が居るなら斃たおしてっていう方がな。近々、下山を――」

　ん??　俺は、思わず、魔王の顔を二度見した。――涙なみだ？　魔王の片目から、いや今は両目から、涙が止とめ処どなく――

「……なんだ、この液体は……??」

　と涙なみだ声ごえで呟つぶやく魔王。洟はなまで垂らしている。

「いや、俺が知りたい！　なんでお前、泣いてるんだよ?!」

　余りにも想定外イレギユラーな展開ながれに、今は俺の方が動揺している！

「『泣いてる』？　私が？　いったいどうして……??」

　と言いながら、魔王は美しい顔を歪ゆがめ、嗚お咽えつを漏もらした。

「おいおい……何がどうなったんだ??」

　魔王を『斃す』のと『泣かす』のとでは、大きく意味合いが違ってくる。これじゃ俺の方が悪者みたいじゃないか……！

「わからない……ただお前が、私の世界から消える事を考えたら、妙みような感情に……支配されて……私は……支配されるのは嫌きらいだ……」

　顔を覆おおって本格的に泣き出す魔王。俺はオロオロする事しか出来ない。――だが、その感情って、もしかしなくても……？

「わかった！　泣くな!!　俺はどこにも行かない！　この城に居るよ!!」

　と、気付いたら、俺は魔王の両りよう肩かたを掴んで宣言していた。

「――ほんとうか……??」
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　と、魔王は泣なき腫はらした目で俺を見上げる。判わかってる。これも魔王の策なのかもしれない。『泣き落とし』という、美女だけが扱あつかえる策だ。しかし、万一そうだったとして、目の前で、美しい少女が俺の言動で泣いてしまったのなら、放っては置けない。

　それは異性の免めん疫えきがどうこうよりも、俺が『勇者』だからだ。――と、言う事にしといてくれ。

「ああ、約束するよ……」

　と、俺は心を込めて、そう言った。

「じゃあ、子作りも、してくれるか？」

　と魔王は甘あまえた声を出す。あれ？　やっぱり『策』か??

「それとこれとは、話が別だ！　よく考えさせてくれ！」

　と、俺は座り直した。

「考える時間なら充分あった筈だ」

　魔王は俺の膝ひざに手を乗せる。その手を振り払はらえない俺も居る。

「勇者と魔王とは、敵同士で、戦いこそすれ、馴なれ合うなどとは、まして、その、何というか、肉体的な関係を結ぶなんてのは……」

「そんな物は、先人が勝手に作ったくだらぬ因習だ。――先程、お前は私の接吻くちづけを、強ごう引いんには断らなかったな。つまり、一度は、互たがいの合意の上で接吻くちづけをする間あいだ柄がらに成った、という事だ」

　と、魔王が俺の肩かたに頭を乗せつつ、膝に置いた手をサスリサスリしてくる。その手が、段々と、付け根の方に……！

「それは――いや、言い訳はしない。確かに、俺はお前と接吻くちづけをした。それ以上でも以下でも無い」

　俺は股こ間かんをまさぐられながら、それでも毅き然ぜんと明言する。

「さっき言っていたではないか。お前は、好きでも嫌いでもない相手と、そういう事をするのか？　それが勇者の生き方なのか？」

「うっ――」

　魔王め。一番痛い所を。勇者心こころに訴うつたえる方向で攻せめて来た。

「或いは、種族が異なれば、そこに何らの愛情が無くとも、平気で唇くちびるを奪える物なのか……？　恩義を感じた、等という理由なら、お前は、給きゆう仕じ係のオーク全員に同じ事をするべきじゃないのか？」

　魔王は、どんどんこちらの退路を断って来る……！

「判った！　認める！　確かに俺は、お前に魅み力りよくを感じていた部分はあったかもしれな――」

「……かもしれない？」

「いや、感じている!!　しかし、やはり、それぞれの立場と言う物がだな――」

「認めたな？　認めてくれたな。嬉うれしいぞ……!!」

　と、魔王は再び俺おれに抱き着き、濃厚な接吻くちづけをして来た。だからこれ、やられると毅然とした思考能力がだな……。




　――気付いたら、俺は室外に出ていた。魔王を置き去りにして。

　何故なぜか？　有あり体ていに言ってしまえば、臆したビビツたのだ。

　これが、幼おさな馴な染じみの、村一番の器量良しとかなら色々変わって来るだろうが、『今』、俺に迫せまって来たのは、世界級レベルの美少女であり、何と言っても、魔王、だ。

　俺は二十数年、『勇者』という、ある種の舗ほ装そうされ、束そく縛ばくもされた道を歩いて来た。当然、そこに色いろ恋こいの要素が入る余地も無く――

　いや。――いや。

　それは全部、自分への言い訳だ。そんな事よりも、扉一枚隔へだてた、急に逃にげるように席を立たれ、残された魔王あいつの気持ちを想像するべきだ。

　その上で、俺の中の『勇者』はどう動くのか、考えに考え抜ぬかなくてはならない。

　――そして俺は向き直り、魔王の私室の扉を開いた。




「よう」

「……なんで出て行った？」

　魔王は、また泣いていて、洟を啜すすりながら尋たずねて来る。

　ん？　なんだか違い和わ感かんがあるな？　と、俺は思いつつも打ち明ける――

「すまん……実は俺、『未経験』で、いざとなるとその、心の準備って言うか……」

「そんなの知ってるし、私だって同おんなじだ!!」

　と、魔王は泣きながら大声を上げる。――ってか、マジで?!　魔王おまえも未経験なの??　いつも余よ裕ゆうに見えるからてっきり……。

「それはあれだ、悪かった……もう逃げないよ」

　と、俺は詫わびつつ、気付いた。魔王の口調はなしかたが、微び妙みように違ちがう。

「ん」

　一応泣き止やんだ魔王は、ソファに座ったまま、両りよう腕うでを突つき出して来る。――俺はその腕うでを取って、立たせてやるが……。

「そーじゃなくて!!!」

「どーすりゃいいんだよ?!」

「こうするんだ!!!」

　と、魔ま王おうが抱き着いて来る。――気付けば、魔王は完全な裸ら体たいに為なっている。確認すると、俺も、だ。

「おふっ!!!!」

「――これで、２回。私とお前は、２回接吻くちづけをした。１回なら言いい逃のがれ出来たかもしれないけど、もう無理だぞ？　責任を取ってもらうからな……！」

「え……？」

　出来たの？　言い逃れ？　そして、責任を取る、とは……??　と、魔王が指を鳴らす。――５人は悠ゆう々ゆうと横になれる、広くて柔らかいベッドの上に、俺達は移動していた。

「こっ!!!」

「『こ』？　いよいよ子作り、したくなって来たか？」

「違う!!　――こ、こんなやり方で、お前は満足なのか……?!!」

「満足するのはこれからだが、私は、今の移動以外何の魔ま力りよくも使ってない。その上で、立ち去るどころか、準備万端だろう？　フフ……」

　と、俺の局部を指し、魔王は、笑う。――俺が何か言う前に、伸のし掛かかって来た。

「幸せ……」

　と、ごく小さな声で囁ささやきながら。




▲〇▲




「おはよう、愛いとしい人」

　と、日の出の直後に、俺は耳を舐なめられ、跳とび起きた。

　あの出来事が夢でなかった事は、体で感じている。

　それは途と方ほうもない体力的疲ひ労ろうと、途方もない魔法力の充じゆう実じつ感だ。

「やっちまった……俺はもう、勇者失格だ……」

　と、俺は頭を抱かかえて呻うめく。

「私と『する』のが、そこまで嫌いやだったのか……？」

　不安げな顔つきで、魔王が尋ねる。――意識しているのか、していないのか。魔王の『感じ』は普ふ段だん通りに戻っている。指し摘てきした方が良いんだろうか？　いや、今は俺がそんな気分じゃない……。

「嫌じゃないからこそ、『最後』までやっちまったんだよ……」

　例えるなら、天にも昇のぼる心ここ地ち、いや、相手が相手だけに、地じ獄ごくの底にある禁断の蜜みつを舐めたかの如ごとく、とでも言おうか。

「『最後』までではないぞ？　中で終わらなかったじゃないか」

「それは……ギリギリの所で理性が働いたんだ……」

「ほーお。私の技術テクニツクも、まだまだなんだろうし、私も少々痛かったから色々改善の余地はあるな……」

「あー。仲間あいつらに合わせる顔が無い……」

　と、俺は文字通り枕まくらで顔を覆う。――そんな俺を見て、魔王は小さく笑っている。

　俺はその意味を問とい質ただそうとして――

「うおっ!!　なんだコイツ!?　痛いてぇっ!!」

　大きさはカラスぐらい。だが羽の色は、光ひかり輝かがやくような美しい鳥が、執しつ拗ように俺の頭を突つついて来る！

「フェニ夫お！　また勝手に籠かごから出たの――か!?　ダメ、だ、ぞ!!」

「ユウシャバーカ。ユウシャノバカ！」

　と、俺を突つつきながら鳥が喋る。

「鳥まで俺をバカにしやがって！　痛いってっ!!」

「違う!!　そいつは――」

「チットモワタシノキモチニキヅカナイ！　ワタシハコンナニスキナノニ！　ユウシャノバカ！」

「フェニ夫！　いい加減にしないと焼くぞ!!」

　と、真っ赤な顔の魔王が口笛を吹ふく。――やがて、その音色に気付いた様子の鳥は、俺を襲おそうのを止めて、魔王かのじよの腕に留まる。

「――ふう……。やっと治まったな。彼は、私にとって大事な存在だから、もう突つついちゃダメだぞ？　それとも、腹が減っているのか??」

「ユウシャバーカ」

「なあ。それ、もなんだが――」

「ああ、この鳥は、小型不死鳥ミニチユアフエニツクスのフェニ夫という。とにかく獰猛ヤンチヤで、私にしか懐なつかない。エサは生の、それも新しん鮮せんなツナサーモンしか食べないワガママな奴やつだ。――この事は全部、極ごく秘ひだからな？」

　ははあ、いつぞや刺さし身みを持って城内を歩いていたのもそうだし、だから魔王こいつの部屋はいつも施錠ロツクされているのか、と得心したが――

「え！　今、フェニックスって言ったか?!　じゃあ、もしかして……??」

　毎日のように、『フェニックスの尾羽』という宝物レアアイテムを惜おしげも無く提供していた謎なぞも解けたぞ！

「あの羽は無理矢理毟むしっていた訳じゃなく、『こいつ』が羽繕いグルーミングした時、自然に抜けたのを取っておいてあるだけだから、変に誤解はしてくれるなよ？」

　と、魔王は小型不死鳥ミニチユアフエニツクスを優しく撫なでながら応じる。

　――そろそろ『潮時』か。これ以上放っておくと、後が怖こわい。

「誤解、と言えば、ずっと言いたい事が……」

「ん？　何だ？」

「魔王おまえ、昨夜ゆうべからなんだけど、自分で性格キヤラが曖昧ブレブレになってる自覚、ある？」

「――ッッッッッッッッ!!!!」

　次の瞬間、俺はベッドから、有う無むを言わさぬ何らかの力で吹っ飛とばされ、全裸フルチンで床ゆかに落とされた。――やっぱ、無自覚だったんだな……。

「私を侮あなどるな!!　一いつ時ときの激情につい揺ゆさぶられ、挙句の果てに落らく涙るいしたなどとは思わぬ事だ!!　私を侮る事は、たとえそなたでも許さんぞ!!!」

　自分で言っちまってるじゃねえか……。
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「痛いでで……あれ、『フェニ夫』は？」

　そう。あの小型不死鳥のフェニ夫は、あれが通常の鳴き声では無いだろう。俺はフェニックスに恨うらみを買うような真ま似ねまではしていないし、鳥の種類に依よっては、飼い主の話を覚えて真似ると聞いた事がある。――と、するなら、あれは魔王の……??

　全裸フルチンは心こころ許もとないので、止むを得えずベッドに入りつつ、俺は隣で、『見慣れた』魔王の横顔を見る。だいぶ、紅潮しているが。

「――籠に戻もどるよう、命令した。重ねて言うが、くれぐれも――」

「誰だれにも言わねえよ。言う相手も居ないし、漏らしたら、ハッキリ言って俺の方が立場が危あやうい。それよりも――」

「それよりも？」

「――さっき、何で笑った？」

　俺は仰ぎよう臥がし、質問する。

「ああ、それか……。勇者とは、人間達の希望の存在。私には少し鬱陶しいが、この朝の光のように無くてはならない大切なものなのだろう……？」

　と、魔王はすっかり、いつもの調子を取とり戻している。

「よく判ってるじゃないか。それが、どうかしたか？」

「今は、そなたが、私の、私だけの勇者になったと知ったら、人間共はどうするのだろう、悲ひ嘆たんにくれるのか、憤ふん怒ぬに戦慄わななくのか。ふと想像したら愉たのしくなってな、フフ……」

　冗じよう談だんじゃないぞおい。俺は振ふりかぶって、横になったままの魔王に強く訴える。

「おい。バラすなよ。フリじゃないぞ。絶対バラすなよ？　バレたら俺は、自分で自分の首を斬きり落とすしかなくなるんだからな?!」

「フリ、というのはよく判らんが、既すでにそなたは、首を落としたぐらいでは死なんよ。何なら、首無し騎士デユラハンとして生きる道もあるが、何よりも私がそれを望まない……そなたの顔は、私は好きだからな」

　魔王は半身を起こし、俺の顔や身体に唇を当てて来る。舐めたり、吸ったりもして来る。

　あんまり認めたくは無いが、と言うより、初対面からハッキリと異性として相当魅み力りよく的てきだった魔王が、なぜか一段と魅力を増しているように感じる。魔ま術じゆつを使われているのでは無さそうだが、理由までは判らない。身体が自然と反応してしまう。

　もういいや。一回も二回も同じだ馬ば鹿か野や郎ろう。







８章　決断を迫られる勇者







　誰にも見つからない内に、部屋へ戻ろうとした俺だったが――

「おはよ――ん……？」

　既にヘルディンが起きていた。怪け訝げんそうに、こちらを見ている。

「な、なんだよ……？」

「何なんか、お前、感じが変わったか？　上う手まく表現できないけど、どことなく、なんとなく……」

　何度でも言うが、こいつの嗅きゆう覚かくは、本当に人にん間げん離ばなれしている。

　そして、ヘルディンに勘かん付づかれているのなら、ダンピールこのおとこには完全にバレているはずだ。俺はすかさず奴を見る――目が合い、口を開きかけたダンピールに、ほぼ無意識的に、念を送っていた。『何も言うな！』と。

　不安と確信が半々だったが、どうやら通じたらしい。ダンピールは刹せつ那な、意外そうに片かた眉まゆを上げ……すぐにいつもの冷めた表情に戻った。

「とにかくお前、随ずい分ぶん、戻るのが遅おそかったじゃねえか。魔王あいつに何かされたのか？」

　なんだか、やたら不ふ機き嫌げんそうだ。真実をありのままに告げたら、ぶっ飛ばされるどころか、殺される――そう簡単に死なない体にはなったらしいが――のは目に見えてるので――

「何も。今後の事について、話をしてきただけだ」

『平常心』と書かれた心の仮面を被かぶって、俺はそう答えた。

「――で、結論は？」

　と起き上がったパラディンが参戦して来る。

「結論は――そうだな……現状維い持じ？」

「それでは何の結論にも達していないな」

　と、いつもの姿勢で壁かべに寄りかかり立っていたダンピールが口を挟はさむ。

「なら何しに行ったんだよお前!?」

　早くもヘルディンが声を荒あららげる。

「だってそれが最善だろうが！　『この』世界で、とりあえず一番安全な場所は、この城だぞ？」

　世界は、俺おれ達たちが思っていたよりもずっと広く、複雑だ、という話は、折を見て打ち明けるとしよう……。

「だけどよ――」

「テキキタ!!　テキキタ!!」

　と、またしても絶ぜつ妙みようなタイミングで、シラセムシが鳴き出した。

　――いつものようにクジが引かれ、結果は全員『当たり』。つまり俺一人。今日の相手てきには優しくしてやろう……。

　身み支じ度たくを整えていると、不意にパラディンが口を開いた。

「ねえ。この間の事もあるし、今日は最低二人で臨のぞんだ方がいいかもしれない」

「ん、まあ、俺としては、その方が有り難がたくもあるが……」

「んじゃ、またクジ引くか？」

　と、ヘルディン。――しかし、パラディンは、いいえ、と首を振る。

「ヘルディンあなた、ここに来てから、まだ一度も冒ぼう険けん者しやと戦っていない、と記き憶おくしているのだけれど」

「そうだな。あたし、昔からクジ運が良くてさー」

　ナハハー、と笑うヘルディン。だが、パラディンは笑わない。

「たまには貴女あなた、行きなさいよ」

「唐とう突とつだな。だってクジで外れた奴が勇者こいつと同行するってルールが……」

　確かに、今回ばかりは、ヘルディンの方が正論だ。

「貴女、クジ運が良過ぎる。私もやったのだから、たまには貴女もやりなさい」

　一方、パラディンの言い分は、難なん癖くせというか、暴論だ。

「何ナンだよその理り屈くつ。――わーった、やるよやりますよ！」

　パラディンの顔つきを一目見て、さっさと支し度たくを始めるヘルディン。

　何度も言うようだが、パーティー内の力関係カーストは、パラディン＞ヘルディン＞ダンピール＞フィロソファーじいさん＝勇者おれというわけで。俺の価値って一体……??

「――ったくめんどくせえ。オラ、行くぞ！」

　とヘルディンはパラディンに向けられない苛立ちを俺にぶつけて来る。早い話が、八つ当たりだ。はいはい、と付き従う、ヘルディンこいつの気き性しようを良く判っている俺はいいが、今日の相手は可か哀わい想そうな事になるかもしれないな……。







　――敵のパーティーは５人。やはり先日の、西の国の勇者一行が相当強かっただけで、見る限り、こいつらは、通常の枠わく内ないに収まる程度レベルの冒険者のようだ。相手おれたちが二人で慢まん心しんし、ニタニタしている辺りからも、それは充じゆう分ぶん窺うかがえる。

「魔ま王おうなら留守だぞ。また日を改めて来てくれ」

　と、俺は、何の効力も無いであろう事は知りつつ、通とおり一いつ遍ぺんの方便を用いる。

「いや、今日はあんたらに用がある。あんたらの方が、魔王を相手どるより簡単そうだ」

　と、リーダー格の男が、剣けんで俺達を指し示す。――そうか。『遂ついに』か……。

「俺達を知っているのか？」

　承知の上で、俺は尋ねる。

「もちろん。『元』勇者ご一行、『現』高額の賞金首だろ？　あんたらの悪名は、もう世界中に知しれ渡わたってるよ。特に国王がカンカンでな。自ら拷ごう問もんし、処しよ刑けいしたいとまで宣のたまっている。だから生きてる方が俺達の懐ふところもあったかくなる訳よ。どうだ？　この際黙だまって俺らと一いつ緒しよに来てくれねえか？」

　予想通りだった。最も早はや世間では、『魔王討とう伐ばつ』の前に、俺達を『討伐』せんとする勢力も生まれているのだ。予想はしていたが、実際にそういう連中と相あい見まみえるのは精神的に、しんどい物がある。――チラ、と横のヘルディンの様子を探さぐると――

「……言いたい事は、それで全部か……？」

　ヘルディンの殺意と闘とう志しが噴ふき出だして来るのを感じる。何なら、ズズズ、とかゴゴゴとか、音が聞こえそうだが、冒険者こいつらはまるで感じていないらしい。その程度レベルで、よくここまで辿たどり着けたな。いくら魔王が『世界に』手加減をしているとは言っても……。

「あれ？　男かと思ったら、お前、女か？　――しかも、良く見りゃイイ女じゃん！　なあ、俺らのパーティーに入んね？　こんなエセ勇者放ほっといて――」

　呑のん気きするにも程ほどがある冒険者のリーダー格。そいつに最後まで言わさず、ヘルディンの、ノーモーションからの上段回まわし蹴げりが相手の側頭部に直ちよく撃げきした。骨が折れる鈍にぶい音と共に、不自然な姿勢で、リーダーはそのまま横に倒たおれ込む。

「おっ、おまっ！　てっ！　てめえ!!!」

　騎士が繰くり出したロングスピアの突とつを難なく躱かわし、ヘルディンは騎士との間合いを詰つめる。こうなると、ロングスピアはガラクタ同然だ。

「あ……あ……」

　恐きよう怖ふで、騎士の顔が引ひき攣つる。言葉も出ない様子だ。

「――正気か？　こんなんで、魔王どころか、あたしらをどうにかしようとしてたのか？もう怒いかりの感情すら湧わかねえよ……」

　と、呆あきれた口調のヘルディン。その言葉に、希望を見出みいだす哀あわれなオッサン騎士。

「じゃ、じゃあ――」

「でも死ね」

　そうなる。ヘルディンこいつは、そういう女だ。

　ヘルディンは、相手騎士の兜かぶとをズボッ、と外して投げ、唖あ然ぜんとしている騎士の頭を両手で掴つかんで、頭ず突つきをした。――言っておくが、ヘルディンの頭突きは、鉄球をも砕くだく、鋼鉄頭メタルヘツドだ。

「ひ、ひ、人殺しだー！　やっぱり魔王の護衛は人間の人殺しだった……!!」

　魔ま法ほう使つかいは逃げようとして、杖つえを落とし、腰こしを抜かして立ち上がれない。こうやって見ていると、憐あわれですらある。

「うっせえ。殺してねえよ」

　と、ヘルディンは鋭するどく言い放つ。

「はい……？」

　と回復役らしき僧そう侶りよが、恐おそる恐る聞き返す。

「薄うす皮かわ一枚、ギリギリのギリで理性が働いた。そっちのバカは首が折れてる。こっちのバカは頭の骨が陥かん没ぼつしてる。だけど、まだ生きてる。治ち療りようして帰るか、全員本気でブチ殺されるか、選べ」

『頭の骨が陥没しているバカ』を放ほうり投なげ、ヘルディンは冷れい徹てつに告げる。

「――ほ、ほんとだ！　まだ二人とも、息がある……！」

　と、魔法使いが叫さけぶ。

　男僧侶は、やられた二人とヘルディンを、焦しよう燥そうした目つきで交こう互ごに見やる。――そうしている間にも、どんどんヘルディンの表情かおは険しくなる。

「早くしろ!!!　今の間あいだだけで、お前らを素す手でで殺す方法を１００以上思いついたぞ!!　実じつ践せんしてやろうか?!!」

　前にも言った通り、ヘルディンは『算術』は苦手だが、こと戦場に於おいては、これ以上優ゆう秀しゆうな攻こう撃げき役は居ないと言える。故ゆえに、俺が楽出来る。

　僧侶と魔法使いは、ヒイヒイ言いながら、倒れた二人に応急措そ置ちの魔ま法ほうを掛け、担かつぎ上あげて下山して行った。――フン、とヘルディンが鼻を鳴らす。そして俺を、ギロリと睨にらむ。

「お前！　いつもこんな事やってんのか?!」

　うっ！　まだ発散し切れていない怒りの矛ほこ先さきが、こっちに来た……！

「いや、まあ、いつもは、ここまで酷ひどくはないが……まあ……」

　と、お茶を濁にごすが、当然、通用しない。

「あたしは一回で限界だ！　魔王ヤツと直じか談だん判ぱんする!!」

　有無を言わさぬ口調で、ヘルディンは叫ぶように通達する。

「そう熱くなんなって。なるべく穏おん便びんにやれよ、な？」

　と、俺は宥なだめにかかったが――

「バカか?!　お前も一緒にだよ!!　仲間パーテイー全員でだ!!!　いざとなったら、すぐ戦せん闘とう態勢モードに切きり替かえられるようにしとけ!!!　行くぞ!!!!」

　いやあの一応、俺勇者で、このパーティーのリーダーだと、思ってたんだけど、違うの……??　というか、頭に血が上のぼったヘルディンには、理屈は通じない。俺は溜め息をついて、彼かの女じよの後を歩き始めた……。




▲〇▲




　息巻くヘルディンは、勢いよく城の出入り口である巨きよ大だいな扉とびらを蹴けり開けた。――それを察知していたかの如く、魔王は一階の玉座に掛け、脚あし組ぐみしている。

「随ずい分ぶん物ぶつ騒そうな顔つきだな。何用だ？」

　とヘルディンに尋ねるのは、魔王だ。ドレスにマント。取り外し可能な角も付けた、初対面と変わらぬ魔王である。昨日号ごう泣きゆうしていた可か憐れんな美少女と、そして夜通し、全身を使って語らい合った魅み惑わくの権ごん化げと同一人物とは、到とう底てい思えない……。

「もう限界だ!!」

　と怒ど鳴なるヘルディン。

「なにが？」

「お前のケツモチだよ!!」

　至って冷静な魔王の口調トーンにも、ヘルディンは全く影えい響きようされない。

「言葉の意味が判っていないようだな。下品な言い方だが、『お前達の』ケツモチが『私』なのだぞ」

　学校教師の様な言い方で接する魔王に対して、余計にヘルディンは怒りを募つのらせている様子だ。

「るせぇ!!!　とにかく、あたしは山を降りる、この案件ヤマからも下りる!!　さよならだ!!!」

「上手い表現をしたつもりか？　まあいい、そういう事なら、さようなら、元気でな」

　魔王は顔色一つ変えない。

「だとよ！　オラ、行こうぜ!!」

　と、ヘルディンは振り向むき、俺の腕を引っ張るが……。

「お、おい――」

　俺は無意識的に若じやつ干かんの抵てい抗こうをしてしまう。

「待て」

　とふいに魔王の声こわ音ねが変わる。

「何だよ!?」

「私が任務放ほう棄きを認めたのはお前一人だ。他ほかにも居るのなら、連れて来て直接言わせろ。居ないのなら、一人で下山しろ」

「全員に決まってんだろう!!!　待ってろ、今呼んで来くっから!!」

　と今にも走り出さんとするヘルディンに、魔王の声が響ひびく。

「待とう。私は雇こ用よう主ぬしとして、お前達の希望を尊重する。だが、例外が居るのを忘れるなよ？」

「例外？」

　ヘルディンの足が止まる。

　魔王は黙だまって、俺を指差し、束つかの間まお互いの視線が絡からみ合あう。――魔王かのじよの瞳ひとみは妖よう美びであり、優やさしげだった。

「そっ!!　そんな例外！　あたしは何なんにも聞いちゃいねえぞ!!!」

　と、『何か』を察した様子のヘルディンが激げき昂こうする。

「お前達がキチンと手続きを踏ふんでいなかった落ち度の結果だな。他の者達全員の下山は許すが、勇者こいつはここに残る」

　と、俺から視線めを外さないまま、魔王は言い放つ。

「なっ……!!」

　絶句するヘルディン。

「なんだ？　この男一人が居ないと、下山も出来ないのか？　今までそいつに一人で冒険者退治をさせていたのは、他ならぬ、お前達だろう？　必要なら餞せん別べつとして、フェニックスの尾お羽ばねを人数分くれてやるが」

　ある意味、戦闘系女子の頂上対決だ。と、俺はどこか他ひ人と事ごとのように思う。だが、著いちじるしく冷静さを欠いている辺り、ヘルディンの分が悪い。本来なら助すけ太だ刀ちすべき所なのだが、このまま木で偶くの坊ぼうに徹てつしていた方が良い、と本能が告げていた。

「とにかく……待ってろ!!」

　とヘルディンは走り出す。――魔王と二人きりになり、俺は尋ねた。

「どうするつもりだ？　ああなると、ヘルディンあいつは止まらないぞ……？」

「だろうな。あの赤毛も含ふくめ、そなたの仲間達の性質や思考は概おおむね把は握あくしている。だからそれは、他の奴も含め、相手の出方次し第だいだ。――だが私は、そなたを手放すつもりは無いぞ」

　俺はその声に、冷たい決意が宿っているのを感じた。刹那。最悪の事態を想像してしまう。――西の国の勇者の仲間達が、生きたまま焼かれた、あの惨さん状じようを……。




　しかし。

『あの夜』以降、二人きりの時に限り、魔王こいつの俺への呼び方が変わった事に気付かない程の鈍なまくらでも無い。希望的観測もあるかもしれないが、おそらく、俺が本気で悲しんだり怒おこったりするような行動は起こさない、という予感じみた物もある。

　第一、 俺自身が魔王に対する感情もだいぶ変わってしまっている実感もある。

「――心配するな」

　と玉座を降りて来た魔王が、俺の手をひんやりとした繊せん細さいな手で握にぎって来る。

「してねえよ」

　と、これまで以上に麗うるわしく嫋たおやかに見える美少女の小さな手を、固く握り返す。

「痛い。そなたはもう少し女性の扱あつかいを身に付けるべきだ」

　と魔王は顔をしかめる。

「うぁ、すまん」

　俺は慌あわてて手を離はなす。――予感通り、魔王に関しては、懸け念ねんの必要は無さそうである。

　だから、俺のすべき事は、仲間パーテイーが暴走しそうになったら全力で止める事、だな。

　あ。それに――

『なあ、聞こえるか？』

　と、俺は思い付いた事。――即すなわち魔王に精神感応テレパスを送ってみる。

『無論だ。寧むしろそなたが、いつこれに気付くのか、ずっと待っていた』

　俺はたぶん間ま抜ぬけっツラになっているが、魔王は無表情で精神感応テレパスを返して来る。やっぱり今の俺、出来るんじゃないか！

『待つぐらいなら、なんですぐ教えてくれなかったんだよ?!』

『以前にも言った通り、私は自分で考えて行動する男が好きだからな。気付いてくれて嬉しいぞ？』

　と魔王は無言で艶あでやかに微笑ほほえむ。

『相変わらず人が悪いな……』

　と俺は睨む。

『当然だ。人では無いのだから』

　魔王は笑えみを崩くずさない。確かにそりゃそうなんだけど……。

『……まあ、これで、いざって時には仲間あいつらにバレないように話せるのは判わかった。それに……』

　この、精神感応テレパス。普ふ通つうに話すよりも、何と言うか、より濃のう密みつと言うか、脳のう味み噌そと脳味噌をくっ付け合っているかのようで、続けていると妙みような気分になって来るから、なるべくなら使わない方がいいのかも……。

『それも聞こえているが、その通りだ。こっちでこっそり愛を囁き合いながら、そなたの仲間達と話し合いをする事も可能、という事だ。なんだか久々に楽しみになってきたぞ？』

　その遊びプレイは俺には高度で早過ぎる!!　というか、今は遊び半分でこなすような状じよう況きようじゃない!!

『そんな事はしないからな!!　向こうに集中してくれ!!』

　俺は脳内で訴え、魔王の手を――さっきよりは優しく握りしめ――銀色にも見える大きな蒼あおい瞳を覗のぞき込みながら、言葉で伝える。

「頼たのんだぞ、後ご生しようだからな?!」

「確約は出来んが、善処はしよう」

　と、俺の渾こん身しんのお願いに、魔王は国王のような口くち振ぶりで応こたえた。




　――10分近くかかり、ヘルディンは、フィロソファーじいさんを含めた、パーティーなかまの全員を連れて来た。

「いったい何事かの？　せっかく面おも白しろい本を読んでいたのじゃが……」

「うっせえな！　おかげで探しちまったじゃねえか!!」

「最終決戦と聞いたが……」

「戦闘、という雰ふん囲い気きでも無さそう……」

　一応フル装備のダンピールとパラディンだが、結局、殺さつ伐ばつとしているのはヘルディン一人なのだ。

「おい。続きだ」

　少々息を切らしながら、ヘルディンが魔王を指差す。

「よかろう。だが、一つ断っておく」

　と、魔王。

「なんだよ!?」

「お前、何か、考かんがえ違いをしていないか？」

「だから何をだよ?!」

　今にも襲い掛かりそうな勢いのヘルディン。翻ひるがえって、魔王はどこまでも冷静だ。

「現状、私が統すべている、この世界は、滅ほろんでいるか？　人間は絶ぜつ滅めつしているか？」

「そりゃあ……あたしら、冒険者が頑がん張ばってるからだよ……！」

　と、早さつ速そくヘルディンの勢いが削そぎ落おとされる。

「古来より、人間とは浅ましい生き物だと聞いている。天敵が居なくなれば、この地を荒あらし、たちまち枯からせてしまうだろう、と」

「そ！　それはあれだ！　ええと、ベンキだ!!」

「詭き弁べん、ね」

　とパラディンが修正する。

「伝わりゃいーんだよ!!　それじゃ何か?!　お前が居る事で、逆に世界は平和だとでも言うつもりか!!?」

「ある意味では、その通りだ……」

　と、ヘルディンの憤いきどおりを受け流すように呟つぶやく魔王。

「だが、そんな答えでは、お前は納なつ得とくすまい？」

「当たり前だ!!!」

「察するに、お前がそこまで怒っているのは、個人的感情と見える。人類が、とか、世界が、とかでは無く、『あたしが』という話だ。違ちがうか？」

「だったらどうだって言うんだ!?」

　とヘルディン。え、そうなの??

「ならば私も、個人として、個人対個人の話をしよう。お前、勇者こいつに惚ほれているだろう？」

「なっ!!　ばっ!!　ふざけた事言うな!!!」

　明らかに慌てているヘルディン。繰り返かえすが、え、そうなの???

　内心で仰ぎよう天てんしている中、パラディンがそっと片手を挙げる。

「魔王あなたの言っている意味とは違うかもしれないけれど、私もこの人の勇者としての『資質』には惚れている。だからこそ共に旅を続けたし、今後も仲間パーテイーの一員で居たい」

「はっ??!　パラ子――」

「貴女『の』とは同じじゃないから気にしないで」

「あたし『の』ってなんだよ?!!」

　と顔を真っ赤にして動どう揺ようしまくるヘルディンを、パラディンは涼すずしい顔でやり過ごす。

「そういう事なら、私もパラディンかのじよと大おお凡よそ同意見だ」

　とダンピールが応じる。

「なんのかのと言っても、勇者どのにはある種の磁力カリスマがあるのは事実だからのう」

　とフィロソファーじいさんまで。なんでここに来て、急にみんなで俺おれをホメ殺そうというのか。

　だったら普段からもっと俺に優しくしてくれよ……！

「――確かに、そこの赤毛以外、意味は違うな」

　と、魔ま王おうは一呼吸置いて、続ける。

「既に、お前達が戦隊パーテイーを組む必然性は無い。お前達は、普通に下山し、難なく家路に辿り着つける。道中の魔物ぶかも、もはや襲っては来ないのだからな」

「それ、本当……？」

　と訊きいたのは、パラディン。頷うなずく魔王。

「今からでも、私がその気になれば、お前達は無傷で帰れるぞ。もちろん、さっき言ったように、必要ならフェニックスの尾羽も渡す」

　ぐっ、と下した唇くちびるを噛かむヘルディン。魅力的な条件を提示されればされるほど、苦しんでいるように見えるのは、さっきの魔王の言葉と関係が……？

「私からすれば、お前の方が、我々を追い出したがっているようにも感じるぞ」

　と、この場でも沈ちん着ちやくな態度を崩さないダンピール。

「それに、今街に戻った所で、私達は賞金首……」

　呟くように発したパラディンの言葉に、ヘルディンは目を輝かせる。

「そっ、それだ！　残りの人生、コソコソ逃にげ回って暮らすのなんざ、あたしはまっぴら御ご免めんだかんな!!」

　得たり、と魔王に指を突つき付つけるが、魔王は一いつ切さい表情を変えずに返答した。

「簡単だ。私が城ここを引き払はらい、国中から魔物ぶかを撤てつ収しゆうさせればいい話だ。私はここでは無い所で、新生活を始めるだけの事……」

　と、魔王は俺の顔を見る。どうやら俺を連れて行く事には変わり無いらしい。それに対して悪い感情が無い事に、自分でも驚おどろいている。悪い感情どころかその逆みたいな……。

「お前達は、苦労の末、勇者これの命と引き換かえに魔王わたしを斃たおし、世界に平和をもたらした、と国王でも誰でも胸を張って言えばいい。賞金首から一転、英えい雄ゆう扱あつかい間ま違ちがい無しだろう」

『これが、私に出来る最大限の譲じよう歩ほ乃ない至し折せつ衷ちゆう案あんだ。これすら突っ撥ぱねるようであれば、先は見えんな……』

　と、魔王の思念が俺の脳内だけに届く。元より穏便に済むと思っていたほど楽観主義では無いが、やっぱり厳しいか……。

　――束の間、静せい寂じやくが訪おとずれる。それを最初に破ったのは、ダンピールだった。

「益ます々ますだな。私の疑問に答えるつもりは無いのか？」

「大体その言い方だと、あたしらはともかく、勇者こいつはどうなるんだよ?!!」

「きみたち!!　そこはさ！　そんなに追つい及きゆうしなくても、いいんじゃないかな……？」

　これまで傍ぼう観かん者しやを気取っていた俺だが、慌てて会話に割り込む。

「なんでお前、魔王そつち寄りなんだよ？　――やっぱ昨夜ゆうべ、何ナンかあったな?!」

　相変わらず勘かんの良さは天才級のヘルディンが、何かを確信した。確信されてしまった。

「いやいや！　そっちとかこっちとか、そういう考えがそもそも偏へん狭きようであってだな……！」

「残るのか？　お前だけ、ここに。或あるいは、魔王と共に」

　そしてダンピールが、決定的な言葉を放つ。出来る事なら頭を掻かき毟むしりたかった。

「流石さすが魔ま物ものと人間との間に生まれし者、察しがいいな」

「お！　おいって!!」

　魔王ももう、どちらかと言うと、開き直っている感がある。

「勇者どのだけでは無いよ。ワシも残るつもりだ」

「なぜ？」

　フィロソファーの発言に、パラディンが眉を上げる。

「魔物モンスターと人間は、条件付きではあるが、判り合えると知った。ワシはモンスターともっと仲良くなりたい。それに、城ここの書庫は、宝の山だ。この年齢トシにして、新しい発見ばかりで驚かされておる。だからワシは、残りの人生、ここで過ごすと決めておる」

「フィロ爺じいは、いいよ。好きなだけ、魔物の王国でも作ってろよ。でも勇者こいつは、勇者だぞ!?　先祖代々、勇者の血筋なんだぞ?!　それを、こいつの代で終わらせるのは、世界にとって、なんつうか、あれだ、とにかく、駄だ目めだ!!」

　たぶん、自覚はあるんだろうが、ヘルディンの言っている事は、支離滅裂メチヤクチヤになりかけている……。それに対し、魔王は短く答える。

「終わらんよ」

「へ??」

　と頭上にハテナマークが浮うかぶヘルディン。

「もしやと思うが、お前と勇者との間で、子を作るつもりか……？」

　斬られた。脳内では、ダンピールのメタルスレイヤーに、バッサリと袈け裟さ斬ぎりされている自分の画えが浮かんでいる。

「あ?!!」

「出来るんだ、そんな事……」

　顔を真っ赤にして叫ぶヘルディン。慎つつましく驚くパラディン。どっちにしても、丸まる裸はだかにされた気分だ……。

「可能であるし、ダンピールおまえもよく知っての通り、強い人間と私が交われば、より強大な子を産む事が出来る」

「………」

　誰も言葉を発さないのを確かく認にんして、魔王は続ける。

「妊にん娠しん、出産までの１００日弱の間は、私は完全に無力なのだよ。そこに付け込まれたら、たとえ私でも対処出来ない。だから、少しでも敵てき愾がい心しんのある者は、近くに置いておきたくは無い、と言うのが本心だ」

「妊娠？」

「出産？」

　と、フィロソファーとパラディンは驚くが、俺は別の所で驚いていた。１００日弱って、人間同士よりも、だいぶ短いんだな、なんて事に……。

「お、お、お、お前ら、じゃあ、も、もう、そそ、そういうアレを……？」

「例えばの話だ！　例えば!!」

　言葉を噛み始めたヘルディンに、俺は全力で『否定』を試みようとしたが――

「そう言った事は、お前達に披ひ露ろうする話ではないと思うがな」

　と魔王。だからそういう言い方するなって!!

「――私達が、反対したら？」

　闘気を発しながら問うパラディン。

「ここを出て行ってもらうか、私と戦うかの、どちらかだ」

　気付かぬ筈はずも無く、自身も冷たい闘志を醸かもし出す魔王。

『おい！　さっきと話が違うぞ!!　今にも一戦始まりそうな雰囲気になってるじゃねえか!?』

　と、俺は急いで魔王に精神感応テレパスを送る。

『私にも血は流れている。その血が逆流して来ているのを感じてもいる。もういっそ、この者達を根絶やしにしたい程度にはな』

「………」

　精神感応テレパスだからこそ判る。自分で言っているように、魔王は魔王で苛いら立だちを通り越こし、ほぼ自身から生まれた怒りを発散させようとしているのが。

『まあ最悪、一度殺して、記憶を抜ぬき取とって蘇そ生せいさせればよかろう？　あの時と同じように』

『それは駄目だ!!!』

『あの時』ってのは、言うまでも無く、西の勇者一行を殺して蘇生させた件だろう。あんな事を、こんな俺に付いて来てくれた仲間達パーテイーにするつもりなのか??

『駄目？　なぜだ??』

　と魔王は本気で当とう惑わくしている。

『なぜって――今は、色々と取り巻くあれやこれやが変わってるけど、元々は、魔王おまえを斃す為ために集まった仲間達で、二百何十日も苦楽を共にして来た同志なんだよ。みんながみんな、フィロソファーじいさんみたいになるとは言い切れないだろ？　俺は、仲間に対して、それぐらいの責任は感じている』

　せめて勇者として、普ふ段だんどれだけ軽かろんじられていようとも、自分を信じて行動を共にしてくれた仲間達を、こんな形で『見捨てる』訳にはいかないだろう。

『私よりも、そなたには、仲間パーテイーとやらの方が大事なのか……??』

　魔王の思念に哀かなしみが混じっているのを感じる。――あー。なんか、こんなような大人向けの紙かみ芝しば居い、見た記憶があるなー。

『じゃあ訊くが、魔王おまえにとって、プラチナドラゴンとアトラスはどっちが大事だ?!』

　因ちなみにだが、精神感応テレパスでの会話は、言葉でのそれよりも――正確には判らんが、かなり時間的に圧縮されている。

『配下は配下だ。そこに優ゆう劣れつは無い』

　と素っ気ない感情の魔王。

『ならプラチナドラゴンとオークにも優劣は無いんだな??!』

　と、俺は敢あえて極きよく端たんな質問をぶつける。

『……その通りだ』

　流石さすがに魔王は理解が早い。俺の言いたい事を、諦あきらめつつ受け入れたのを感じる。ひとまずは有あり難い。

『だったら、俺の言いたい事も判ってくれるよな？　――あ、付け加えるなら――』

　と俺は、その上で、自分の本音でもあり、より魔王を喜ばせる言葉を足そうとしたが……。

『必要無い。精神感応これなら、その言葉だけで充じゆう分ぶんだ。だが……』

　だが??

『先に謝あやまっておこう。もしも期待に沿えない結果になったら、すまん』

　と魔王。魔王かのじよの戦意は、まだ鎮しずまっていない……!!

『すまんじゃ済まん!!!!　俺がなんとかするから何もするな!!!!』

　俺は脳内で絶ぜつ叫きようし、魔王を牽けん制せいする。

『……頼もしいな。頼たより甲が斐いのある男は好きだ。では、やってみてくれ』

　――ようやく、魔王の闘気が限り無く薄うすまったのを感じて、俺は少し安あん堵どし、改めて仲間達に目を向ける。




　緊きん迫ぱくした空気の中、俺は必死に――ここが正念場だ。仲間達パーテイーのリーダーとしての分ぶん水すい嶺れいだと己おのれに言い聞かせ――然さ程ほど優ゆう秀しゆうでもない頭を回転させつつ、話し出す。

「まあ。まあ、待てよ。まず、いきなり戦うとかは無いだろ。俺おれ達たちは、そんなに長くは無いかもしれないが、ここで世話になった。メシも食わせてもらったし、風ふ呂ろにも入らせてもらったし、歯を磨みがく習慣もついた。魔物だって、言葉が通じれば、そんなに悪い奴やつらじゃないのも判ったろ？　むしろ人間の方が、ここにやって来る、功名心だけの奴らや、手の平返しをする国王や、街の民たみや、ウンザリする部分も見て来た訳で……」

「結局、何が言いたい？」

　誰だれかに言われるだろうと思っていたツッコミをしてきたのはダンピールだった。俺は尚なおも考えながらダダ喋しやべりをする。

「俺は別に、『急いで』魔王の子供を作るつもりは無い、が、魔王とその軍団対人間、という、昔から刷り込まれた既き成せい概がい念ねんを、もう少し、冷静であり俯ふ瞰かん的てきな視点で見た方が、お互たがいにとっても、プラスにこそなれ、マイナスにはならないんじゃないか、と考える次第で――」

「日ひ和より見み主義」

　ブスリ、と刺さすパラディン。だが、意外にも、ダンピールが助太刀してくれる。

「いや、確かに、魔物だから人を食う、人間だから魔物を退治する、というのは、双そう方ほうの身勝手な思い込みなのかもしれない……」

「その通りじゃ！　流石は勇者どの。無理をして戦うよりも、仲良く共存する方が遥はるかに素す晴ばらしい。勇者どのは、この通り男前だし、魔王様は別べつ嬪ぴんでおられる。お似合いの二人だ。所しよ詮せんこの世は、ラーヴ、アンド、ピース。じゃよ」

「『様』をつけるなデコ助すけ野や郎ろう！　ていうかフィロ爺は黙ってろ!!」

　と、フィロソファーじいさんを一いつ喝かつするヘルディン。いや、こうなると、只ただのヒステリーか??

「じゃが……」

「ジャガもサツマも無ねえ！　喋るなイモジジイ!!!」

　どうやら、後者が近いようだ。フフ、と笑う魔王。

「お前が一番、不満が強いようだな？　どうするかは、お前の自由意思を尊重しよう」

　ぐぐぐ、と下唇を噛み切りそうな表情のヘルディン。やっとの思いで言ったのは……。

「――やらないんだな？」

「え？」

　と、俺はヘルディンの血走った眼めを見返す。

「つまり、その、お前と魔王は、こ、子作りを、しないって事で、いいんだな……??」

「それはもち――」

「私は今すぐにでもやるつもりだ。気になるなら、常に監かん視ししていればよかろう？」

　冷静に煽あおり続ける態度を一いつ貫かんする魔王。

「やめろって！　せっかく着地点が見えて来たのに！」

「では、あの夜の情熱的な『誰かさん』は、偽いつわりだったのか……？」

　今度は俺が下唇を噛む番だった。

「――いいだろう。あたしも、ここに残る……監視してやる……様子が怪あやしかったらすぐにでも、止めてやるからな……！」

　両の拳こぶしを、血が出るほど握りしめながら、ヘルディンは地の底から這はい出すような声で言う。

「どんな権限があって、お前にそんな真ま似ねが出来るのかは置くとして、精々頑張ると良い」

　一方で、今にも高笑いしそうな魔王。

「うるせえ!!　とにかく、一発殴なぐっとく!!!」

　と、ヘルディンは、魔王ではなく、兜を着けていない俺の顔に、力ちから一いつ杯ぱいの拳をめり込ませた。以前よりも強い。本当に、並の人間だったら死んでるからな……？
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？　の日記２







　彼かれらが、いや『彼』が、この城に来てどれぐらい経たっただろう？

　年単位でしか時間の経過を把握していない私にとっては、こんな事を気にするのは、ほぼ初めてのようなものだ。

　彼――『勇者』は、私の想像していたよりもずっと、こちらの要望を満たしてくれる存在だった。正直今の私は満たされ過ぎて、溢あふれ出でている器うつわのようなものだ。

　あの夜。

　私は生まれて初めて涙なみだを流し、生まれて初めての充じゆう足そく感を得る事が出来た。同時に、配下ではない者への特別な感情も。凡およそ考えられなかった事である。

　予想通り、他の面々とは衝しよう突とつする事もあり、今後もそうなりそうだが、絶対服従の配下達しか居ない状況で生活していた私の方が珍めずらしいのかもしれず、いざと言う時には『彼』がなんとかしてくれる、という信しん頼らい感もある。――この『信頼感』という物も、彼らが城ここに来て初めて知った感情だ。

　当初は、計算尽ずくに依よる所が大きかったが、どうやら人間とは、必ずしも計算で動く生き物では無いらしい。それが判る程度には、私も人間に馴な染じんで来てしまったのかもしれない。

　だが、これは『武器』と言えるのではないだろうか。

　きっと、我わが父母や兄達はこの感覚、感情は知ってはいまい。知る事は『強さ』だ。私は、『私達』は、もっともっと強く成りたい。

　その為には『彼』に一段と協力してもらう必要があるのだが、この期ごに及およんでまだジタバタと抵抗している。そこは男らしくない。私は女性として、男らしい男性が好きだ。

　ただ一方で、そんな彼を憎にくからず思う自分も居る。

　これは願望だけでは無いと前置きするが、私と彼は、双方共に近い感情を抱いだいているのではないだろうか？

　であれば、あとは時間の問題だ。殊こと更さら焦あせる必要は無い。それに――

　近付く度にソワソワする彼を精神的に追おい詰つめるのは、思いの外愉ゆ快かいである。もうしばらくは、この感じを楽しんでもいいと思っている。

　――フェニ夫の鳴き声が五月蝿うるさい。もうエサの時間か。――給きゆう仕じはまだ来ていない。これは、『説教』の必要があるな。

　今日はここまでにしよう。色々と真情を吐と露ろし過ぎてしまった。勿もち論ろん封印ロツクはするが、運悪くこの日記を見てしまった者には、死罪を宣告するしかあるまいな。

　いずれ全世界を掌しよう握あくせんとする魔王が、日々の趣しゆ味みとして日記をコツコツ書いているなどと、誰にも知られる訳にはいかないであろうが。







９章　魔王の掌を、安んじて受け入れた筈の勇者







　――数日後。

「夕食だ」

　と、『一仕事』終えた俺おれに、給仕係のオークが夕食を運んで来てくれた。多少行ぎよう儀ぎが悪いが、装備を外して料理が冷める前に食っちまうか。

「おう、ありがとう」

　と俺は席に着いて礼を言う。――するとオークは、周囲を見回し、身体を縮めて、小声で囁ささやく。なんだ??

「なあ、本当は俺如ごときが口にしていい話題じゃないんだが……」

「何だよ？　言えよ」

　と俺は促うながす。もう大たい抵ていの事では動揺しない自信もある。

「魔王様は、ありとあらゆる魔ま法ほうが使える。例えば、ご自身の姿を変える魔法だってお手の物だろうよ」

「なにが言いたい……？」

「我々もお前も、誰も本当の魔王様の姿は、知らないのかもしれないって事よ」

　何だ。そんな事か。

「それがどうした？　視みえている物が、真実だ。俺には魔王あいつは人の形をした類たぐい稀まれな美少女にしか視えない。他ほかの奴らにどう視えていようともな。もっとも、性格には『少し』問題があるが、根っからの『悪』じゃない。だったら、とっくに、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで戦ってる。ここだけの話、健けな気げで可愛かわいげがある時も含め、悪く無い雇こ用よう主ぬしだと思っているぞ」

　と、俺はありのままの本心を述べた。はあ、と感心した様子のオーク。

「お前、勇者だな……」

「そうだ。俺は勇者だ。今さら当たり前の事を言うな」

「いやそういう意味じゃなく……」

　感心を通とおり越して唖あ然ぜんとした口調のオーク。なぜそんな態度を取られるのか、判らん。

「勇者おれは魔王の門番人ゲートキーパー。今はそれで満足してる。何なんか文句でもあるのか？」

「いや、文句というか、大だい丈じよう夫ぶなのかお前ら……？」

　俺は至って大丈夫だし、お前『ら』の『ら』が誰を指しているのかは判然としないが……。

「文句が無いならキビキビ働け、三さん下した!!」

　ビッ！　と出入り口を指し示し、『出てけ』の仕草をする。いささか気を悪くした様子の給仕オーク。

「態度デカいな……。思おもい違いをするなよ？　俺達たちは、魔王様に仕えているのであって、お前達には何も――」

「何も？　私と同格の客人に向かって、お前は今、何を言うつもりだったのだ？」

「まっ!!!!」

　俺と給仕オークは同時に同じ音を叫さけんだ。また例の瞬しゆん間かん移動か!!?

「これは魔王様!!　こんなむさ苦しい所へようこそおいでなさりました！　して、どのようなご用件でいらっしゃいますでしょうか……？」

「この部屋も私の城いえの一部。むさ苦しいは余計だ。お前に用は無い。勇者これを探していただけだ」

　と俺を指差す『完全正装』の魔王。これは、嫌いやな予感がするぞ……。

「それはそれは!!　さっ!!　どうぞ、煮にるなり焼くなり茹ゆでるなり好きにして下さいませ!!!　――あれ??　今、ここに居たのですが?!　あれっ?!　魔王様も??!」

　俺は既すでにあいつらから遠く離れて猛もうダッシュしていた――が、すぐに、何故なぜか徒歩の魔王に追い付かれる……！

「なぜ、私からそう逃げ回まわる？」

　と、悲しい顔をする魔王。だが、これは演技フエイクだ。今の俺には、良いんだか悪いんだか、その違いぐらいは見み抜ぬけるようになっている。

　また魔王と、『そういう事』を致いたしたくない、と言えば超ちよう大おお嘘うそになるが、子作り目的メインでとなると、話は色々違って来るだろうが。『子連れ勇者』になるにはまだ早い！

「逃げてる訳じゃない！　逃げてないぞ俺は!!　ただ、最近少しばかり運動不足だったからな!!!」

　と、全力疾しつ走そうしながら言い訳をする俺だが、一向に振ふり切きれない!!

「もう随ずい分ぶん汗あせを搔かいているじゃないか。風呂へ行くか？　それとも、汗を流さず寝しん室しつへ行って先日の続きをするか??　それも嫌きらいでは無い」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめて来る魔王の目を、なるべく見ないようにして、俺は走り続ける。

「少し、俺を一人にしておいてくれないか?!!」

「駄目だ。私が指を一つ鳴らせば、そなたの装備は解かれ、二つ鳴らせば裸はだかになり、三つ鳴らせば、寝室へ瞬間移動だ。――ひとつ」

「キャーーッ！」

　魔王が指を鳴らし、宣言通り、装備は外れ、俺は布の服だけになってしまい、勇者らしからぬ悲鳴を上げてしまった。――と、角を曲がって来たのは風呂上りらしい、やはり布の服だけのヘルディンだ。

「な！　なんだお前ら！　あぶね――」

「ふたつ」

　魔王は指を弾はじき、俺は全ぜん裸らになる……が、俺だけでは無かった。ヘルディンも、だ。お互い全裸のまま、もつれ合うように、彼かの女じよを下にして俺達は倒たおれ込んだ。――状態に気付いたヘルディンが悲鳴を上げる。

「おっと。急に出てくるから巻き込んでしまったではないか。とんだ不ふ可か抗こう力りよくだ、許せ」

　魔王は悠ゆう然ぜんと告げる。――いやこれ、絶対わざとなんじゃねーか?!!

「す、スマン……！」

　と、俺は急いでヘルディンから離はなれようとするが――

「見たら殺す!!　触さわっても殺す!!　どけ!!　いやどくな!!!」

　俺も混乱しているが、ヘルディンも相当混乱している。

「全部いっぺんには無理だ!!!!」

　堪たまらず、俺も叫ぶ。

　魔王はと言えば、コロコロと笑っている。やはりこいつは、正しよう真しん正しよう銘めいの、魔王だ。

「どうする？　このまま私と二人で寝室に行くか？　それとも、この赤毛も連れて行くか？　『三人』は性に合わんが、お前が希望するなら、試ためしてみてもいい」

「勘かん弁べんしてくれ!!」

　俺は心から叫んだ！　しかし、ヘルディンは――なんだ？

「もう……こうなったら……でも、こんな、成り行きみたいのじゃなくて……でも……勇者おまえが嫌じゃないのなら……」

　なんか様子が変だ!?

「おい!!　ヘルディンこいつに、何かしたろう!!?」

　少し上体を反らし、魔王を問とい詰める。

「どうだったかな？　風呂の湯の中に、自分の本能に正直になる香こう水すいを数すう滴てき垂らすよう、手下に命じてはいたがな。或いは数十滴だったかもしれんな」

「こいつ……!!」

　と、俺は身を起こそうとするが――

「いいのか？　『その状態』で起き上がっても？」

　と、魔王は俺の股こ間かんの辺りを指して笑う。全部バレてる……!!

「鬼おにだ、お前は……!!」

　俺は、絞しぼり出だすような声を発するしか出来ない……！

「だから、何度も言わせるな。オーガおになど、私の配下の一種族でしか無い。私は、魔王だ。そしてお前は、私が認めた、魔王の婿むこになる男だ」

「勝手な事ばかり言うな!!」

「お、おい……さっきから、熱くて硬かたいのが、あたしの股またで擦こすれて……あまり、動かないで……恥はずかしい……」

　まるで別人と化したヘルディンが頬を染め、喘あえぎ声を漏もらす。駄目だ。今離れたら、全すべてが終わる……。

「気き随ずい気き儘ままに生き、道理を無視し、無理を通す。理り不ふ尽じんの象しよう徴ちよう。それが魔王わたしだ。まさか今知ったわけでもあるまい？　――みっつ、だ」

　と、魔王は、３回目の指を、鳴らし、た……。







エピローグ　～悟る、勇者～







　これを見ているみんなは、俺みたいにはなるなよ。いや、なりたいのなら、自己責任で頼たのむ。

　書物に書かれた事だけが真実では無い。自分の目で見た物、自分で感じた事を第一に信じろ。

　そしてその上で、現実は想像を易やす々やすと超こえてくる、という真理を忘れるな。

　世界を牛ぎゆう耳じろうとする魔王を斃すべく出立した勇者が無事、魔王を斃して世界に平和が戻もどる、などと、逆におとぎ話過ぎるのだ。

　実際の勇者おれは、仲間パーテイーの上下関係ヒエラルキーでは最下層であり、この世のものとは思えぬ程ほどの美しい少女にしか見えない魔王の下で門番の日々。

　悪漢を演じては勇んでやって来る冒ぼう険けん者しやを適度に痛めつけて身ぐるみ剥はいで追い返すのが仕事の大半。

　おかげで国王陛下の怒いかりを買い、超ちよう高こう額がくの賞金首として、世界中から熱い視線を送られるように成ってしまった。

　更さらに、魔王には性的に弄もてあそばれ、快楽を交こう換かんし合い、子作りをせがまれている。

　世界唯ゆい一いつの存在だと、誰しも疑わなかった魔王が、実は末っ子であり、父母兄けい姉しに対たい抗こうすべく、俺に『お父さん』に成れ、と言うのだ。

　こんな話、街の誰に言っても信用なんかされっこない。俺だって他人から聞いたら信じるはずも無い。

　――そう、今なら、いつかの子供の問いに答えられるかもしれない。『どうしたら勇者になれるのか？』と。

　ぶっちゃけ戦せん闘とう能力は二の次、三の次だ。

　一番肝かん要ようなのは、折れない心。

　もっと言うなら、全てのプライドを、かなぐり捨てつつも他者を思い遣やる気持ちを忘れず、尚なお且かつ自分自身への誇ほこりを持ち続ける事である。

　どうだ、難しいだろう？　矛む盾じゆんしているって？　そうかもしれんな。だが、その矛盾をも超ちよう越えつし、内包した存在たらねばならない。だからこそ、俺は今でも、胸を張って『勇者』を名乗れるのだから。以上、健けん闘とうを祈いのる。

　なんせ俺は、魔王の誘ゆう惑わくから身を守るのと、世界の平和を守るのと、己自身を守るのと、色々に忙いそがしい。じゃあな！

　お父さん、お父さん！　魔ま王おうが僕ぼくのナニをつかんで来るよ！

（了りよう）







あとがき







　皆様はじめまして、鉄くろがね乃の　蜘蛛くもと申します。

　第12回ＨＪ文庫大賞にて、〈奨励賞〉を頂いた者です。本作は、その作品に加筆修正をした物となります。




　まだまだ紙で本を読まれるかたも多いと思いますし、あとがきから読む派のかたも多いと思いますので、先に言わせてください。

（きっと）大丈夫です。

（たぶん）損はさせません。

　ちゃんと、お値段の分気軽に楽しめるエンタメ作品になっている、はずです。




　話は戻りまして、２０１８年春の発表から２年以上経過してしまい、「もう書籍化はされないんじゃないか」と思われていたかたも居られるかもしれませんが、決してサボッていた訳ではありません！　担当編集者様と切磋琢磨していた結果の事です。著者近影でも書きましたが、本作がデビュー作という事もあり、これだけ長い間自分の作品と向き合った経験もありませんでしたので、とても感慨深い気持ちです。




　思えば、生まれて初めてライトノベルを書いたのが２０１５年。その作品を第10回ＨＪ文庫大賞に応募し、結果は一次通過止まりでしたが、大層嬉しかったのを覚えています。それから様々な新人賞に挑みましたが、結果として、一番最初に、ほんの少しとは言え認めてくださったＨＪ様から小説家デビュー出来る、というのは個人的に大変嬉しく思っております。




　先述した通り、『あとがき派』のかたも多いと思いますので、敢えて本編の内容には触れません。

　なので、ペンネームの由来の話でもしようかと思います。




　私は、『カッコいい』ミュージシャンが好きです。

　何をもって『カッコいい』とするかは、私自身の中でも様々ですが、その中のお一人である、ｈｉｄｅさんは、子供心にビジュアルと言い曲と言い、強烈に『カッコいい』ミュージシャンでした。

　その中でも、遺された名曲である「ピンク スパイダー」は大人になってからもヘビーローテーションするほど大好きです。曲もですが、歌詞も、当時まだ何者にもなっていない自分へ、深く深く刺さりました。




　という事で、最初はそのまま直訳で「桃もも色いろ乃の　蜘蛛くも」というペンネームで行こう、と思ったのですが、念の為検索したところ、某ＳＮＳで同じようなアカウント名が大量に存在し、「こりゃ駄目だ」と諦め、何か違う方向で、と頭を絞り、その結果、本名のイニシャルがＫ・Ｋという事もあり、「鉄くろがね乃の　蜘蛛くも」に落ち着いた次第です。ｈｉｄｅさんに感謝です。




　ただ、苗字が「くろがねの」って、少々語呂が悪いと言いますか、ぶっちゃけ発音がめんどくさいですよね。後悔はしておりませんが……。

　ですので、「蜘蛛」でも「クロ」でも、お好きなようにお呼びくださって構いません。読者の皆様に愛される作家を目指しておりますので！




　それでは最後に、謝辞を述べさせて頂きます。

　まず第12回ＨＪ文庫大賞に携わった皆様へ。発表から刊行まで２年以上もお待ち頂き、誠にありがとうございます。




　担当編集者様。技術面でも精神面でも、色々と鍛えられ、学ばせて頂きました。何より、私の作品に目を付け、拾ってくださった事、感謝の気持ちで一杯です。現在進行形でご多忙極まりない中、誠にありがとうございます。今後もご期待を裏切らない存在であるよう努力致します。




　ｐｅｎ助様。絵心の無い私にも、作品に彩りを与える素敵なイラストを全力投球で描いてくださった事は十二分に伝わります。誠にありがとうございます。末永くお仕事をご一緒出来る事を期待する所存でございます。




　名前は伏せますが、数々の先輩小説家の皆様がた。様々なアドバイスをくださったり、ゲームに誘って頂いたり、飲みに誘って頂いたりと、メンタル面等々、色々支えになってくださりました。誠にありがとうございます。今後とも宜しくお願い致します！




　友人のＦ君、Ｓ君。まだ叩き台だった本作を読んでもらい、「面白かった」と言ってくれた事、本当に励みになったし、嬉しかったよ。どうもありがとう。




　そして、数多く存在するライトノベルの中から、私の作品を選んでくださった読者の皆様には感謝してもし切れません。何卒、今後とも応援宜しくお願い致します。――繰り返しお伝えします。

（きっと）大丈夫です。

（たぶん）損はさせません。




　ではでは、またお会い出来る事を、心より願っております。
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